
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「わたしたちのまち仙台」活用に当たって 

  ○ 学習指導要領に準拠して作成してあります。 

  ○ 仙台市の社会的事象や歴史的事象等を学習する上で、基本的な事項を網羅しています。 

  ○ 問題解決的な学習が展開できるように単元を構成しました。 

  ○ 調べ活動の資料としても活用できるようにしました。 

  ○ 選択単元には、Ａ・Ｂなどのアルファベットが付いています。学校の実態に応じて選択し、

学習を進めてください。 

  ○ 東日本大震災に関連した内容も取り上げています。 

（「仙台市防災教育副読本」も活用願います。） 

    

「指導の手引き」活用に当たって（R7改訂） 

  〇 本手引きでは、資料編以外の本書見開き毎に、①学習の流れ（例）②本時のねらい③教科

書とあわせた活用のポイント④資料の活用の仕方⑤指導と評価について解説しています。 

○ 指導に当たって配慮する点、写真の説明、取材先の情報など、活用する際の参考になるよ

う編集しています。 

  ○ 各単元のはじめに、「つかむ」→「調べる」→「まとめる」の学習の流れを示した、単元

デザインの手引きを作成しました。授業構想を立てる際にご活用ください。 

  ○ 学校の実態を考慮して、児童の主体的な学習が展開できるように創意・工夫して御使用く

ださい。 

  ○ 「わたしたちのまち仙台」掲載の二次元バーコードを読み取ると、画像・動画等を見るこ

とができます。 

 

                                      仙台市教育委員会 

                                          令和７年度版「わたしたちのまち仙台」 

令和７年度版 

 

指 導 の 手 引 き 



 

 

 
 
 
 
１ わたしたちのまち みんなのまち 

  ① 学校のまわり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １ 

  ② 仙台市の様子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ９ 

◎ 地図帳を開こう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ２１ 

  ◎ ＜わたしたちの仙台市には、どんな「作る仕事」があるのだろう＞・・２４ 

 

 ２ はたらく人とわたしたちのくらし 

  ① 選択Ａ わたしたちのくらしと農家の仕事・・・・・・・・・・ ２７ 

        選択Ｂ わたしたちのくらしと工場の仕事・・・・・・・・・・ ３３ 

② 店ではたらく人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４１ 

  

 ３ くらしを守る 

  ① くらしを守る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５３ 

② 事故や事件からくらしを守る・・・・・・・・・・・・・・・・ ５９ 

 

  ４ 市のうつりかわり 
①  市の様子と人々のくらしのうつりかわり・・・ ・・・・・・・ ６５ 

 

 ５ すみよいくらしをつくる 

①  選択Ａ くらしをささえる水・・・・・・・・・・・・・・・・ ７９ 

        選択Ｂ くらしをささえる都市ガス・・・・・・・・・・・・・ ８８ 

        選択Ｃ くらしをささえる電気・・・・・・・・・・・・・・・ ８９ 

  ② 選択Ａ ごみと住みよいくらし・・・・・・・・・・・・・・・ ９３ 

        選択Ｂ 使われた水のゆくえ・・・・・・・・・・・・・・・ １００ 

 
 ６ 自然災害からくらしを守る 

① 市内で今までに起きた自然災害・・・・・・・・・・・・・・ １０５ 

② 地震からくらしを守る・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０８ 

  

資料編 

① 仙台市内にあるいろいろな施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１４ 

② わたしたちの生活と工業生産・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１４ 

③ 仙台から情報発信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１５ 

④ 情報を生かす産業～運輸業～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１５ 

⑤  わたしたちの生活と政治・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６ 

⑥  地域に残る遺跡や文化財・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６ 

⑦  仙台市名誉市民・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１８ 

⑧  国際姉妹・友好都市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２０ 
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小単元名 

p. ～ 

※小単元名が記載されて

います。 

小単元 

の目標 

※小単元の学習内容を踏まえ、まとめの学習後に

児童が到達している目標が示されています。 

学習問題 

※単元を通して追究し、解決に向かうための学習問題を立てる。 

p. 

○  
※学習問題を解決するための体験
や調査、「△○を調べよう」等で
記述しています。 

・ 

・ 

・ 

※調べる活動の際の留意事項 

例 調べる観点、準備物、約束、 

インタビューのしかた、資料等 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p. 

○  
※体験や調査を振り返り、まとめる
活動。「△○をまとめよう」等で記
述しています。 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

  ※まとめる活動の留意事項 

  例 まとめる観点 、まとめ方の例等 

 

p. 

○ 

※体験や調査をもとに、学習問題を解決するためのまとめの活動。  
△○を～まとめよう等で記述しています。 

※まとめる活動の留意事項 
 

※児童の気付きや疑問 

【児童の言葉で記述】 

 

 

※まとめ方（学習のゴールイメージ）

や児童の主体的な活動を促す手だて等

も記載しています。 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

 

※教科書と副読本を併用する際のポイントを記述しています。 

単元デザイン例の見方 

 

児童学習内容に関心を持ち、学習問題を追究したくなるような導入部分 

下の吹き出しのような言葉児童から出るように、実態に合わせて工夫を！ 

※児童の気付きや疑問 

【児童の言葉で記述】 

 

 



 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小単元名 

p. 2～7 

 

 

①学校のまわり 

 

 

 

小単元の 

目標 

学校のまわりの様子について、地形や土地利用、
交通の広がり、主な公共施設の場所と働き、古くか
ら残る建造物の分布などに着目させる。観察・調査
したり地図などの資料で調べたりして、白地図など
にまとめることで学校のまわりの様子を捉える。場
所による違いを考え、表現することを通して、身近
な地域の様子を理解できるようにするとともに、主
体的に学習問題を解決しようとする態度を養う。 

学習問題 
学校のまわりの様子は、どのようになっているのでしょうか。 

p.2～3 

◎ 学校のまわりの絵地図 

 ・絵地図を見て、学校のまわりの様子に

ついて話し合う。 

 ・方位磁針の使い方と地図の方位につい

て理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.3～5 

◎くわしい地図を見てみると 

◎交通の様子に注目 

 ・学校の近くの様子を表した地図を提示し

、児童にとって身近な施設などに着目さ

せる。 

 〈着目させる施設の例〉 

  ・幼稚園や郵便局など訪れた場所 

  ・道路の様子（幅、交通量など） 

  ・家の多いところ、店が多いところ 

   など 

 

p. p.5～7  
 ◎公共しせつやたて物の様子に注目  
 ・道路やバス停に着目させ、交通量やバスの行き先に関心を持たせることで、交通の様子に

ついて着目させる。（学区によっては駅も含める。） 
・公共施設については、初めて学習することになる。先生の吹き出しや教科書の「ことば」

を活用して丁寧に指導する。 
  
◎ 学校のまわりを空から見ると 
・高いところからみた様子と絵地図の様子とを比べて、方位ごとの様子について発表させる
。 

・さらに遠いところの様子を考えさせることにより、次小単元「仙台市のようす」の学習に
つなげるようにする。 

もっと詳しく知りたいな。 

わたしも行ってみたいな！ 

 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

○ 教科書、副読本の両方の事例地を取り上げることで自分たちのまちとの類似点
、相違点を見付けることができる。他地域の地図に触れることで、地図の見方、
方位や地図記号などの理解を深めることができる。 

教科書の 

 活用 

p.2 

◎学校の東西南北の様子 

・2年生のまちたんけんのときに撮影した学校のまわりの写真を提示し、どんな様子の場所

だったかを想起させる。 

他にもないかな？ 

みんなでさがしたいな

！ 
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本時のねらい 

屋上からの観察や、探検して調べたことを「土地の様子」「交通」

「公共施設」に着目して、白地図や文にまとめ、身近な地域の様

子について理解する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）本時のめあてについて話し合

う。５分 

Tこれまでの学習では、高いところか

ら学校のまわりの様子を観察したり、

探検したりしましたね。今日はお気に

入りの場所を説明できるように、白地

図を用意しました。 

Cこれだと説明しやすいです！ 

C方位磁針を使って調べたからどの方

角に何があるかはメモしてあるよ。 

C白地図に書き込んでいきたいです！ 

 

 

 

 

（２）探検等で調べたことを白地図に

書き込む。25分 

T「土地の様子」「交通」「公共施設」に

注目して、白地図に書き込んでいきま

しょう。 

C「交通」の視点で見たら、大通りには

バス停がありました。 

C「公共施設」の視点で見たら、学校の

東側にはコミュニティセンターがあ

りました。 

C「土地の様子」の視点で見たら、たく

さんの木が生えているところがあり

ました。 

（３）気づいたことを話し合う。10分 

T地図にまとめてみて気づいたことに

ついて話し合いましょう。 

Cお寺が集まって広がっているよ。江

戸時代から続く古いお寺だからかな。 

Cコミュニティセンターのお祭りに参

加したことがあるよ 

（４）まとめ・振り返り５分 

 

学校のまわりの様子について、気づ

いたことを白地図に書き込んで話し

合いましょう。 

 

わたしたちのまち 
みんなのまち P.2～３ 

 

２年生の時の 

学習の様子が分

かる写真等があ

れば提示 

教科書と合わせた活用のポイント 

教科書 P.８-13の学習内容を終えてから、本ページ内容に入るこ

とを想定している。「屋上から観察」「学校のまわり探検」につい

ては、各学校の実態に応じて実施内容を検討する。社会科として

の最初の見学となるため、❶予想❷予想をもとに何を見てくるか

（視点）❸記憶だけでなく記録に残す（方法）が大切であること

を抑えたうえで、丁寧に学習を積み重ねていく。「社会的事象等に

ついて調べまとめる技能（P.152-153）」を身に付けることも意

識する。 

 

四方位について

確認する。イラ

ストのように実

際に体を使って

体感させるとよ

い。 
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https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387017_003.pdf#page=156
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387017_003.pdf#page=156


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の活用の仕方 

・「だいちさんが書き込んだ絵地

図」 

 児童が白地図に気づいたことを

記入する際の参考にする。「土地の

様子」「交通」「公共施設」の視点を

意識する。 

・写真 「まちたんけんで見つけた

場所」  

２年生の時の学習の様子が分か

る写真等があれば提示する。また、

児童に紹介したい場所を聞き取っ

ておき、教師が事前に写真を撮影

しておくことも考えられる。毎年

使う教材であることからも、各校

で教材のデータを整理しておくと

よい。写真を基に「ここはどこだろ

う？」と、クイズ形式で提示するこ

とも考えられる。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

発言内容や白地図の記述内容か

ら、「地形や土地利用、交通の広が

り、主な公共施設の場所と働き、古

くから残る建造物の分布などにつ

いて観察・調査して、必要な情報を

集め、身近な地域の様子を理解して

いるか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

方位に注目して、土地の様子につ

いて読み取れるように、道路と建物

の関係に着目できるようにする。白

地図に記録する際に、三つの視点の

どれについて記録しているのか色

や印でわかるようにすることで評

価しやすくなる。 

めあて 

学校のまわりの様子について、気づいたことを白地図に書きこんで話

し合いましょう。 

〈土地の様子〉 

・木がたくさん生えている 

〈交通〉 

・大通りにバスてい 

〈公共しせつ〉 

・はちまんコミュニティセンター 

まとめ 

学校から見て南がわには・・・「公共しせつ」は・・・ 

「交通」でみると・・・・・「土地の様子」から・・・ 

 

「土地の様子」

「交通」「公共施

設」に着目して

白地図に書き込

んでいくように

声がけする。 

 

実際のまちの様子に忠実な白地図をつくろうとする

と時間がかかるため、時間を区切って調べたことを

記述する。 

探検した地域の白地図 
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本時のねらい 

白地図に示したことを、教師が提示した「くわしい地図」と比べ

ることで、「交通」の様子に着目して、地域の特色について考え、

表現する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）本時のめあてについて話し合

う。５分 

T前の時間では、オリジナルの地図が

できあがりました。先生も一つ地図を

用意しましたが、比べて気づいたこと

はありますか。 

C地図記号で示すと、文章で説明しな

くてもまちの様子が分かります。 

Cすっきりしているけど、僕たちがつ

くった地図よりくわしいし、わかりや

すいですね。 

T今日は〈交通〉の様子に着目して詳

しく見ていきましょう。 

 

 

 

 

（２）〈交通〉の様子について、探検し

たコースから分かったことを表にま

とめる。20分 

【南まわりコース】 

C大通りにはお店が多い 

C大きな川を渡るための橋は二つあっ

て、たくさんの車が通っている 

【北まわりコース】 

C住宅地は道路の幅がせまい 

C東北大学病院など、大きな道路のま

わりには大きな建物が多い 

（３）気づいたことを話し合う。10分 

T表にまとめて気づいたことについて

話し合いましょう。 

C北と南で比べても、場所によって様

子が違う。 

C人通りが多いところは道路もとても

広くなっている。 

（４）まとめ・振り返り５分 

学校のまわりの様子について、くわ

しい地図と合わせて見ながら、考え

たことを話し合いましょう。 

わたしたちのまち 
みんなのまち P.４～５ 

 

教科書と合わせた活用のポイント 

教科書 P.15 と P.16 の学習内容の一部を合わせた内容となって

いる。前時でたっぷりと白地図に書き込む時間を取った上で、本

時では「くわしい地図」に触れることで、地図記号の便利さや有

用さに気付かせたい。また、ここで探検コースごとに３つの視点

から特色について整理していくが、一度に行うと情報量が多いた

め、まずは〈交通〉のみに注目する。その際教科書も活用し、表

にまとめるという学習イメージを持たせたい。 

 

地図記号を用い

ることで、より詳

細な情報を、簡潔

に分かりやすく

表すことができ

ることをおさえ

る。 
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資料の活用の仕方 

・「地図記号」「縮尺」 

 ここでは、地図記号の利便性を

つかませたい。 地域の実態によっ

ては、学区の地図に使用しない地

図記号もあるが、成り立ちなどを

示すことで、いろいろな地図記号

に対しても関心を持たせたい。 

 縮尺はこれを基に計算すると、

実際の距離が求められることをお

さえる。 

・地図 「くわしい地図を見てみる

と」  

 地図の凡例をもとに、じっくり

と読み取る時間を確保したい。ま

た、一度使うだけではなかなか定

着しないため、他単元でも活用の

機会を捉えて積極的に触れていく

ようにする。 

・写真 「交通の様子に注目」 

 実際の風景と地図を関連付ける

ことで理解を深めるようにする。 

本時の評価と指導 

👀思考・判断・表現👀 

ノートや共同編集アプリ等の記

述内容や発言内容から、「身近な地

域の様子の場所による違いを考え、

適切に表現しているか」を評価す

る。  

👀指導のポイント・留意点👀 

 交通とは、道路や車の往来はもち

ろんのこと、人や物が物理的に行き

交うこと全体を示す言葉であるこ

とをしっかりと捉えたい。したがっ

て、人通りが多い、少ないという児

童の気づきも大切に取り上げたい。 

めあて 

学校のまわりの様子〈交通〉について、くわしい地図と合わせて

見ながら、考えたことを話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

北も南も人通りが多いところは… 

道路の幅と建物は… 

 
手元で拡大する

等して細かく見

たり、地図に書

き込んだりする

等の活用が考え

られる。 

子供たちが 
作成した 
絵地図 

教師が用意し
た詳しい地図 

 （地図記号入） 

 

 北まわり 

コース 

南まわり 

コース 

土地の

様子 

  

交通 

  

公共し

せつ 

  

 

比較することで特色が

見えるため、場所によ

ってのちがいが明確に

なるようなコースをつ

くって児童が考えられ

るようにしたい。 

- 5 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい 

白地図に示したことを、教師が提示した「くわしい地図」と比べ

ることで、「公共施設」「土地の様子」に着目して、地域の特色に

ついて考え、表現する。 

 

 

 

学習の流れ（例） 

（１）本時のめあてについて話し合

う。３分 

T今日は〈公共施設〉〈土地の様子〉に

着目して詳しく見ていきましょう。 

 

 

 

（２）〈公共施設〉〈土地の様子〉の様

子について、探検したコースから分か

ったことを表にまとめる。20分 

【南まわりコース】 

C 川が通っているあたりは土地が低

くなっている 

C 高校が３つもある。学校の近くには

公共施設が多い 

【北まわりコース】 

C 神社やお寺の近くは木が多く、少し

土地が高くなっている。 

C学校の近くには公共施設が多い。 

C 広い道路両側に大きな建物が多い 

（３）気づいたことを話し合う。10分 

T表にまとめて気づいたことについて

話し合いましょう。 

C北と南で土地の様子をくらべると、

高さや広さ、使われ方が違うことがわ

かりました。 

C私たちの学校のまわりには公共施設

がたくさんあることがわかりました。  

（４）まとめ・振り返りと合わせて、

「わたしたちのまち」についてこれか

らどのような学習をしたいか話し合

う。12分 

T「わたしたちのまち」についてもっと

調べてみたいことはありますか。 

Cもっと広い所を調べてみたいです・ 

Cバスはどこから来るのか、地下鉄は

どこまでつながっているか調べたい

です。 

学校のまわりの様子について、考え

たことを話し合いましょう。 

わたしたちのまち 
みんなのまち P.６～７ 

教科書と合わせた活用のポイント 

教科書 P.16 と P.17 の学習内容を合わせた内容となっている。

前時で〈交通〉のみに注目したため、本時では、「公共施設」「土

地の様子」にも視点を広げる。その際ここでも教科書も活用し、

表にまとめることで、「比較する」という思考スキルを働かせて学

習するイメージを持たせたい。 

また、教科書 P.17の航空写真と、本書 P.7「◎学校のまわりを空

から見ると」を関連付けて児童に提示し、「もっと遠くはどうなっ

ているのか」という次時につながる問いを引き出したい。 

 

 

学校のまわりに多いことに

気付かせることで、改めて公

共施設の役割について理解

を深められるようにする。 
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本時の評価と指導 

👀思考・判断・表現👀 

ノートや共同編集アプリ等の記

述内容や発言内容から、「身近な地

域の様子の場所による違いを考え、

適切に表現しているか」を評価す

る。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 交通とは、道路や車の往来はもち

ろんのこと、人や物が物理的に行き

交うこと全体を示す言葉であるこ

とをしっかりと捉えたい。したがっ

て、人通りが多い、少ないという児

童の気づきも大切に取り上げたい。 

 
この写真は八幡

小学校屋上から

ドローンを上空

に飛ばして撮影

した画像であ

る。「学校のまわ

り」からさらに

遠くの様子に関

心を広げること

で、次時以降の

学びへの新たな

問いを引き出し

たい。 

資料の活用の仕方 

・地図・写真「◎公共しせつやたて

物の様子に着目」 

 実際の風景と地図を関連付ける

ことで理解を深めるようにする。

学区内にある身近な施設に着目さ

せる。児童センターや公園など、生

活と関わりのあるものを取り上げ

る。 

・写真 「◎学校のまわりを空方見

ると」  

 方位を確かめながら、さらに向

こうはどうなっているのか興味を

持たせ、次小単元の「仙台市の様

子」につなげていくようにする 

めあて 

学校のまわりの様子＜公共施設＞＜土地＞について、くわしい地

図と合わせて見ながら、考えたことを話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

北は建物が多く、南の川が流れているところ 

は土地が低くなっていて… 

子供たちが 
作成した 
絵地図 

教師が用意し
た詳しい地図 

 （地図記号入） 

 

 北まわり 

コース 

南まわり 

コース 

土地の

様子 

  

交通 

  

公共し

せつ 
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p.8～9 

◎仙台のまちを空から見てみよう 
・仙台駅を中心に東の方を撮影している写真なので、地図の方位とは異なっていることを

押さえる。 

・航空写真を見て、行ったことのある場所や知っている場所について話し合う。また、気

付いたことを交流させながら、仙台市の様子を大まかに捉えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小単元名 

p.8～17 

 

 

②仙台市の様子 

 

 

小単元 

の目標 

仙台市の様子について、都道府県における市の位置
、市の地形や土地利用、交通の広がり、市役所など
の主な公共施設の場所と働き、古くから残る建造物
の分布などに着目して、観察・調査したり地図など
の資料で調べ、まとめたりすることで市の様子を捉
え、場所による違いを考え、表現することを通して
、自分たちの市の様子を大まかに理解できるように
するとともに、主体的に学習問題を解決しようとす
る。 

学習問題 
わたしたちが住んでいる仙台市はどのような様子なのでしょうか。 

p.10～11 

◎ 市の様子を写真や地図で見てみよ

う 

   ・市の東西南北の空から撮影した写真 

    ・主な川、鉄道、道路 

  ・八方位での表し方 

  ・インターネットを使って調べる方法 

 グループに分かれて、土地の様子や使わ

れ方について調べる。その際、巻末資料の

地図を活用するとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.12～15 

◎ 市の土地のとくしょくについて考えよう 

◎ 市の公共しせつや古くからのこるたて物

をさがそう 

 ・各グループの発表から、なぜ土地の使わ

れ 方が場所によって違うのか考える。 

  ※「仙台市の地形」「交通の広がり」 

   「公共施設の場所と広がり」 

   「古くから残る建造物」に着目して考

   えさせ、仙台市の様子をおおまかに理

   解できるようにする。 

 

 

p.16～17   

◎ 仙台市のガイドマップを作ろう  

   ・調べたこと、友達の発表から分かったことを整理して紹介したい内容を選ぶ。 

   ・仙台市の白地図を色分けさせ、仙台市の特色を捉える。  

   ・これまでの学習をもとに、紹介することを文章で表現する。 

  ・写真やイラストを入れるなど各自の工夫を取り入れる。 

   ・仙台市の特色を一言で表すキャッチコピーをつける。 

 ・友達と作品の交流を通して、 

『仙台市のことをもっと詳しく調べたい。』という意欲 

を持たせ、次の単元につなげる。 

 

仙台の中心には高いビルや

大きい道路があるね。 

 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

○ 教科書には「学習の進め方」が載っている。この単元だけでなく、今後の学習

の進め方に生かしたい。各ページには、調べる観点が載っているので、参考に

するとよい。 

教科書の 

 活用 

写真に写っていない所は

どんな様子なのかな？ 

 

学級の実態に合わせて

、個人、グループで作

成させる。 
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本時のねらい 

仙台駅中心部の航空写真、地図帳を見て気づいたことや、市の施

設や様々な場所について知っていることを話し合う活動を通し

て、市の位置や範囲を理解する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）市の様子を示した航空写真を見

て、本時のめあてについて話し合う。

５分 

Tこれまでは学校のまわりの様子を見

てきました。この写真は高さ 450ｍか

ら撮影した写真です。遠くまで見渡せ

ますね。何が見えますか？そこから気

づいたことはありますか？  

C仙台駅のまわりには高いビルが集ま

っています。人もたくさんいそう。 

Ｃ遠くに海が見えます。どこまでが仙

台市なんだろう。 

 

 

 

 

（２）航空写真や地図を見て、気づい

たことを話し合う。35分 

Ｔ航空写真を見て、気づいたことを話

し合いましょう。 

Ｃビルがたくさんある所、森が広がっ

ている所もあり、海も見えます。 

Ｔ地図帳を使って、宮城県のどのあた

りに仙台があるか場所を探しましょ

う。また仙台市はどのように広がって

いるか調べましょう。 

Ｃ仙台は宮城県の中央より少しだけ

南側だと思います。 

Ｃ仙台市は東西に広がっています。 

（３）前の単元と比べて、市の様子で

気づいたことやこれから学習してい

きたいことについて話し合う。5分 

Ｃ学校のまわりでも調べた〈公共しせ

つ〉や＜交通＞の様子について調べて

みたいです。 

Ｃ私たちの学校は青葉区だけど、野外

活動で行った泉区の土地の様子につ

いても調べてみたいです。 

空から市の様子をとった写真や地図

帳を見て、市の位置や気づいたこと

について話し合いましょう。 

仙台市の様子 P.８～９ 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.20-21 の資料にリンクした内容となっている。教科書

には「学び方コーナー」として索引の読み取り方についての説明

もあるため活用したい。また、キャラクターが社会的事象の見方・

考え方として「位置や広がり」に着目するように促している。「学

校のまわり」から「市の様子」へと空間的に広がるのが本時であ

ることからも、仙台市は宮城県のどこに位置しており、どのよう

に広がっているのかを捉えさせたい。 

 

行ったことのある場所や知っ

ている場所について話し合

う。また、気づいたことや不

思議に思ったことなどについ

て話し合うことを通して、仙

台市の学習に対する興味・関

心を高めたい。実態に応じて

地図アプリを併用するなどし

て、学校のまわりから仙台市

へと視野を広げて考えられる

ようにする。 

 

前単元の学習とのつながりを意識し、土地・

交通・公共施設が学校のまわりよりももっと

広い仙台市の範囲でどうなっているのか、児

童の問いをたくさん引き出したい。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「必要な情報を読み取り、市

の位置や範囲を理解しているか」

を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 市の様子を空間的な広がりの視

点から概観できるようにしなが

ら、市の位置について調べ、航空写

真を見て気づいたこと等、児童か

らたくさんの問いを引き出すよう

にする。 

資料の活用の仕方 

・写真「◎仙台のまちを空から見て

みよう」 

広瀬川上空 450ｍから撮影した

写真である。学校のまわりの際に

見た高さ（屋上 60ｍ）からさらに

高い所であることからも、遠くま

で見渡せるため、「その先はどうな

っているのだろう」という児童の

問いを引き出しながら土地の広が

りについて意識させたい。 

・書き込みできる地図資料  

 区の名前を記入し、自分が住ん

でいる区に色を塗る。自分たちの

学校の大まかな位置も記入し、仙

台市の中のどこに位置するのかを

確認したい。 

めあて 

空から市の様子をとった写真や地図帳を見て、市の位置や気づい

たことについて話し合いましょう。 

〈航空写真から〉               

 

 

〈地図帳から〉 

 

 

〈これから学習していきたいこと〉 

 

 

仙台駅を中心に、東の方向を

撮影している。地図の方位と

は異なるので、説明が必要と

なる。  仙台市の中心市街地

にある JR 仙台駅や仙台市役

所、宮城県庁の位置などを確

認させたい。    また、青葉

通や広瀬通、定禅寺通なども

見付けさせたい。 
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本時のねらい 

市内の写真や地図を見て、行ったことのある場所を紹介し合った

り、市の様子について疑問に思ったことを話し合ったりして、学

習問題をつくる。 

 

学習の流れ（例） 

（１）市内の有名な場所について話し

合い、本時のめあてを設定する。５分 

T仙台市の中で知っている場所にはど

んなところがありますか。 

C青葉城址にいったことがあります。 

C仙台駅には、バスも地下鉄も新幹線

も、タクシーも…いろんな乗り物があ

ります！ 

C泉ヶ岳ってどこにあるのかな。 

T今日は社会科の学習でとっても大事

な学習問題をつくる時間です。 

 

 

 

 

（２）市内の様子を見て、行ったこと

のある場所を紹介し合う。30 分（ペ

ア・グループ） 

Ｔこれらの写真（事前に児童が調べて

きたものも含めて）で示している場所

について、知っていることを説明し合

いましょう。 

Ｃ大倉ダムの近くに仙台市水道記念

館があります。 

C大きい川の周りには田んぼや畑がた

くさんあります。 

（３）学習問題をつくり、学習の見通

しを立てる。10分 

Tみなさんの疑問や気づきから、「私た

ちが住んでいる仙台市には、どのよう

な場所があり、それぞれどんな様子な

のでしょうか」という学習問題ができ

ましたね！これを解決するためにど

んなことを調べていきたいですか。 

Ｃ仙台市にはどのような場所がある

か調べたいです。 

Ｔ単元最後には、仙台市のガイドマッ

プにまとめられたら素敵ですね。 

わたしたちの市の様子について、話

し合い、学習問題をつくりましょ

う。 

仙台市の様子 P.１０～１1 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.22-23にリンクした内容となっている。教科書 P.23-

24には、「社会科の学習の進め方」が分かりやすく示されており、

こちらも合わせて丁寧に取り上げたい。社会科学習が始まって初め

ての学習問題づくりの場面である。教科書 P.24で児童らが気づい

たことや疑問に思ったことを述べている例を参考に、このページを

使って児童の発言を引き出したい。地形や土地利用、交通の広がり、

公共施設の場所と働きなどについて、教科書 P22 のように紹介し

合う姿を参考に気づきを交流させていく。 

 

事前に児童に調べさせてお

き、写真も準備させておくと

よい。Googleスライドに貼り

付けて他者参照できるように

することも考えられる。 
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本時の評価と指導 

👀思考・判断・表現👀 

 ノートの記述内容や発言内容か

ら、「市の位置、地形や土地利用、

交通の広がり等に着目して、問い

を見いだしているか。」を評価す

る。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 本時は第 3学年の社会科学習にお

いて、初めて学習問題づくりを行う

時間である。自分が知っている場所

をもっと増やしたい、自分が知らな

い場所について知りたいという関

心を高め、自分たちが、調べたいこ

とをもとに学習問題の設定ができ

るようにするために、写真の提示や

市の白地図に写真の場所を示す活

動を設定する。 

 

学習問題とは何か

を、教科書 P.23 の

説明と合わせて確認

する。 

資料の活用の仕方 

・写真「◎市の様子を写真や地図で

見てみよう」 

仙台市の東西南北の地域上空か

ら撮影した写真であることを説明

する。白地図で位置を確認しなが

ら写真と見比べ 、 仙台市の土地

の様子について調べる課題を持た

せたい。資料編の地図「仙台市の様

子」や「仙台市の土地と交通の様

子」などと見比べさせ 、 課題意識 

を高めたい 。 

・学び方コーナー「八方位」 

 八方位を用い地図上の特定の地

点を説明させることを通して 、 

八方位の必要性や便利さに気付か

せたい。 

めあて 

空から市の様子をとった写真や地図帳を見て、市の位置や気づい

たことについて話し合いましょう。 

               

 

 

 

 

 

学習問題 

わたしたちが住んでいる仙台市は、どのような場所があり、 

それぞれどのような様子なのでしょうか。 
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ねらい（３時間を想定） 

 市の様子がわかる写真や地図を活用して調べてわかったことをも

とに、話し合う活動を通して、①土地の高さや広がり ②土地の使

われ方③交通の広がりが場所によって違いがあることを理解する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）学習問題と追究の視点を確認

し、資料をもとに本時のめあてを設定

する。10分 

T今日は学習問題を解決するために調

べる時間ですね。何を解決していった

らよいでしょうか。  

C土地の高さや広がりについて調べて

いくとよいと思います。 

C土地の使われ方についても調べたい

です。 

Tそれでは、一つずつ解決していきま

しょう。 

 

 

 

（２）写真や地図などの資料をもと

に、仙台市の土地の高さや広がりにつ

いて調べる。25分 

Ｔ仙台市にある山や川について探し

てみましょう。 

Ｃ野外活動で泉ヶ岳に行きます。広瀬

川も聞いたことがあります。 

Ｔ写真と地図を合わせて見てみまし

ょう。地図は色で分けられています。

どうしてでしょうか。 

Ｃ市の西側は高くなっていて、東側は

低いということを表しています。 

T他にも土地の高いところや広がりに

ついて調べてみましょう。 

C川の流れ方と土地の高さには関係が

ありそうです。 

（３）土地の高さや広がりについて、

わかったことをまとめる。10分 

Ｃ高い土地は山のある市の西側、低い

土地は海沿いの東側に広がっていま

す。 

C低くて平らな土地は家や建物が多い

ことがわかります。 

 

仙台市の土地の高さや広がりはどの

ようになっているのでしょうか。 

仙台市の様子 P.１2～１3 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.26-31にリンクした内容となっている。ここでは、社

会的事象の見方・考え方（広がり）に着目させる。教科書では、P.27

で土地高さについて、P.29で土地の使われ方について、P.31で交

通の広がりについてそれぞれ地図で示しているが、このページでは

それらを重ねた状態で示している。まずは、凡例から、仙台市の土

地の高さの特徴を捉えさせたい。十分に地形についての理解を深め

た上で、土地の使われ方・交通の広がりについて学習を広げていく。

教科書が事例地としている福岡市の地図も、仙台市の特徴をつかむ

ために、一つずつ比較することも考えられる。 

 

 

土地の高さや広がりの様子

と、地図記号から土地の使

われ方を知り、その関連に

ついて考えるようにする。 

 

仙台市の土地の高さと

土地利用の様子を関連

づけて考えさせる。地図

記号や川、鉄道、道路の

様子にも注目させたい。 
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評価と指導 
👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「必要な情報を集め、読み取

り、市の地形や土地利用、交通の広

がりについて理解しているか。」 

👀指導のポイント・留意点👀 

 土地の高さや広がり、土地の使わ

れ方が分かる写真だけでなく、動画

や地図アプリを用いることで、それ

ぞれの場所の空間認識の支援を図

る。その際、写真・動画・地図を個々

で捉えるのではなく、土地の高さ

や、土地の使われ方の特色と結び付

けて理解できるようにする。さらに

は、交通機関（バス・地下鉄・新幹

線等）の共通点や相違点を発見さ

せ、特色やよさについて考えさせ

る。 

 

凡例を確認し、色分けの意味

を理解する。 

仙台駅上空からドローンで

撮影した映像が流れる。バス

ターミナルや複数の線路に

着目することで交通の中心

であることをおさえる。 

 

資料の活用の仕方 

・写真・白地図・動画「◎市の土地

のとくしょくについて考えよう」 

写真：著作権について事前に指導

した上で、児童が撮影したり、イン

ターネットで集めたりした画像を

活用するのもよい。 

白地図：白地図に土地利用の様子

を色分けしたり、調べたことを文

で表現したりするなどして学習し

たことをまとめる。 

動画：仙台駅上空を 360度ビュー

で見ることができる。必要に応じ

て、停止しながらじっくり観察す

ることで、たくさんの交通手段が

集まっていることを知り、仙台駅

が交通の要となっていることを理

解する。このように、動画資料と地

図を関連付ける等して、土地の使

われ方を具体的に捉えられるよう

に工夫する。 

めあて 

① 仙台市の土地の高さや広がりは、どのようになっているのか。 

② 仙台市の土地は、どのように使われているのか。（次時） 

③ 仙台市の交通は、どのように広がっているのか。（次時） 

＜仙台市の土地の高さ＞ 

気づいたこと 

・西の方は… 

・東の方は… 

・東西に広がっていて… 

まとめ 

仙台市の土地は、海に面した東側が… 西側の土地は…  

東西に広がっていて… 新かん線、バス、地下鉄が… 
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ねらい（２時間を想定） 

市の様子がわかる写真や地図を活用して調べてわかったことを

もとに、話し合う活動を通して、①市の公共施設の場所や働き ②

市に古くから残る建造物の分布を理解する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）学習問題と追究の視点を確認

し、資料をもとに本時のめあてを設定

する。15分 

T P.14の写真を見て、行ったことが

ある場所や知っていることについて

話し合いましょう。 

Cカメイアリーナ仙台でバレーボール

の大会に出たことがあります。 

C仙台国際センターでは様々なイベン

トが行われています。 

C仙台文学館の「おはなし会」に行っ

たことがあります。 

 

 

 

 

（２）写真や地図などの資料をもと

に、仙台市の公共施設の場所や働きに

ついて調べる 20分 

Ｔ仙台市の公共施設と交通がどのよ

うにつながっているのか調べましょ

う。また、公共施設の働きについて調

べましょう。 

C公共施設は、地下鉄沿線のそばに広

がっていることが多いです。 

C市役所の場所は分かるけど、どんな

ことをしているか詳しく分からない

ので話を聞いてみたいです。 

（３）市の公共施設について、わかっ

たことをまとめる。5分 

T学習を振り返り、自分の言葉でまと

めましょう。 

C仙台市の公共施設は交通機関に沿っ

て広がっています。また、市役所では、

市民のくらしに関わる様々な仕事を

していることが分かりました。 

仙台市の公共しせつはどこにあり、

どのようなはたらきをしているので

しょうか。 

仙台市の様子 P.１4～１5 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.32-35にリンクした内容となっている。ここでは、社

会的事象の見方・考え方（広がり、時間）に着目させる。教科書で

は、P.33で主な公共施設について、P.35で古くから残る建物につ

いてそれぞれ地図で示しているが、このページではそれらを重ねた

状態で示している。前時で学んだ交通の広がりと関連付けながら、

市の公共施設が交通機関に沿って広がっていることをおさえる。そ

の上で、市のどこに古い建物があるかについて調べることで、古く

からまちづくりが行われていることに気づかせたい。 

 

公共施設とはどのような役割

を持つのか、仙台市にある主

な公共施設の種類や働きにつ

いて調べる。その際、多くの

公共施設は市役所によって運

営していることに触れる。 

仙台市役所のトップページに

は「よく利用される情報」と

してアイコンで大きく表示さ

れているため、児童に調べさ

せてもよい。 

リンク：仙台市 HP 
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評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「必要な情報を集め、読み取

り、①市の主な公共施設の場所と

働き ②古くから残る建造物の分

布について理解しているか」を評

価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 公共施設や古い建物の様子がわ

かる写真だけでなく、インタビュー

ができるようにしたり、リンク「仙

台市文化財課の Web ページ」を使

って具体的に理解できるようにす

る。 

 

資料の活用の仕方 

・資料編 P.92-93の活用 

 家族で出かけたり、校外学習で

利用したりしたことがある児童も

多いと思われる。それらの経験か

ら、公共施設の大切さについて考

えさせたい。 

 

・仙台市 HP リンク「公共施設案

内」 

 仙台市 HP には各公共施設の

Webサイトにアクセスできるよう

一覧にまとめてある。仙台市には

たくさんの公共施設があることを

知り、誰もが利用しやすいように

つくられていることで、市民の暮

らしを支えていることに気付かせ

たい。 

めあて 

① 仙台市の公共しせつはどこにあり、どのようなはたらきをしてい

るのか。 

② 仙台にのこる古いたて物は、どこにどのようなものがあるのか。

（次時） 

＜公共しせつの場所と働き＞ 

 

 

 

まとめ 

仙台市の交通の中心地の近くに仙台市役所があって… 

公共しせつはたくさんあり、市民のために… 

 

 

資料編（p.92･93）には、学

習に活用できる公共施設を紹

介している。 

自分の住む地域にどのような

古い建造物（神社、寺院、伝

統的な家屋など）や伝統的な

まち並みがあるか調べる。可

能ならば、地域の方々に直接

話を聞き、建造物のいわれな

どを調べられるとよい。 
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本時のねらい 

これまで調べた場所の、それぞれの様子を地図上にまとめ、仙台

市の様々な場所の特色やよさを理解する。 

 

学習の流れ 

（１）ガイドマップを作るために、こ

れまで調べたことを整理する。地図に

まとめるための観点について話し合

う。20分 

Tこれまで調べてきた仙台市の特色の

中から、ガイドマップに入れたい内容

について話し合いましょう。 

Ｃ仙台市の地形の特徴は入れたいね。 

Ｃ仙台市の交通の中心地には人が集

まるし、イベントもたくさんあるね。 

Ｃ歴史が古く、大切に残されてきた建

物も紹介したいな。 

 

 

（２）観点に基づいて、仙台市の様子

を白地図にまとめる。※デジタル上で

共同編集で作業を行うことも考えら

れる 20分 

Ｔこれまで学習した「ことば」をいか

して仙台市の魅力が伝わるガイドマ

ップを作りましょう。 

Ｃ仙台市の北や西の方には、高い山が

多くて、景色がきれいな場所がたくさ

んあります。 

Ｃ仙台は青葉城址が有名ですが、伊達

政宗にまつわる建物は他にもあり、今

でも大切に残されています。 

Ｃ東側は土地が低くなっていて平ら

な土地が広がっています。田んぼや畑

が広がっているところもあれば、海の

近くは工場がたくさん集まっている

ところもあります。 

（３）単元全体を振り返る。５分 

C私たちが住んでいる仙台市には素敵

な場所がたくさんあることが分かり

ました。工場や畑・田んぼも多いこと

から、仙台市にはどんな「作る仕事」

があるのか調べていきたいです。 

グループでガイドマップを作ろう！ 

仙台市の様子 P.１6～１7 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.36-37にリンクした内容となっている。P.36で子ども

たちが話し合っているような対話を教室でも展開したい。5 人の

子どもたちはそれぞれ「地形・古くから残る建物・土地の使われ

方・交通の広がり・公共施設の働き」という視点で話し合いをし

ている。P.36左下「まとめの活動にことばを生かそう」を取り上

げ、これまでの学びを総合して仙台市の様子を考えさせたい。そ

のためにも、単元のまとめで「仙台のガイドマップづくり」をす

ることは学習問題づくりの場面で確認しておく。 

 

仙台市の特色を一言で表すキ

ャッチコピーを作る。交通、

自然、歴史、産業など、ガイ

ドマップで紹介している内容

を組み合わせて考える。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や白地図の

内容から、「学習したことをもとに

白地図にまとめ、仙台市全体の様

子や場所による違いを理解してい

る」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 市全体の特色やよさについて、

写真資料や映像（動画）資料などを

通じて、地図上のまとめと合わせ

ながら、具体的な理解を促す。 

資料の活用の仕方 

・学び方コーナー 

 「仙台市ではないところに住ん

でいる人たちに伝えよう。」という

働き掛けから、意欲づけを図りた

い。自分が調べた地域だけでなく、

友達が調べた地域も取り入れなが

ら、仙台市全体を紹介させたい。 

・ガイドマップ（写真） 

児童が撮影した写真を取り入れ

てもよい。そのほか、インタ－ネッ

トやパンフレットなどの写真を活

用することも考えられる。 

・ガイドマップ（イラスト） 

 写真を取り入れることが難しい

場合など、簡単なイラストで表現

してもよい。児童一人一人が、分か

りやすく楽しいマップにすること

ができるよう、個に応じた工夫を

引き出したい。 

めあて 

調べたことをもとに、仙台市のガイドマップを作ろう。 

 

「ことば」を 

いかそう 

・土地の高さ 

使われ方 

・交通 

・市役所 

・いわれ 

 

 

 

これまで学習した交通・地形・土

地の使い方・公共施設・歴史的建

物から選択して紹介させる。こ

れまでの学習もとに、自慢した

いことを文章に表現する。 
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小単元名 

p.18～21 
地図帳を開こう 

小単元 

の目標 

地図の基本的な見方・使い方について知り、地図帳を使

って調べたり、地図記号や等高線の意味を理解したりする

ことができるようにする。 

地図帳の見方・使い方を知り、使ってみよう。 

p.19 

○ ３ 地図の中で方位を表す主な記号 

・ 方位磁針のイラストや、北のみを表すタ

イプがあることを知り、実際の地図でも

確認する。 

○ 4 地図記号をおぼえよう 

・ 誰が見ても分かるように地図記号がある

ことや、土地利用のされかたによって色

分けされていることを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.20 

○ 5 地図記号クロスワードパズル 

・ ヒントを頼りにたてのマスに入る言葉と横

のマスに入る言葉を考え、地図記号の理解

を深める。 

○ 6 地図記号ビンゴで遊ぼう 

・ 地図記号をビンゴの□に書いたり、地図記

号を読んだりする活動を通して、地図記号

の意味を理解する。 

 

 

p.18 
◎ １ 地図から分かること  ２ 正しい方向を知るには 

・作業的な活動を通して、基本的な地図の見方・使い方についての理解を深め、地図の有用

性に気付く。 

・左右と違い、東西南北の方位を使うと正しく方向を表せることを知り、教室の方位を確

かめる。 

p.21 

○ 等高線について学ぼう。 

・ 等高線、断面図の色分けを行い、土地の高さや斜 

面の様子を表していることを理解する。 

 

※ 地図帳に慣れ親しむ活動を継続的に行い、地図帳 

  の使い方を理解する。 

例） ・地名探し 

    ・都道府県を紹介するスピーチ 

    ・旅行などで行った場所を白地図に示す 

地図っていろいろなことが

分かって便利だね。 

地図帳を使って、もっといろ

いろなことを調べたいな。 

 

 

※宮城県の位置について、周囲の

県名や所属する地方名で具体的

に表現できるようにする。また、

場所については、白地図も活用す

る。 

・「宮城県は、東北地方にあり、北

は岩手県、秋田県、西は山形県、

南は福島県に接しています。東は

○ 地図帳の使い方に慣れる活動を継続しながら、各小単元において、教科書や副読本に示

されている地図に関する内容を取り上げて確認する。教科書には、地図記号の成り立ち

が写真入りで掲載されているので、活用したい。 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

 

教科書の 

 活用 
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p.18、

19 
大単元名 地図帳を開こう 小単元名 

１ 地図から分かること ２ 正しい方向を知るには 

３ 地図の中で方位を表す主な記号 

４ 地図記号をおぼえよう 

【小単元の指導に当たって】 

 本小単元では、基本的な地図の見方・使い方を学ぶ。地図を見て分かること、方位や地図記号について取り上げ、

様々な学習場面で役立てることができるようにすることがねらいである。指導に当たっては、自分の教室や学校の

周りなど身近な場所を想起させながら、地図の見方についての理解を深めたい。 

 

 

 

   

p.20、

21 
大単元名 地図帳を開こう 小単元名 

５ 地図記号クロスワードパズルに挑戦しよう 

６ 地図記号ビンゴで遊ぼう 

７ 等高線について学ぼう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地図の中で方位を表す主な記号 

 方位を示す際に様々な表し方が

あることや、ほとんどの地図は北を

上にして描かれていることを知る。 

４ 地図記号をおぼえよう 

地図記号については、そのもの

の形や意味を考えさせながら楽し

く学ばせたい。また、絵地図では

伝わりにくいことも、地図記号を

使うことで分かりやすくなること

に気付かせたい。 

１ 地図から分かること 

 どこに何があるのか探せたとして

も、位置関係や距離までは意識でき

ていないこともある。地図から分か

ることは多いことに気付き、便利な

物だということを実感させたい。 

２ 正しい方向を知るには 

 方位の有効性を知り、自分の教室

の東西南北を確認する。 

５地図記号クロスワードパズル
に挑戦しよう 
ヒントの記号を見て、マスの中

に記号が表しているものを書く。
マスを拡大し分かりやすく表示
して楽しく行いたい。 

６地図記号ビンゴで遊ぼう 

 ビンゴでは基本的な地図記号

を扱っている。慣れてきたら、こ

の表を複製し、他の地図記号にす

るなどして、何度か取り組ませて

もよい。 

７等高線について学ぼう（作業１） 

最初に、図Ｂに高さごとに色分

けする。次に図Ａを色分けするこ

とで、地図を立体的にイメージで

きるようにする。 

７等高線について学ぼう（作業２） 

 図Ｂを基に傾斜が急な方はどちら

かを確認する。 

 そこから等高線との間隔が広いほ

ど傾斜が緩やかで、狭いほど傾斜が

急であることを理解する。 
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本時のねらい 

自分たちの身の回りの仕事について、前単元で作成したガイドマ

ップも参考しながら知っていることを出し合い、単元のめあてを

つくる。 

 

 

学習の流れ（例） 

（１）身のまわりにある仕事について

話し合う。10分 

Tわたしたちの身のまわりにはどのよ

うな仕事があるでしょうか。 

C学校の近くの交番では、警察官が働

いているね。 

Cスーパーマーケットでは、商品を売

る人やレジで会計する人などがいま

す。 

C仙台の伝統野菜をつくっている畑が

学校の近くにあります。 

 

 

 

 

（２）身のまわりにある仕事について

整理する。30分 

Ｔまちの人の仕事カードをつくりま

しょう。 

Cわたしは笹かまぼこ工場カードを作

ります。 

Cわたしは商店街のお店カードを作り

ます。商店街と言っても作る仕事の種

類はいくつあるかな。 

Cわたしは農家の仕事カードをつくり

ます。お米や野菜で仕事の仕方は違う

のかな。 

Cスーパーマーケットで働く人も様々

な種類のお仕事がありそうですね。 

（３）単元のめあてをつくり、本時の

まとめと次時への見通しをもつ。５分 

C仙台市ではいろいろな野菜や果物が

作られていることがわかりました。仙

台で有名な仙台曲がりねぎがどうや

って作られるのかを知りたいです。 

C私は笹かまぼこ工場で作り方を調べ

たいです。笹かまぼこの原料はどこで

獲っているのでしょうか。 

わたしたちのくらすまちには、どの

ような仕事をしている人たちがいる

のでしょうか。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.２２～２３ 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.40-41 にリンクした内容となっている。前単元で作成

した地図と関連づけて、どのような仕事があるのかについて考え

させたい。その際、教科書の子どもたちが話し合いの様子を参考

にしたい。４人の子どもたちはそれぞれ「農家の仕事に関して」

「工場の仕事に関して」「販売の仕事に関して」という視点で話し

合いをしている。農家と工場については選択して学習することに

なるが、この時点では大きな単元のオリエンテーションであるこ

とを踏まえ、P.41の二次元バーコード先の動画「学習のはじめに

見てみよう（２分３７秒）」も活用しながら学習の見通しを具体的

にもたせたい。 

 

 

前単元で学習した、

「土地の使われ方」と

関連付けながら考え

るようにする。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「まちで働く人の様子に着目

して、問いを見いだしているか」を

評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 イラストをヒントに、地域の特

色にあった仕事について調べるこ

とで、児童の関心を高めるように

する。例年、各校で訪れている際の

校外学習の様子写真を提示するこ

とも考えられる。 

資料の活用の仕方 

・写真「泉パークタウン工業・流通

団地」 

絵と関連させながら、泉区近辺 

には、本や新聞、かまぼこなどを 

作る工場があることに着目させ

る。 

・写真「岩切地区の仙台曲がりねぎ

畑」 

地図記号や絵と関連させて、宮

城野区の港近辺には、かまぼこや

ビールなどの工場が多いことに着

目させる。港や道路との関連にも

気づかせたい。「曲がりねぎ」は、

仙台白菜や仙台雪菜などと並ぶ、

伝統野菜の一つである。 

・仙台市東部・南部と西部の地図記

号・絵 

 地図記号や農作物の絵と関連さ

せて、仙台市東部・南部は農業が盛

んで、仙台市西部では、稲作や野菜

作りが盛んであることに着目させ

る。新川には、ウィスキー工場があ

る。 

めあて 

わたしたちのくらすまちには、どのような仕事をしている人たち

がいるのでしょうか。 

＜身のまわりにある仕事＞ 

・笹かまをつくる 

・野菜をつくる 

・お米をつくる 

・こけしをつくる 

・……… 

単元のめあて 

わたしたちのまちではたらく人の仕事の様子や、仕事とわた 

したちの生活とのつながりについて考えよう。 

 

まずは作る仕事（生

産）に着目させなが

ら、次第に売る仕事

（販売）にも関心を

高めていきたい。 
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p.24 

◎ わたしたちくらしと農家の仕事 
・学校給食等を活用して、地区で栽培されている農作物への関心を高める。 

・「仙台曲がりねぎ」「仙台白菜」「仙台雪菜」「仙台なす」などの伝統野菜を紹介する。 

※仙台あおば餃子（仙台雪菜を皮に練り込んだもの）などの料理も紹介するとより良い。 

※令和５年度は11月を仙台地産地消月間とし、市内の農産物の消費の拡大をはかっていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小単元名 

p.24～27 

 

① 選択Ａ 

わたしたちのくらしと 

農家の仕事 

 

 

小単元 

の目標 

地域にみられる農家の仕事について、仕事の種類や
産地の分布、仕事の工程などに着目して、見学・調
査したり地図などの資料で調べたりして、白地図で
まとめることで生産に携わっている人々の仕事の様
子を捉え、地域の人々の生活との関連を考え、表現
することを通して、農家の仕事は、人々の生活と密
接な関わりをもって行われていることを理解できる
ようにするとともに、主体的に学習問題を解決しよ
うとする。 

学習問題 
農家では、どのようにして、おいしい野菜をつくっているのでしょうか。 

p.25 

◎ 農家を見学して調べてこよう 

学校から近い農家を見学したり、農家

の方を学校の畑に招いたりして、インタ

ビューをする。 
★農家の方にインタビューしたい内容など観

点を作って事前に考えさせる 

（例）①作り方の工夫について  

②土づくりの工夫について 

③収穫について 

④農家の方の思いについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.26、27 

◎ 野菜作りの工夫を調べよう 

・地区の生産物について調べる。 

・曲がりねぎづくりカレンダーから、農家の

方が一年を通して野菜作りに携わっている

ことや計画的に生産・出荷をしていること

に気付かせ、時期毎の取組の工夫について

捉えさせる。 

・農家の方へのインタビューを通して、さら

に調べたくなったことを挙げるなどして追

究を深めていく。 

 

 

◎調べたことをまとめて発表しよう 

・発表資料の作成にあたっては、農家の見学や調べ学習で分か

ったことを生かしたり、写真を使ったりするよう指導する。 

・お世話になった農家の方にも見ていただくなど、相手意識を

持たせ、作成に取り組ませたい。 

・地元の野菜を使った新しい特産物を考えるなど、児童の工夫

を生かして活動をさせても良い。 

他にどのような野菜が 

作られているのかな？ 

 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

○ 教科書で取り上げている題材は異なるが、見学の視点や農家の工夫や努力につ

いてなど、調べる視点、まとめ方については参考にするとよい。 

教科書の 

 活用 

おいしい野菜をつくるために、

どんな工夫をしているのかな？
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ねらい（２時間扱い） 

仙台市でつくられている作物を調べ、仙台伝統野菜「曲がりねぎ」

について、気づいたことや疑問に思ったことを話し合い、学習問

題をつくり、計画を立てる。 

 

学習の流れ（例） 
※2時間扱いとした場合 

 

（１）仙台の伝統野菜について知る。

10分 

T仙台では「仙台曲がりねぎ」「仙台雪

菜」「仙台白菜」が有名です。 

Ｃ給食にも使われている野菜ですね。

スーパーマーケットで見かけたこと

もあります。 

Cまっすぐのねぎよりも甘いと聞いた

ことがあります。どうしてかな。 

 

 

 

 

（２）仙台曲がりねぎづくりの疑問に

ついて話し合う。65分 

Ｔ仙台曲がりねぎづくりについて知

りたいことや疑問に思っていること

を話し合いましょう。 

Ｃどうやってねぎを曲げているのか

な。どんな意味があるのでしょうか。 

Cどのような機械が必要なのか知りた

いです。いつ、収穫しているのか知り

たいです。 

C作っている農家の方に野菜作りの工

夫を直接聞いてみたいです。 

（３）学習問題をつくり、学習計画を

立てる。15分 

Tみなさんの疑問や気づきから、「農家

では、どのようにして、おいしい野菜

をつくっているのでしょうか」という

学習問題ができましたね！これを解

決するためにどんなことを調べてい

きたいですか。 

Ｃ１年間どのように仕事をしている

か詳しく調べたいです。 

C単元最後には、見学したことも踏ま

えて新聞にまとめてみたいです。 

 

仙台曲がりねぎについて、気づいた

ことやぎもんに思ったことを話し合

い、学習問題をつくりましょう。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.２４～２５ 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.42-45にリンクした内容となっている。教科書では、❶

市でつくられている生産額・生産量を把握→いちごが多い❷どうや

ったらたくさんつくれるのか、どのようにつくっているのかという

「いちごづくりについての問い」を見いだして学習問題を設定す

る、という流れで構成されている。したがって、昔から大切に栽培

されてきた全国に誇る伝統野菜に焦点を当て、まずは、地元でつく

られる野菜への関心を高めたい。そこから、長い間親しまれ大切に

されてきた野菜がどのような工夫をもって生産されているのかに

ついてさらに関心を広げていきたい。 

 

仙台の気候や風土に適した

野菜として古くから栽培さ

れてきたもの。他にも、仙台

芭蕉菜、からとり芋などが

あり、児童の関心を高める

ために取り上げたい。取り

上げる際には、伝統野菜を

生かした郷土料理なども同

時に取り上げると、より身

近に伝統野菜を感じさせる

ことができる。 
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本時の評価と指導 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「仙台曲がりねぎづくりにつ

いて、予想や学習計画を立て、学習

問題を解決する見通しをもってい

るか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 学習のゴールが十分にイメージ

できるように、単元最後にどのよ

うなアウトプット（見学新聞、作物

を宣伝するキャッチコピー等）を

するかを明らかにし、段階的に進

めるようにする。 

資料の活用の仕方 

・写真「給食で使われる伝統野菜」 

仙台産の野菜が使われている給

食のメニューを話題にすることで

児童の関心を高めたい。 

・イラスト教師のふきだし「地産地

消」 

 仙台市経済局農業振興課で作成

している「とれたて仙台」のWeb

ページを参考にするとよい。 

・イラスト教師のふきだし「農家見

学について」 

 教科書 P.45 右下の二次元バー

コードから「学習計画ワークシー

ト」「農家の仕事見学カード」にア

クセスできる。事前に何を見てく

るのかを明確にして見学に臨むよ

うにする。 

めあて 

仙台の伝統野菜（曲がりねぎ）について、気づいたことやぎもん

に思ったことを話し合い、学習問題をつくりましょう。 

＜曲がりねぎって？＞ 

・どうやってつくるのか 

・どこでつくるのか 

・なにが他とちがうのか 

・何か工夫があるのか 

・……… 

学習問題 

「農家では、どのようにして、おいしい野菜をつくっている 

のでしょうか」 

 

学習計画を立てる上

で、とても大事な学習

活動である。見通しを

持たせ、問題の解決の

ために何を調べるか

を明確にしたい。 

 

岩切地区は、地下水位が高く、ねぎ

の栽培には不向きであった。しか

し、このデメリットを逆手にとっ

て生まれたのが「曲がりねぎ」であ

る。先人の知恵と努力や、地域の農

家の工夫を取り上げたい。 
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ねらい（５時間扱い） 

①②農家の見学を通して、曲がりねぎづくりの 1年間を通した仕

事について理解する。③上手につくるための様々な工夫や努力に

ついて理解する。④収穫・出荷を通じた他地域との関わりについ

て理解する。⑤調べたことを新聞にまとめて発表する。 

 

学習の流れ①（例） 
※2時間扱いとした場合 

（１）前時につくった学習問題を確認

する。20分 

C学習問題は「農家では、どのように

して、おいしい野菜をつくっているの

でしょうか」でした。 

C曲がりねぎ農家さんに実際にインタ

ビューしてみたいです。 

C曲がりねぎはどうつくるのでしょう

か。曲げ方にコツがあるのかな。 

T農家の人が年間を通してどのような

仕事をしているか知る必要がありそ

うですね。学習のめあてを確認しまし

ょう。 

 

 

 

（２）教科書の学び方コーナー「見学

のしかた」をもとに、見学の仕方を確

認し、農家の方へインタビューをす

る。75分 

Ｔ見学の時に大切なことについて話

し合いましょう。 

Ｃ畑の様子や、農家の方の仕事の様子

を細かく観察します。 

C許可をもらえたら、作物や土にふれ

て確かめたいと思います。 

C観察したことや質問したことを写真

やメモに残します。 

C農家の方にインタビューをすること

をあらかじめ決めておきます。苦労や

ねぎづくりへの思いも聞いてみたい

です。 

（３）本時のまとめをする。10分 

C農家では、季節の変化に合わせた工

夫をしていることがわかりました。 

Ｃ計画的にねぎをつくっており、食べ

てくれる人のことを思って一生懸命

つくっていることがわかりました。 

農家では、1年間どのように仕事を

しているのでしょうか。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.２６～２７ 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.46-53にリンクした内容となっている。教科書では、❶

「年間を通した農家の仕事」❷「上手に育てるための工夫や努力」

❸「収穫、出荷の様子と工夫、他地域等との関わり」について理

解したうえで❹「あまおうを宣伝するキャッチコピーを考える」

という流れになっている。本書 P.26-27 はそれらを 2 ページに

まとめているため、これら①～④の視点を丁寧に取り扱うことが

大切である。作業工程、設備、収穫・出荷の工夫について、仙台

曲がりねぎの特徴的なポイントを資料から読み取れるようにす

る。 

 

一年間を通して野菜作りに

携わっていることに気付か

せ、その時期毎に力を入れて

いる作業や工夫について理

由も合わせて考えさせると

よい。秋ねぎと冬ねぎで生産

の時期をずらしている理由

にも注目させたい。 
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評価と指導 

👀知識・技能👀 

 見学カード等の記述内容や発言

内容から、「必要な情報を集め、読

み取り、①②自然条件を生かした

農家の仕事の行程や作業の様子に

ついて③たくさんつくるための工

夫や努力について④収穫・出荷の

工夫、他地域との関わりについて

理解しているか」を評価する。 

👀思考・判断・表現👀 

 児童それぞれにアウトプットし

た学習のまとめから⑤「農家の仕

事の様子と人々の生活との関わり

について考え、表現しているか」を

評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 見学の際には、得たい情報を予

め明確にしたうえでインタビュー

できるようにする。事前に農家の

方へ児童の疑問をリストにまとめ

て共有することも考えられる。 

資料の活用の仕方 

・本文「調べた曲がりねぎ作りの工

夫について」 

曲がりねぎ作りには様々な工夫

があることに気付かせたり、教科

書の野菜づくりを参照し共通点や

相違点に気付かせたりして、野菜

づくりの工夫について多面的に捉

えられるようにしたい。 

・教科書 P.57 まなび方コーナー

「見学の計画を立てる」 

 問いの解決のために、何を見て

くるのか、何を聞いてくるのかを

見学前に明らかにしておく。じっ

くり時間をかけて、学び方を体得

させていきたい。 

めあて 

農家では、1年間どのように仕事をしているのでしょうか。 

 

 

 

 

＜農家のお仕事（予想）＞ ＜見学の際にインタビューしたいこと＞ 

・ 水やり…        ・上手にそだてるための工夫… 

・ しゅうかく…      ・苦労すること… 

まとめ 

農家では、1年間を通して計画的に… 

きせつのへんかに合わせて… 

 

ここでは販売の工夫や生

産の苦労について話して

いる。消費者のことを考え

て野菜の生産を工夫して

いることを読み取らせる。 

 

学習のまとめ例が載っている。

１人１台端末を活用し、発表用

スライドにまとめさせたり、曲

がりねぎカレンダーにまとめ

させたりするなど、様々な学習

のまとめが考えられる。 
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p.28 

◎ ささかまぼこについて調べてみよう 
・仙台の特産物であるささかまぼこの種類やお店などについて取り上げ、関心を高める。 

・グラフを活用して、宮城県・仙台市はささかまぼこの生産や消費が多いことを知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小単元名 

p.28～33 

 

 

①選択Ｂ 

わたしたちのくらしと 

工場の仕事 

 

 

小単元 

の目標 

地域にみられる工場の仕事について、仕事の種類
や産地の分布、仕事の工程などに着目して、見学・
調査したり地図などの資料で調べたりして、白地図
でまとめることで生産に携わっている人々の仕事の
様子を捉え、地域の人々の生活との関連を考え、表
現することを通して、工場の仕事は、人々の生活と
密接な関わりをもって行われていることを理解でき
るようにするとともに、主体的に学習問題を解決し
ようとする。 

学習問題 

工場では、どのようにしておいしいささかまぼこをつくっているので
しょうか。 

p.30～31 

◎ 原料について      ◎ ささかまぼこができるまで ――かまぼこ工場 
◎ 工場ではたらく人の様子 ◎ ささかまぼこのゆくえ 

ワークシートなどを準備し、観点別に記入させてから見学するとよい。 
＊観点の例 

＜原料の工夫について知りたいこと＞     ＜歴史について知りたいこと＞ 

＜つくり方の工夫について知りたいこと＞   ＜販売、輸送について知りたいこと＞ 

＜働く人の工夫について知りたいこと＞    など 

 ＊工場見学ができない場合は、蒲鉾店のｗｅｂページを活用することも考えられる。 

 

p.32～33 

◎ 調べたことをまとめて発表しよう 
ささかまぼこについて、調べて分かったことをグループごとにまとめ、発表を聞き合っ

て意見を交流する。 

＜グループでテーマを決めて、調べたことをまとめよう＞ 
・ささかまぼこについて調べるテーマをグループで一つ決める。 

・児童一人一人がテーマに沿って調べ、絵や写真を交えながらカード等にまとめる。 

・レイアウトなどを工夫しながら、グループごとにカードを模造紙等にまとめる。 

・グループごとに発表し、意見を交流する。 

※スライドなどを活用してまとめさせても良い。 

◎ 自分の考えをまとめよう 
これまでの学習や、グループの発表を聞いて分かったことをもとに、学習問題に対する

自分の考えをまとめる。 

＜学習問題について分かったや考えたことを、ノートに書いてみよう＞ 
・原料やつくり方など、ノートにまとめてあることや、各グループの内容などを手掛かり

にして書かせる。    

ささかまぼこは何から 

作られているのだろう！ 
 

 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

ささかまぼこを作っている

様子を見てみたいな！ 

 

※「１年間に作られるかまぼこの量」は、平成23年の統計調査では宮城県は全国で１位の生産量だったが、

震災の影響で平成24年の統計調査では７位に落ち込んだ。その後、原料となる魚の漁獲量の回復や、生産

ラインの復旧などにより、令和元年は全国５位・令和２年は４位・令和４年は全国６位の生産量となって

いる。 - 33 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい 

工場の仕事について気づいたことや疑問に思ったことを話し合う

活動を通して、学習問題をつくり、見学の計画を立てる。 

 

学習の流れ（例） 
※2時間扱いとした場合 

（１）本時のめあてについて話し合

う。10分 

T単元のめあてをつくる時にささかま

ぼこ工場について調べることになり

ましたが、どんなことを調べたらよい

でしょうか。 

C作り方について調べたいです。 

C笹かまぼこ工場が仙台市のどこにあ

るのか知りたいです。 

 

 

 

 

（２）笹かまぼこづくりについて、工

場の分布や仕事の工程に関する問い

を見いだす 35分 

T「どこで」「だれが」「何を」「どのく

らい」を踏まえて、疑問に思ったこと

や気づいたことについて話し合いま

しょう。 

C毎日どのくらいのささかまぼこをつ

くっているのかな。 

C工場には何人働いているのでしょう

か。どんな役割があるのでしょうか。 

C全て機械でつくっているのでしょう

か。手作業も必要なのかな。 

（３）学習問題について予想し、見学

したいことについて話し合い、見学の

計画を立てる。45分 

Tみなさんの疑問や気づきから、「工場

では、どのようにしておいしいささか

まぼこをつくっているのでしょう

か。」という学習問題ができました

ね！これを解決するためにどんなこ

とを見学したいですか。 

Ｃインタビューをして、作り方の詳し

い方法を聞いて、どのような設備があ

るのか自分の目で見てみたいです。 

 

ささかまぼこ工場について、気づい

たことやぎもんに思ったことを話し

合い、学習問題をつくりましょう。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.２8～２9 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.54-57にリンクした内容となっている。教科書では、❶

地域の工場の種類や分布の概要を知る→食べ物や飲み物をつくる

工場が多い→特産の明太子工場を調べてみよう❷どのくらいつく

っているのか、工場には何人働いているのか、どのような設備が

あって、どのようにつくっているのか等「明太子づくりについて

の問い」を見いだして学習問題を設定する、という流れで構成さ

れている。したがって、宮城の特産品であるかまぼこの県内消費

量等に着目し、たくさん生産するための工場が地域にあることに

気づかせたい。教科書の事例を必要に応じて取り上げながら、工

場の分布や仕事の行程に着目させたい。 

 

「資料の活用の仕方」 参照 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「市でささかまぼこをつくる

工場の仕事について、予想や学習計

画を立て、学習問題を解決する見通

しをもっているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 学習問題や見学の計画を話し合

う場面で、「かまぼこづくりの工夫

は…のようにしているのではない

か」「工場には…がありそうだ。だか

ら…を調べていきたい。」のように、

予想したことを、見学をして解決し

ようとする発言や記述を評価する。 

資料の活用の仕方 

・グラフ「1年間に作られるかまぼ

この量」 

生産量の多さを実感するための

グラフである。 仙台市の贈答品で

は、ささかまぼこが主力商品にな

っている。各家庭での消費より、お

みやげなど贈答品としての利用が

多いことを補足説明する。 

東日本大震災により多くの蒲鉾

工場が被災したため、2011 年ま

では生産量第 1位であった宮城県

が、2019年は全国５位・2020年

は４位・2022 年は全国６位に下

がっていることを補足する。その

際、下のグラフを活用するとよい。 

めあて 

ささかまぼこ工場について、気づいたことやぎもんに思ったこと

を話し合い、学習問題をつくりましょう。 

 

             ＜知りたいこと＞ 

             ・１日にどのくらい… 

             ・何人働いて… 

             ・機械や設備はどんな… 

             ・どのような作り方で… 

学習問題 

工場では、どのようにしておいしいささかまぼこをつくって 

いるのでしょうか。 

 

図「ささかまぼこについて調

べてくること」観点を明確に

して、調べることを具体的に

考えさせるとよい。 

 

※参考 

㈱阿部蒲鉾店 泉工場 

０２２－３７８－４８０１ 

鐘崎笹かま館 

０２２－２３８－７１７０ 
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ねらい 

工場見学でわかったことについて話し合う活動を通して、工場で

どのようにささかまぼこがつくられているか、働く人たちがどの

ような工夫をしているのかについて理解する。 

 

学習の流れ（例） 
※2時間扱いとした場合 

（１）本時の学習のめあてについて話

し合う。10分 

T見学に行って、どのようなことが分

かりましたか。 

C作り方がわかりました。できたては

とてもおいしかったです。 

C働く人が様々なことを考え、工夫し

ていることが分かりました。 

 

 

 

 

（２）工場で働く人たちが気をつけて

いることをカードにまとめ、話し合う

70分 

Ｔ働く人が気を付けていると感じた

ことと、それをどこから感じたのか、

見学カードを見ながら整理していき

ましょう。見学カードの書き方は教科

書P.60-61を見てみるとよいですね。 

C汚れやばい菌が入らないように手洗

いにとても時間をかけていたのは、お

いしく、安心して食べてもらうための

工夫だと思います。 

C温度や湿度の管理等、厳しくチェッ

クすることも安心して食べてもらう

ための努力や工夫だと思います。 

Cたくさんの人が工場にいて、分担し

ながら流れ作業でスムーズに仕事を

進めることで、たくさん作ることがで

きるのだと思います。  

（３）本時のまとめをする。10分 

C食べ物を扱うからこそ、安心して食

べてもらうために、様々な工夫をして

いることが分かりました。 

Cたくさんの仕事と役割があり、思い

をもって仕事をしていることが分か

りました。 

かまぼこ工場ではたらく人たちは、

どのようなことに気をつけているの

でしょうか。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.30～31 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.58-61にリンクした内容となっている。教科書では、❶

工場見学を通して、工場の流れ作業の様子と原料を通した他地域

や外国との関わりついて理解する❷工場見学後に集めた情報を整

理・分析し、働く人の工夫について理解する、という流れで構成

されている。教科書 P.59「福田さんの話」を参考に、機械で行う

ことと人が行うことをそれぞれどのように分担しているのかイン

タビューできるように質問を予め整理しておきたい。また、教科

書 P.61 の児童の対話例のように、働く人がなぜその工夫や努力

をしているのかについて、見学を通して分かったことを基にじっ

くりと話し合えるよう対話の時間を充実させたい。 

 

※参考 

阿部笹蒲鉾店 HP 

「伝承の技」 

https://www.abekama.co.j

p/tradition 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 見学カード等の記述内容や発言

内容から、「必要な情報を集め、読

み取り、工場で働く人の仕事の工

夫について理解しているか」を評

価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 働く人が気を付けていることを

話し合う場面では、「衛生面にとて

も気を付けていることが分かっ

た。なぜなら、見学するときも、ご

みが落ちないように気をつけた

し、工場内はどこもとてもきれい

にしていたからです。」などと見学

して分かったことを基に、働く人

の工夫について捉えていることを

発言や記述から評価する。 

資料の活用の仕方 

・本文「原料について」 

すけとうだらは、北洋の船上で

すりみに加工される。ひらめは養

殖ひらめを使用し、コストを抑え

る企業努力をしている。このほか

に、真鯛もオーストラリアから空

輸されて使われる。使われる魚は、

原料費などによって変わることも

ある。 

・図「ささかまぼこができるまで」 

手作業で行われる作業と機械で

行われる作業があることに気付か

せたい。※すり身の状態で仕入れ

ることが多く、身おろしは工場で

ほとんど行われていない。 

めあて 

かまぼこ工場ではたらく人たちは、どのようなことに気を付けて

いるのでしょうか。 

 

 

 

 

＜働いている人が気を付けていること 工夫や努力＞ 

・安心してたべてもらうために… ・たくさんの役割で… 

まとめ 

ささかまぼこをたくさんの人に安心して… 

工場にはたくさんの人と仕事の種類があって… 

 

かまぼこを作るためには多く

の工程があり、工場で働いて

いる人だけでなく、様々な

人々が関わっていることを捉

える。 他の市や町から通勤し

ている人々がいることにも触

れる等、他市町との関わりに

気付かせたい。 

 

「一番気を付けていること」

が 衛生面なのはなぜか考え

させた い。  写真やイラスト

の工夫のほかに、温度や湿度

の管理、消毒、換気、製品チ

ェックなど様々な配慮がされ

ている。 
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ねらい（2時間扱い） 

ささかまぼこを取り扱う店の数やささかまぼこの消費量などの資

料をもとに、地域との関わりについて考え、地域の工場でつくら

れているものがわたしたちの生活に関連していることを捉え、表

現する。 

 

学習の流れ（例） 
※2時間扱いとした場合 

（１）本時の学習のめあてについて話

し合う。10分 

Tこれまでかまぼこ工場のことをたく

さん調べてきましたが、もっと知りた

いことはありますか。 

Ｃ完成したかまぼこはどんな所へ運

ばれているのでしょうか。 

C工場以外の場所だと、どんなところ

で売られているのか気になります。 

 

 

 

 

（２）見学したことや調べたことを整

理して、学習のまとめを新聞形式で表

現する。60分 

Ｔ写真（仙台駅、国道沿い、仙台空港

の売店）からどのようなことに気づき

ますか。 

C高速道路の近くにあるのは、運びや

すいし、県外へ行く人も立ち寄りやす

いからでしょうか。 

C仙台市だけでも売っている場所はた

くさんありそうです。 

T学習のまとめ新聞ではどのような内

容を載せるとよいでしょうか。 

C 働く人の工夫や思いを入れたいで

す。特に安全面を強調したいです。 

C 作り方の工夫や働く人の技を伝え

て、すごさを伝えたいです。 

（３）これまでの学習をもとに、学習

問題についての答えを話し合う。20分 

Cたくさんの人たちに安心しておいし

く食べてもらえるように、衛生面にと

ても気をつけていました。 

Cかまぼこは県内のいろいろなところ

で売られていて、地域の人々の生活と

関わりが深いことが分かりました。 

ささかまぼこと私たちの地域のかか

わりについて考え、これまでの学習

をまとめましょう。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.32～33 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.62-65にリンクした内容となっている。P.62-63は他

地域とのかかわりや販売を通じて福岡市のよさを伝えようとして

いることにも触れている。教科書 P.63「工場の高尾さんからのメ

ール」では、工場や会社の取り組みが、商品や地域の魅力を発信

していることに気づかせるような文面になっている。ささかまぼ

こも仙台の特産品となっていることで、土産物としても著名であ

り仙台市の魅力を伝えるものの一つとなっていることにも気づか

せたい。 

 

グループで設定したテー

マに沿って、児童一人一人

が調べたことをカードに

まとめさせる。絵や写真な

どを交えながら、分かりや

すくまとめさせたい。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容から、「必要

な情報を集め、読みとり、工場でつ

くられたかまぼこが県内を中心と

した販売店に送られていることを

理解しているか」を評価する。 

👀思考・判断・表現👀 

 新聞等にまとめた内容から「工

場で働く人々の生活との関連につ

いて考え、表現しているか」を評価

する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 地域との関わりについては「人

口が多いところや高速道路の近く

に店がある」といった社会的事象

の見方・考え方を働かせている様

子を評価する。 

資料の活用の仕方 

・写真「販売している場所」 

どんなところで販売しているの

か、写真を通して考えさせるとと

もに、立地条件についても話し合

わせると良い。（左から、仙台駅の

店舗、国道沿いの店舗、仙台空港の

店舗） 

・イラスト「学習問題についてまと

めたノート記述」 

学習問題は授業の際、常に児童

の目に触れる場所に掲示し、課題

意識を持って学習に取り組ませる

ようにする。単元の終末として、こ

れまでの学習や、グループの発表

を聞いて分かったことをもとに、

学習問題に対する自分の考えをま

とめさせる。1 人 1 台端末を活用

して、まとめた内容を交流させる

ことも考えられる。 

めあて 

ささかまぼこと私たちの地域のかかわりについて考え、これまで

の学習をまとめましょう。 

＜私たちのくらしとのかかわりは…＞  ＜新聞に載せたい内容は＞ 

                  ・働く人の工夫や思い… 

                  ・作り方の工夫や技術… 

 

 

まとめ 

かまぼこ工場で働く人たちは、えいせい面に… 

様々な役割を… 県内の様々な場所で売られて… 

私たちの生活と関連していて… 

 

写真「模造紙を使った発表」 

模造紙を使ってグループごとに

発表させ、気づいたことや感想

を話し合わせる。１人１台端末

を活用したまとめも考えられ

る。友達の考えと交流すること

で、多様な考えに気が付かせる。 
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p.34～36 
 ◎ 学校のまわりにある店 ◎家の人が利用する店 
  ○ 買い物について振り返り、紹介し合う。 
  ・日頃どんな店を利用しているか、紹介する。 
   コンビニエンスストア、スーパーマーケット、商店 など 
  ・学区内のどこにどんな店があるか地図上で確かめる。 
買い物調べの結果をまとめ、気付いたことや疑問に思ったことを話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元名 

p.34～43 

 
 
 
 
② 店ではたらく人 
 
 
 
 

 

 
小単元の
目標 

 

地域に見られる販売の仕事について、消費者の願い
、販売の仕方、他地域や外国との関わりなどに着目
して、見学・調査したり地図などの資料で調べたり
して、白地図にまとめることで販売に携わっている
人々の仕事の様子を捉え、それらの仕事に見られる
工夫を考え、表現することを通して、販売の仕事は
消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高めるよう
、工夫して行われていることを理解できるようにす
るとともに、主体的に学習問題を解決しようとする
。 

学習問題 
スーパーマーケットにたくさんのお客さんが集まるのはなぜで

しょうか。  

p.37～39 

◎ スーパーマーケットの見学 
 ・スーパーマーケットにたくさんのお客さ

んが集まる秘密を調べて、見学カードに
記入する。 

  （品揃え、並べ方、表示、便利さ） 
  
 

◎ 店ではたらく人の仕事 
・店員さんにインタビューする。 

  （工夫、気を付けていること、願い） 
 ・お客さんにインタビューする。 
  （買い物をするときの願い） 
 ※見学カードやインタビューの仕方を  
 確認する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

p.40 

◎ 品物はどこから 

 ・商品がどこから運ばれてきているの 

  か調べる。 

 

p.41 

◎ お客さんの願い 

 ・お客さんの願いと、お店の工夫が繋 

がっていることを考える。 

 

p.42 

◎ まちの人とともに 
 ・スーパーマーケットが行っている工夫を

話し合い、工夫について考える。 

 

 

p.43 

◎ 調べたことをまとめて発表しよう 
 
 ・これまでの学習を踏まえて、店の人のくふうやお客さんの願いとスーパーマーケットの工夫と

のつながりについてまとめる。 
（新聞、ICT活用） 

買い物調べを表やグラフに

すると分かりやすいね！ 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

買い物をする人はいろいろ

ある店をどのように使い分

けているのだろう？ 

 

教科書の 

 活用 

○ 教科書、副読本の両方の事例を取り上げることで、自分たちの地域のいろいろ
な店との類似点、相違点を見付けることができる。 
○ 「まなび方コーナー」の「見学のしかた」「インタビューのしかた」などを活用
し、「社会的事象等について調べまとめる技能」を習得する機会とする。 - 41 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい 

①よく買い物に行く店について話し合ったことをもとに、家の人

にインタビューする計画を立て、地域には様々な種類の店がある

ことを理解する。②調べた結果を白地図にまとめ、目的に応じて

買い物に行く店を使い分けていることを理解する。 

 

学習の流れ①②（例） 
※2時間扱いとした場合 

（１）買い物に行く店について話し合

い、本時のめあてをつくる。10分 

T家の人とどのような店に買い物に行

っていますか。 

C家の人と車で大きなスーパーマーケ

ットに行きます。 

Ｃよく習い事の帰りにコンビニエン

スストアに家の人と行きます。 

 

 

 

（２）よく買い物に行く店にはどのよ

うな種類があるのか話し合う。 

C近所にスーパーマーケットがありま

す。通学路にはコンビニエンスストア

もあります。 

C駅の近くにはドラッグストアもあり

ます。 

（３）よく買い物に行く店について詳

しく調べるために家の人に質問する

ことを話し合い、質問カードをつく

る。40分 

Cなぜそのお店に行くのでしょうか。 

Cどのようなものを買っているのか、

どのくらいそのお店に行っているの

かも調べたいです。 

（３）質問カードの集計結果を白地図

にまとめ、気づいたことを話し合う。

40分 

Cスーパーマーケットに行く人が多い

ことがわかりました。 

Ｃ近くのスーパーマーケットより、遠

くの大きなスーパーマーケットに行

く人の方が多いのはなぜでしょうか。 

Ｃ駐車場が広いからでしょうか。 

T次の時間は、スーパーマーケットに

ついてさらに詳しく調べて、学習問題

をつくりましょう。 

わたしたちは、どのような店でよく

買い物をしているのでしょうか。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.34～35 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.66-69にリンクした内容となっている。教科書 P.66で

は、４つの写真からわたしたちが普段どのような場所で買い物を

しているかについて話し合うことをきっかけに、よく行くお店に

ついて家の人に質問してみようという流れで構成されている。身

近な地域にある店の広がりに着目させるために、はじめからスー

パーマーケットに絞ろうとするのではなく、まずは、様々種類の

店があることに気づかせたい。さらに、ここでも白地図を使って、

店の分布を視覚化することで、「社会的事象等について調べまとめ

る技能」（指導要領解説 P.152）を育てていきたい。小単元の導入

であることから、教科書 P.67「学習のはじめに見てみよう」も必

要に応じて活用したい。 

 

図「白地図」 

まち探検で作成した地図上

に店の場所を示し、学校との位

置関係、住宅地や通りとの関係

などにも着目させる。スーパー

マーケットが１件とは限らず、

最近は通信販売を利用するこ

とも考えられ、地域によって違

いが出ると思われる。それぞ

れ、その店を利用する理由を確

認し、消費者の願いにつなげた

い。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ①ノート等の記述内容や発言内

容から、「地域には様々な種類の店

があることを理解しているか」を

評価する。②白地図やノート等の

記述内容や発言内容から、「必要な

情報を集め、読み取り、店によって

利用する理由が異なるが、スーパ

ーマーケットをよく利用している

ことを理解しているか」を評価す

る。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 家庭の事情で質問カードによる

買い物調べが難しい場合は、教師

が予備のカードを持っておき、教

師に質問させるなどして全員が参

加できるように配慮する。 

資料の活用の仕方 

・本文・写真「買い物調べをしよう」 

写真から普段の家庭での買い物

を想起させ、興味・関心を高めた

い。また、事前に、家庭での「買い

物調べ」や取材活動を行わせたい。 

・写真「商店等の写真」 

まち探検の際に撮影した、それ

ぞれの地域にある商店の写真を授

業で提示するなど、身近な消費活

動とのつながりを実感させながら

学習を進めていく。 

めあて 

わたしたちは、どのような店でよく買い物をしているのでしょうか。 

 

 

 

 

             ・様々な種類のお店があって…例えば… 

・家や学校のまわりには… 

・離れたスーパーマーケットに行く人が多くて… 

まとめ 

家の人が行くお店にはいろいろあって…ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄが一番多く… 

その店を使う理由はそれぞれで…  

図「買い物調べ」 

家族にインタビューする等し

て、最近１週間で買い物をした

店を書き込む。また、その店に行

く理由についても具体的に書か

せるようにする。ここに書かれ

ていることから、消費者の願い

につなげていく。 
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本時のねらい 

買い物調べでスーパーマーケットについて、気づいたことや疑問

に思ったことをもとに学習問題をつくり、その予想から学習計画

を立てる。 

 

学習の流れ（例） 
※2時間扱いとした場合 

（１）スーパーマーケットについて、

気づいたことや疑問に思ったことを

話し合う 10分 

Tスーパーマーケットとは改めてどの

ようなお店ですか。 

C店内には食品以外の商品も売ってい

ます。 

Cいつも店内にはたくさんのお客さん

がいます。 

（２）たくさんの人がスーパーマーケ

ットに行く理由を話し合い、学習問題

を作る。35分 

Cどうしてたくさんの人がスーパーマ

ーケットに行っているのか気になり

ます。 

Ｃたくさんの人が買えるように商品

をそろえているのではないでしょう

か。 

Cたくさんの人が買い物しやすいよう

にいろいろな工夫をしているのだと

思います。その工夫を調べたいです。 

（３）学習問題について予想し、見学

したいことについて話し合い、見学の

計画を立てる。45分 

Tみなさんの疑問や気づきから、「スー

パーマーケットに、たくさんのお客さ

んが集まるのはなぜでしょうか」とい

う学習問題ができましたね！これを

解決するためにどんなことを見学し

たいですか。 

Ｃ実際にスーパーに行って、工夫を見

つけたいです。 

C働いている人やできればお客さんに

もインタビューをして、たくさんあつ

まる理由について考えたいです。 

C品物の売り方に工夫があるかもしれ

ないので、売り場をよく観察したいで

す。 

 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.36～37 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.69-75にリンクした内容となっている。教科書 P.69に

は集計結果表に表す活動が例示されている。白地図に表したもの

と関連付けながら、ここでも視覚的に「スーパーマーケットを利

用する人が多い」ということに気付かせていく。それを踏まえて、

「どうしてたくさんの人がスーパーマーケットに行っているの

か」という問いを引き出したい。児童それぞれの主観で、どこが

一番かと考えさせるのではなく、集計結果を踏まえて、教科書

P.75の児童の対話例のように、立地条件や、品物の種類の多さか

ら学習問題をつくっていくようにする。 

 

各自が調べてきたことを学級

でまとめるとよい。地域の買

い物の様子が分かる。 ●を使

ってまとめることで、グラフ

を読み取る技能の育成にもつ

なげていきたい。 

 

地域によっては個人商店のよ

うな店舗がないこともあるの

で、地域の実態に合わせて行

う。最近は、インターネット

で注文したり、自宅まで食材

を配達してくれたりするサー

ビスもあり、多様化している

ことも踏まえる。 
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本時の評価と指導 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

 ①②ノート等の記述内容や発言

内容から、「スーパーマーケットの

仕事について、予想や学習計画を

立て、学習問題を解決する見通し

をもっているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 学習の見通しをもつことが苦手

な児童に対しては、教科書 P.71の

学び方コーナーを示したり、「品

物」「品質」「売り場」などの項目に

整理したりして、学習計画を立て

ることができるように支援する。

その際に、児童から出た予想を項

目ごとにまとめさせたい。そうす

ることで、調べること（内容）だけ

でなく、調べ方（方法）とまとめ方

（小単元のゴール）を共有でき、見

通しを持って追究活動を進めるこ

とができる。 

資料の活用の仕方 

・写真「スーパーマーケットの見

学」 

見学の際には、商品の並べ方や

配置の仕方に工夫があることに気

づかせたい。あらかじめ見取り図

などのワークシートを準備し、書

き込ませるとよい。教科書 P.73-

74 の折込イラストも参考にした

い。 

・イラスト「キャラクターの吹き出

し」 

見学を行う前に、「お客さんが集

まるわけ」について「気をつけてい

ること」「工夫していること」など

の視点を与え、予想を立てる。見学

に向けて、意欲づけを図りたい。 

めあて 

スーパーマーケットについて、気づいたことやぎもんに思ったこ

とを話し合い、学習問題をつくろう。 

＜気づいたこと＞       ＜見学して調べること＞ 

・たくさんの客さんが…      ・店長さんにインタビュー 

・たくさんの人が働いて…     ・売り場の人に… 

・広い駐車場が…         ・… 

学習問題 

スーパーマーケットに、たくさんのお客さんが集まるのは 

なぜでしょうか 

＜予想＞ 

どんな種類の品物… たくさんの人はどんな役割で… 
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ねらい（２時間扱い） 

スーパーマーケットを見学して、売り場や店で働く人の様々な工

夫について理解する。 

 

学習の流れ（例） 
※２時間扱いとした場合 

（１）学習計画をもとにスーパーマー

ケットを見学し、気づいたことを発表

する。30分 

Tスーパーマーケットを見学して、ど

のようなことに気づきましたか。 

Ｃ野菜、果物、肉、魚、日用品など様々

な品物が売られていました。 

Ｃどの商品がどのように並んでいる

のか分かりやすいように、棚の上に商

品の種類ごとの看板がありました。 

 

 

 

（２）店の人の仕事について気づいた

ことを話し合い、まとめる 30分 

Ｔ店の人たちはどのような仕事をし

ていましたか。 

C総菜をつくり、ワゴンで運んでいま

した。 

C調理する人は衛生面に気を付けて、

マスクや手袋、エプロンや帽子を身に

着けていました。 

C野菜や果物、魚や肉も、様々な量や

大きさで売っていました。 

（３）スーパーマーケットの様子を見

て、気づいたことをまとめる。30分 

Cお年寄りや、親子、車いすに乗る人

など、様々な人が買い物に来ている。

通路が広いので、ベビーカーを押して

いる人や車椅子に乗る人も安心して

買い物ができるようになっています。 

C いろいろなところに看板があるの

で、どこに何が並んでいるのかが分か

りやすいです。 

Ｃ売り場の外でも、たくさんの人が働

いています。 

スーパーマーケットの売り場は、ど

のようになっているのでしょうか。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.38～39 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.72-75 にリンクした内容となっている。見学前後で教

科書 P.73-74の折込イラストを活用する。イラストには、子供や

お年寄り、車椅子を使う人が描かれている。また、リサイクルコ

ーナーやイートインスペース、駐車場も描かれており、見学した

店の様子を想起させたい。売り場の工夫と買い手のニーズとのつ

ながりや仕入れ先を予想させることで、次時の学習につなげるこ

とが大切である。教科書の折込イラストは見学前に視点をもたせ

るために見せたり、見学後に確かめたりするために活用する等、

学習計画に合わせて効果的に使う工夫をしたい。 

 

店の中だけでなく、普段は見

られない店の裏側でも、多く

の人たちが働いていることや

様々な工夫があることに気付

かせたい。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 見学メモやノート等の記述内容

から、「情報を集め、読み取り、スー

パーマーケットの売り場や店の人

の様子について理解しているか」を

評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 ３年生の児童にとっては、社会科

見学は得る情報が過多になること

が多いため、見学前に教科書 P.67「学

習のはじめに見てみよう」や「スー

パーマーケットではたらく人の仕

事を調べよう」を活用して、事前に

予習することも効果的である。見学

時には、個人ごとに店の図面や見学

メモを持たせ、どこで何を観察する

かを意識させたうえで臨ませたい。 

資料の活用の仕方 

・写真「店ではたらく人の仕事」 

ここでは、見学活動を積極的に

取り入れたい。見学に際し、前もっ

て店に見学の観点を知らせ、見学

内容、経路等を決めておく。 

・写真「知ってる？SDGｓ」 

買い物における家庭の工夫や販

売店の工夫から SDGｓに結びつ

くものを考えさせる。また、SDG

ｓという用語にふれることで次年

度以降の社会科の学習や現代社会

における課題に関心を持たせられ

るようにしたい。 

・教科書 P.74コンテンツ「スーパ

ーマーケットで働く人の仕事を調

べよう」 

見学先でのメモを十分取れなか

ったり、情報が整理できていなか

ったりする児童に対して、見学先

の情報を想起させるために必要に

応じて活用したい。 

めあて 

スーパーマーケットの売り場は、どのようになっているのでしょうか。 

          ＜見学して気づいたこと＞ 

          ・様々な品物が… 

          ・天井に看板が… 

          ・ 

          ＜店の人たちに仕事について＞ 

          ・調理をする人はえいせいに気を付けて… 

          ・様々な量や大きさで… 

まとめ 

スーパーマーケットでは、たくさんの商品が売られていて… 

たくさんの人たちがやくわりを分たんしていて… 

 

お店は、お客さんの願いに合わ

せて様々な工夫することで、売

り上げを高めようとしているこ

とに気付かせる。 
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ねらい（4時間扱い） 

①②スーパーマーケットの品物の産地を調べて分かったことをも

とに、品物を通したスーパーマーケットと、他地域や外国とのか

かわりについて理解する。③④働く人の工夫やお客さんの願いを

理解する。 

 

学習の流れ①②（例） 

（１）スーパーマーケットで売られて

いる品物の産地を調べ、他地域や外国

とのつながりについて話し合う。25分 

Tスーパーマーケットで売られている

品物の値札やシールから、どのような

ことが分かりますか。 

Cどこから来ているのか、値札やシー

ルに地名が書いてあります。 

C前に買ったお肉はアメリカ産と書い

てありました。 

Ｃわたしたちの市や県以外から運ば

れてきているものがあります。 

 

 

 

（２）地図帳の日本地図や外国の地図

を使い、産地に印をつける。30分 

Ｔ品物はどこから運ばれていること

が分かりましたか。 

Ｃ棚の表示を見ると、バナナはフィリ

ピンから来ていることが分かります。 

Ｃパッケージのシールを見ると、私の

大好きなステーキはオーストラリア

産と書いてあります。 

（３）調べて分かったことを白地図に

まとめる 35分 

Cわたしたちの市だけでなく、ほかの

市や県、もっと遠いところでは外国で

つくられたものがたくさんあること

がわかりました。 

C外国の国旗の意味を知って、どの国

も国旗を大切にしていることが分か

りました。 

C お客さんのほしい物が買えるよう

に、いろいろな地域から品物を集めて

売っているということが分かりまし

た。 

たくさんの品物は、どこから運ばれ

てくるのでしょうか。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.40～41 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.76-79 にリンクした内容となっている。教科相 P.76-

77では、品物や産地の場所や広がり（市区町村、都道府県、国）

に着目させ、様々な場所から届いていることについて考えるよう

な構成になっている。学習指導要領解説 P.40「我が国や外国には

国旗があることを理解し，それを尊重する態度を養うよう配慮す

ること」とあるように、他地域とのつながりに気づくだけでなく、

外国には国旗があり、国旗にはその国の人々の願いや気持ちが込

められていることを学ぶ機会であり、丁寧に取り上げたい。 

 

ここでは、品物が他の市や県、

外国から運ばれてきているこ

とを白地図にまとめさせた

い。 その際、日本や外国の国

旗についても扱い、国旗を尊

重する態度を養う。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ①②ノート等の記述内容や発言

内容から、「必要な情報を集め、読

み取り、品物を通したスーパーマ

ーケットと、他地域や外国とのか

かわりについて理解している」を

評価する。③④見学メモやノート

等の記述から「必要な情報を集め、

読み取り、スーパーマーケットで

働く人は、お客さんの願いにこた

え、店にたくさん来てもらうため

に様々な工夫をしていることを理

解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 ①②…白地図を活用し、我が国

や外国には国旗があること、いず

れの国でも国旗を大切にしている

こと、及び我が国の国旗を尊重す

るとともに、外国の国旗を尊重す

ることについて触れたい。 

③④…店の人の工夫とお客さんの

願いがつながっているということ

に気づかせるようにしたい。 

資料の活用の仕方 

・写真「品物の産地」 

見学の際に品物の産地について

も調べさせておき、お店で売られ

ている品物は、さまざまなところ

から運ばれてきていることに気付

かせる。 

・写真「お客さんの願い」 

可能であれば、見学の際にお客

さんにインタビューすることも考

えられる。買い物をするときのお

客さんの願いと、お店の工夫の繋

がりについて考えさせる。 

めあて 

たくさんの品物は、どこから運ばれてくるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

＜どこから？＞ 

・バナナは…  ・肉は…  たまねぎは… 

まとめ 

品物は国内だけでなく… 

たくさんの地域とかかわりながら… 

 

本文「店長さんの話」 

お店は、お客さんにこた

える工夫をすることで、お

店の売り上げに繋げてい

ることに気付かせる。 
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本時のねらい 

①②品物や売り場の工夫のほかに、お客さんの願いをかなえるた

めに店が工夫していることを理解する。③④これまで学習したこ

とをもとに、スーパーマーケットで働く人は、多くのお客さんに

買い物をしてもらうために、どのような工夫をしているのかまと

める。 

 

学習の流れ①②（例） 

（１）見学して見つけてきた店の工夫

をもとに、本時のめあてについて話し

合う。20分 

T商品の並べ方や売り場以外に工夫し

ていることはありましたか。 

Cリサイクルコーナーが店の外に置い

てありました。 

C「お客さんの声」というコーナーがあ

りました。 

 

 

 

 

（２）品物の並べ方や売り方以外に、

行っている店の工夫とその理由につ

いて話し合う。60分 

Ｔどのような工夫をしているでしょ

うか。 

Ｃ障害のある方が作ったものを販売

するイベントを行って、地域の人の活

躍の場をつくっています。 

Ｃお客さんからの意見を取り入れて

要望のあった商品を並べることもあ

るそうです。 

Ｃ広い駐車場の中には、車いすを使用

する人専用の場所もありました。 

Ｔなぜこれらの工夫をしているので

しょうか。 

Ｃたくさんのお客さんに来てもらい、

安心して買い物をすることで、店の売

り上げを高めることができるからだ

と思います。 

（３）本時のまとめをする。10分 

Cお客さんの願いをかなえることや、

地域の人とのつながりを大切にして

いることで、たくさんのお客さんが集

まり、店の売り上げにつながっている

ということが分かりました。 

スーパーマーケットでは、そのほか

にどのようなくふうをしているので

しょうか。 

はたらく人とわたしたちのくらし
P.42～43 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.80-83 にリンクした内容となっている。教科書 P.80-

81では、お客さんの願いをかなえることは、お店の売り上げを高

めることにつながっていることに気づく児童の対話例が示されて

いる。学習指導要領解説 P.150「小・中学校社会科における内容

の枠組みと対象」において、本単元は「現代社会と人々の生活（経

済・産業）」に位置づけられていることからも、経済分分野の学習

であることを意識したい。一見、売り上げにつながらない店の工

夫だとしても、どうしてそのようなサービスを行っているのか、

理由を考える時間を大切にしたい。 

 

・盲導犬マークが介助犬等を

含む補助犬マークに変わって

いる。 

- 50 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ①②見学メモやノート等の記述

内容から、「必要な情報を集め、読

み取り、お客さんの願いをかなえ

ることがスーパーマーケットの売

り上げの向上につながることを理

解しているか」を評価する。③④ま

とめの記述内容から、「消費者の願

い、販売の仕方、他地域や外国との

関わりなどをもとに、販売の仕事

の様子や工夫について考え、表現

しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

③④…小単元のまとめにあたる

本時において重要なのは概念的理

解である。これまでの学習で学び

得たキーワードを活用して、販売

の仕事や工夫について考えたこと

を表現できるようにしたい。 

資料の活用の仕方 

・写真「まちの人々とともに」 

・本文「店長さんの話」 

スーパーマーケットやショッピ

ングセンターなど多くの人たちが

利用する店では、様々な人が利用

しやすいよう工夫されていること

に気づかせたい。また、買う人の思

いや考えが、店の工夫に生かされ

ていることに気づかせることも大

切である。 

・写真「まとめて発表しよう」 

これまで学習したことを新聞に

まとめたり、共同編集機能を用い

て端末でまとめたりして発表す

る。学習内容に応じて、適切な発表

方法を教師側が押さえておきた

い。分かったことや考えたことが、

分かりやすく表現できるように支

援する。 

めあて 

スーパーマーケットでは、そのほかにどのようなくふうをしてい

るのでしょうか。 

＜お客さんのニーズにこた 

えるために＞ 

・ご意見ボードは… 

・黄色いレシートは… 

・ 

 

まとめ 

お客さんのニーズには例えば… 

それが売り上げを高めることに… 

 

発表例 

・デジタルテレビを使っての説明 

・壁新聞にまとめての発表 

・１人１台端末を活用した発表 
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p.44◎火事が起きたら-全焼までの時間  
 ・仙台市の火災に関するデータから、仙台市ではどうしてほとんどの火事が全焼する前に消し

止められているのかという問いを見いだし、予想を立て、小単元の学習への関心を高める。 

  ・仙台市の火災件数、主な出火原因のグラフの一部を隠して、クイズ形式で資料を提示する活

動も考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小元名 

p.44～47 
①火事から 

くらしを守る 
 小単元の 

  目標 

火事から地域の人々の安全を守る働きについて、施設
・設備などの配置、緊急時への備えや対応などに着目し
て、見学、調査したり地図などの資料で調べたりして、
まとめることで関係機関や地域の人々の諸活動を捉え、
相互の関連や従事する人々の働きを考え、表現すること
を通して、消防署などの関係機関は、地域の安全を守る
ために、相互に連携して緊急時に対処する体制をとって
いることや、関係機関が地域の人々と協力して火災の防
止に努めていることを理解するとともに、学習したこと
を基に地域や自分自身の安全を守るために自分たちにで
きることなどを考えようとする。 

学習問題 
火事が起きたときや火事をふせぐために、だれが、どのような働きをしてい

るのでしょうか。 

p.45、46 

◎ いざというときのために 

       －消防署の取組－ 
◎ 火事が起きたら 

-消防指令センターのはたらき 
 
〈消防署の見学〉 
 どんなことを見たり、聞いたりするか、見
学の前に決めておく。 
〈事前指導の内容〉   
  準備物 
  見学の視点や質問の内容  
  挨拶や話の聞き方 
  「見学カード」への記入の仕方 
   インタビューの仕方  

※消防署の見学が実施できない場合は、教科

書や副読本、ｗｅｂなどの資料を活用して調

べ学習に取り組む。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

p.47 

◎ 火事をふせぐためにできること 

 
  火事を防ぐために消防署や地域の人々がどん
な努力をしているのか調べる。 
〈消防団について〉 
 消防団の取組について説明し、地域にも安全
を守っている人がいることに気付かせる。可能
であれば、消防団の人を招いて直接話を聞くと
よい。 
※情報コーナー   
仙台市消防局 ２３４－１１１１ 
青葉消防署  ２３４－１１２１ 
宮城野消防署 ２８４－９２１１ 
若林消防署  ２８２－０１１９ 
泉消防署   ３７３－０１１９ 
太白消防署  ２４４－１１１９   

 

 

p.47  

  標語を考えたりポスターを作ったりする  

  
・学習したことをもとに、自分たちにできる防火の取組を考え、発表したり、標語やポスター

で表現したりする。 
・防火につながるキーワードを発表させ、それをつなぎ合わせてクラス標語を作る活動なども

考えられる。 

素早く消火するためにどの

ような工夫があるのかな？ 
 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

消防署の人たちがどんな仕
事をしているのか調べてみ
たいな！ 

 

教科書の 

 活用 

教科書では、事例地は異なるものの、学習の流れやイラスト資料等は生かせるとこ

ろが多い。教科書の内容も生かしつつ、地域の実態に合わせた指導を行うように配

慮する。 - 53 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい 

①地図やグラフを見て気づいたことを話し合い、火災から地域の

安全を守る働きについて学習問題をつくり、その予想をもとに学

習計画を立てる。②消防署の見学を通して、消防署の設備や消防

署の人たちの仕事の様子、日頃の備えについて理解する。 

 

学習の流れ①（例） 

（１）前時の学習を振り返り、本時の

めあてを立てる。５分 

T火事が起きた時、どのような人がど

のようなことをしていましたか。 

C消防士が消火活動や救助活動をして

いました。 

Ｃ警察が交通整理をしていました。 

 

 

 

（２）資料から気づいたことを話し合

い、学習問題をつくる。20分 

Ｔグラフ等の資料を見て、分かること

や気づいたことを発表しましょう。 

Ｃ火事の原因は様々ですが、電気関係

が一番多いことが分かります。 

C火災件数に比べて、全焼した件数が

少ないのは、なぜでしょうか。 

Cそれだけ、早く対処できているから

ではないでしょうか 

（３）学習問題について予想し、学習

計画を立てる。20分 

Tみなさんの疑問や気づきから、「火事

が起きた時や火事をふせぐために、だ

れが、どのような働きをしているので

しょうか」という学習問題ができまし

たね！これを解決するためにどんな

ことを見学したいですか。 

C消防士の人はいつも訓練しているか

ら、早く火事の現場に駆けつけたり、

安全に消火活動をしたりすることが

できるのではないでしょうか。 

C119番の通報があるといろいろなと

ころへ連絡がいくと思います。 

Ｃたくさんの人たちが関わっている

のではないでしょうか。消防士の仕事

やまちの消防施設、地域の取組につい

て調べ、関係図にまとめたいです。 

しりょうから気づいたことを話し合

い学習問題をつくりましょう。 

くらしを守る P.4４～4５ 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.90-95 にリンクした内容となっており、教科書 P.88-

89単元のオリエンテーションの学習内容を終えてから、本ページ

内容に入ることを想定している。教科書では、消火活動や交通事

故が起きた時の様子の写真を手掛かりに、単元のめあて「わたし

たちの安全なくらしを守るために、まちでは、どこで、どのよう

な人たちがはたらいているのでしょうか」を設定する流れになっ

ている。教科書 P.89 には「学習のはじめに見てみよう」という

動画が用意されており、写真資料から実際の場面を具体的にイメ

ージできるため、実態に応じて活用したい。 

 

資料「仙台市の住宅火災件数」 

 火災に対して全焼の数が少

ないことに着目する。 

- 54 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の評価と指導 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

 ①学習計画表の記述内容や発言

内容から「火事から地域の安全を

守る働きについて、予想や学習計

画を立て、学習問題を解決する見

通しをもっているか」を評価する。 

👀知識・技能👀 

 ②ノート等の記述内容や発言内

容から、「必要な情報を集め、読み

取り、火事が起きた際の消防士の

動きや日頃の備えについて理解し

ているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 学習問題の予想を立てることが

難しい場合は、本書 P.45の写真を

一つずつ見ながら、誰がどのよう

なことをしているのか読み取って

いき、役割や働きについて考えら

れるようにする。 

資料の活用の仕方 

・写真「火災・消火活動」 

写真や動画で火事の恐ろしさを

捉えさせるとともに、消火活動を

行う消防士に着目させることで、

消防の仕事について関心を持たせ

る。 

参考資料「防災探検」京都府消防局 

参考資料仙台市消防局 公式 X 

仙台市では青葉消防署に消防情

報センター（通信指令室）がある。 

仙台市消防局   234-1111 

災害案内ダイヤル 234-0119 

青葉消防署    234-1121 

宮城野消防署   284-9211 

若林消防署    282-0119 

泉消防署     373-0119 

太白消防署    244-1119 

宮城消防署    392-8119 

めあて 

しりょうから気づいたことを話し合い学習問題をつくりましょう。 

              ＜気づいたこと＞ 

             ・ 

             ・ 

学習問題 

火事が起きた時や家事をふせぐため 

に、だれが、どのような働きをして 

いるのでしょうか 

＜予想＞          ＜学習計画＞ 

・消防士は訓練で…      ・消防署の見学で… 

・119番のしくみは…     ・地域を歩いて… 

 

写真「訓練の様子」 

火事が起きたときを想定し、普段

から訓練していることに気付か

せる。 ※消火→濃紺、救急→灰

色、救助→橙色と仕事の内容によ

って制服の色が決まっている。 

 

動画「くらしを」守る 

仙台青葉消防署で作成した動画

が閲覧できる。見学前後に活用

し、児童の関心を高めるととも

に、消防士の仕事の具体について

捉えさえたい。 
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ねらい（４時間扱い） 

①通信指令室の役割や、関係機関との協力体制について理解する。

②消防団は地域と協力しながら火事に備えていることを理解す

る。③火事からくらしを守る人々の働きについて図にまとめるこ

とを通して、関係機関の働きや相互の関係、地域の人との協力や

自分たちにできることを考える。 

 

学習の流れ①（例） 

（１）火事が起きた時、119番に通報

するとどこにつながるのか、予想す

る。5分 

C消防署につながると思います。 

C仙台の中心部の消防署につながって

から、それぞれに連絡がいくのではな

いでしょうか。 

 

 

 

（２）火事が起きた時の連絡の流れに

ついて話し合う。30分 

Ｔ P.46 の図は、仙台市消防局消防

指令センターから様々な機関へ連絡

がいく仕組みを示しています。どんな

ところにつながっていますか。 

Ｃ通信指令室につながっています。 

Ｃ通信指令室から様々な機関につな

がっています。電力会社や水道局はど

んな関係があるのでしょうか。 

Ｃ多くの水を使うから連絡を入れて

いるのではないでしょうか。 

Ｃなるほど！そうするとガス局へ連

絡するのは、ガスを止めて爆発を防ぐ

ためではないでしょうか。 

Ｔ通信指令室の人は、通報した人にど

のような情報を聞く必要があるでし

ょうか 

C火事の大きさや場所、どんな建物か

知る必要があると思います。 

Cけが人がいるなら救急車が必要かど

うかも知りたいですね。 

（３）。本時のまとめをする。10分 

C 火事が起きると、通信指令室から

様々な機関へ連絡がいき、連携して対

応していることがわかりました。その

おかげで早く消火できているのだと

思います。 

119番に電話をかけると、どこにど

のような連絡がいくのでしょうか。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 
教科書 P.96-103にリンクした内容となっている。教科書では、

❶通信指令室の役割と関係機関との協力体制について❷消防施設

の配置の工夫❸消防団の取組について❹火事からくらしを守る

人々の働きについてのまとめと地域の人との協力や自分たちにで

きること考える、という流れで構成されている。❷については、

実際に学校のまわりを歩いて見学するという活動も考えられる。

教科書では学校周辺にある消防施設を白地図にまとめる（ICT 端

末や地図アプリの使用も想定）例も示されており、児童が空間的

な広がりを捉えながら、火災から人々を守るために計画的に配備

されている理由について考えられるようにしたい。 

 

写真「県外での合同訓練の様子」 

消防の活動は、市内にとどまら

ず、世界の国々や、他の地域に

も及ぶことを確認したい。 

くらしを守る P.46～47 

 

本文「消防指令センターの人の話」 

消防指令センターについて説明し

１１９番通報があると関連機関と

協力して救急体制を取っているこ

とに気づかせる。仙台市のみの活

動にとどまらないことに触れる。

なお、教科書では「通信指令室」

となっているが仙台市消防局では

「消防指令センター」と広報して

いるが役割に違いはない。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ①ノート等の記述内容や発言内

容から、「必要な情報を集め、読み

取り、火事が起きた際の関係機関

の連携について理解しているか」

②「消防団の活動の様子について

理解しているか」を評価する。 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

③ノートや図の記述内容から、

「相互の関連や従事する人々の働

きや、学習したことをもとに地域

や自分自身の安全を守るために、

自分たちにできることなどを考

え、表現しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 ②については、本書 P.47の消防

団の人の話をもとに、家庭や学校

にある消防施設を想起させたりし

て、安全を守るために地域が連携

していることを実感させる。 

資料の活用の仕方 

・「消防団について」 

普段は別の職業で活躍している人

たちが、地域で災害が発生すると

消防団員として消火や救助等の活

動に当たる仕組みになっている。

仙台市の消防団は市内の消防署ご

とに設置され、７消防団、56分団、

令和 6年 4月 1日現在の消防団員

数は、1,786名（女性消防団員141

名）であり定員 2,344名に対する

充足率 76.2％となっている。 

・資料「仙台 Tube」 

「教えてセンパイ 消防団」の動

画では消防団で働く人の思いを知

ることができる。 

https://youtu.be/QDE1NttxhL4 

めあて 

119番に電話をかけると、どこにどのような連絡がいくのでしょうか。 

                ＜どのようにつながっている

のか＞ 

                 ・けいさつしょ… 

                 ・ガス会社と… 

                 ・病院と… 

                 ・電力会社と… 

                ＜どんな情報が？＞ 

まとめ 

さまざまな関係機関が… 通信指令室を中心に… 

すばやくたいしょできるのは… 

 

写真「みんなが考え

て作った防火ポスタ

ー」 調べたことや学

習したことを基に、

自分たちにできる防

火の取組を考え発表

したり、標語やポス

ターなどで表現した

りする。 

 

＜住宅用火災警報器に

ついて＞ 

2006 年の消防法の改

正により、新築住宅へ

の設置が義務付けられ

た。既存住宅について

も、2011 年の 5 月ま

でに設置することが義

務付けられている。 

写真「防災訓練」 

各団体に出向き、火災予防に対する指導を行

ったり、市民に対する広報活動を充実させた

りして、火災を防ぐ取組をしていることを理

解する。 
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p.48 

 ◎ 事故や事件から人々を守る。  
 ・写真を活用して地域の安全を守るための取組について発表し合い、小単元の学習への関心を

高める。 
  ・「まもらいだー」の方や地域にある交番の警察官などをゲストティーチャーとして招き、話

を聞くという活動も考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元名 

p.48～51 

 
 
 
②事故や事件から 

くらしを守る 
 
 

 

小単元の 
目標 

 

事故や事件から地域の安全を守る働きについて、施設・
設備などの配置、警察署による緊急時への備えや対応な
どに着目して、見学・調査したり地図などの資料で調べ
たりして、まとめることで関係機関や地域の人々の諸活
動を捉え、相互の関連や従事する人々の働きを考え、表
現することを通して、警察署などの関係機関は、地域の
安全を守るために相互に連携して緊急時に対処する体制
をとっていることや関係機関が地域の人々と協力して事
故の防止に努めていることを理解できるようにするとと
もに、学習したことを基に地域や自分自身の安全を守る
ために自分たちにできることなどを考えようとする。 

学習問題 
事故や事件から私たちの安全を守るために、だれが、どのような働きをして

いるのでしょうか。 

p.49 

◎ 事件をふせぐために 
 
  ・事件を防ぐための警察署や地域の人々の

取組について調べる。 
 
 〈仙台市のあきすの数〉―グラフ― 
 ・空き巣の件数が平成27年に比べて減少し

 ていることをつかませ、事件を防ぐ取組
 について調べたり、考えたりする。 

   
 ・自分たちが住んでいる地域にも、「防

犯ボランティア」や「こども110番の
店」「交通指導隊」など、まちの安全
を守るための取組があることを紹介す
る。 

  
＊情報コーナー   
宮城県警察本部 221-7171 

 http://www.police.pref.miyagi.jp/ 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

p.50 

◎ 交通事故をふせぐために 
 
〈仙台市の交通事故の数〉―グラフ― 
 ・グラフから交通事故の件数やけがなどをし
 た人の数が減ってきていることを読み取り 
その理由を調べたり、考えたりする。 
 
〈交通管制センターの見学〉 

・宮城県警察本部内にある施設で、１１０番
を受ける通信司令室に併設しており、併せて
見学できるようになっている。 

 
〈交通事故の時の連絡の仕組み〉 

 ・前小単元の学習と関連させながら、県警察 

本部を中心にいろいろな役割を持った人た ち

が協力して事故を処理していることに気 付か

せるようにする。 

 

p.51   

◎ 安全に安心してくらせるまちに  
 ・まちの安全を守るために、自分たちにできることは何かを全単元で学習したことを踏まえ

て考  えさせたい。表現活動としては、防犯標語やポスターづくり、安全安心マップの製
作などの活  動が考えられる。 

事件や事故が起きてしまった

ら、どうすればいいのかな？ 
 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

警察署の人たちがどんな仕

事をしているのか調べてみ

たいな！ 

 

教科書の 

 活用 

教科書では、事例地は異なるものの、学習の流れやイラスト資料等は生かせるとこ

ろが多い。教科書の内容も生かしつつ、地域の実態に合わせた指導を行うように配

慮する。 
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ねらい（２時間扱い） 

①身近な地域の安全について資料を読み取ったり、自分たちの経

験をもとに話し合ったりすることを通して、事故や事件から地域

の安全を守る働きについて学習問題をつくる。②調べたことをも

とに、事件が起きた時に、関係機関がどのように連携しているの

かについて理解する。 

 

 

 

学習の流れ①（例） 

（１）身近な地域で事故や事件が起こ

りそうな場所について考え、話し合う

５分 

T学校のまわりや家の近くで、事故や

事件が起こりそうだと心配になる場

所はありますか。 

C 大通りの横断歩道を渡ろうとした

ら、車にひかれそうになりました。 

C習い事の帰り道、遅い時間には街灯

が少ない所は怖くて通らないように

しています。 

 

 

 

 

（２）教科書や副読本の写真やグラフ

を見て気づいたことを話し合い、学習

問題をつくる。30分 

C こども 110 番の家は通学路にあり

ます。 

C警察の人はどんな仕事をしているの

でしょうか。 

C仙台市のあきすの数は減ってきてい

ます。どうして減ってきているのでし

ょうか。 

Ｃ安全を守るために、警察の人が何か

をしているのではないでしょうか。 

C警察の人だけではなく、協力してい

る人が他にもいると思います。 

学習問題「事故や事件からわたしたち

の安全を守るために、だれがどのよう

な働きをしているのでしょうか。」 

（３）学習計画を立てる。10分 

C警察の人の仕事について詳しく調べ

ていきたいです。 

C消防の仕事を学習した時のようにど

こと連携しているか調べたいです。 

事故や事件現場の写真、地域の写真

やグラフを見て気づいたことを話し

合い、学習問題をつくりましょう。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.104-109にリンクした内容となっている。教科書では、

学習問題をつくる場面で事故現場、事件現場の写真から児童の問

いを引き出している。本書 P.48 の地域の写真と関連付けさせな

がら考えさせたい。また、教科書 P.109右下二次元バーコードか

ら、「交番のけいさつかんの仕事」という動画にアクセスできる。

動画を活用することで、様々な仕事があることやその使命感につ

いて考えさせるようにする。また、見学やインタビューが可能な

場合でも、調べて分かったことを確認する場面などでも活用した

い。 

 

写真を基に、自分た

ちのくらしのまわり

には、安全を守る人

がいることに気付か

せる。 

くらしを守る P.48～49 
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本時の評価と指導 

👀思考・判断・表現👀 

 ①ノート等の記述内容や発言内

容から、「事故や事件の数の変化や

その背景などに着目し、問いをみ

いだしているか」を評価する。 

👀知識・技能👀 

 ②ノート等の記述内容や発言内

容から、「必要な情報を集め、読み

取り、事件が起きた際の関係機関

の連携について理解しているか」

を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 ②実生活の経験の中で、全ての

活動（例えば学級活動や児童会活

動など）を自分だけでやることの

難しさから、協力することのよさ

や意味を考えられるようにする。 

資料の活用の仕方 

・グラフ「あきすの数」 

空き巣の件数は平成 27 年から、

減少傾向にある。事件を防ぐため

の取組に目を向けさせる 

・学び方コーナー 

算数で学習した棒グラフの読み取

りと関連づけて指導する。 

 

宮城県警本部 221-7171 

http://www.police.pref.miyagi.

jp/ 

泉警察署    375-7171 

仙台北警察署  233-7171 

仙台中央警察署 222-7171 

仙台東警察署  231-7171 

仙台南警察署  246-7171 

日本道路交通情報センター 

050-3369-6666 

めあて 

事故や事件現場の写真、地域の写真やグラフを見て気づいたこと

を話し合い、学習問題をつくりましょう。 

＜よそう＞ 

・交番では…  

・事故や事件の時は… 

・仕事の内容は… 

学習問題 

事故や事件からわたしたちの安全を守るために、だれがどのよう

な働きをしているのでしょうか。 

＜学習計画＞ 

・警察の人の仕事について… ・地域の人へインタビューを… 

 

グラフ「あきすの数」 

空き巣の件数は平成 27年から、

減少傾向にある。事件を防ぐた

めの取組に目を向けさせる。 

事故現場の
写真 

（教科書） 

事件現場の
写真 

（教科書） 

 

図「事件の時の連絡の仕組み」 

この図を基に、事件に素早く

対応するための工夫について

気付かせる。 
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ねらい（３時間扱い） 

①調べたことをもとに、事故が起きた時に、関係機関がどのよう

に連携しているかについて理解する。②地域ぐるみで安全なまち

づくりに努めていることを理解する。③これまで学習したことを

もとに、自分たちのくらしを守るために地域社会の一員として自

分たちにできることを考える。 

 

 

学習の流れ②（例） 

（１）本時のめあてをつかみ、予想を

出し合う。５分 

T学習計画を確認しましょう。 

Cこの時間は地域の人の活動について

調べます。 

 

 

 

 

T身近な地域の安全を守る施設や人に

ついて知っていることを話し合いま

しょう。 

C登下校の時に、「まもらいだー」の方

に会いました。私たちのことをいつも

見守ってくださっています。 

Cスクールゾーンの標識があったり、

道路に線が引いてあったりします。 

（２）地域の安全を守る活動や設備に

ついて調べる。30分 

Ｔ安全を守るための設備にはどのよ

うなものがありますか。 

C道路標識やガードレール、カーブミ

ラーもその一つだと思います。 

C歩道橋も安全に道路を渡るための設

備だと思います。 

T地域の人が安全を守るために行って

いる活動にはどのようなものがあり

ますか。 

C地域住民同士で情報交換をしていま

す。警察の人だけでなく、お店の人も、

地域の人も協力し合っています。 

（３）地域の安全を守るための取り組

みについてまとめる５分 

C安心安全マップをつくるために、地

域の方にインタビューをしたことで、

こども 110 番の家やお店など、警察

と地域の人が協力して安全なまちづ

くりをしていることが分かりました。 

地いきでは、安全を守るために、ど

のようなことに取り組んでいるので

しょうか。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.110-115 にリンクした内容となっている。教科書

P.111には、「パトロール活動をする堺さんの話」や「けいさつと

地いきの人で行う安全会議の様子」の資料が掲載されており、地

域の安全を守る人が身近にいることを実感できるような構成とな

っている。町内会、学校、公共機関、商店街等が互いに協力する

しくみをつくっていることに気づけるよう、教科書資料や児童の

対話例を参考に、インタビュー活動なども積極的に取り入れたい。 

くらしを守る P.50～51 

 

写真「宮城県交通管制センター」 

宮城県警察本部内にあり、仙台市内及

び周辺の信号機を制御している。車両

感知器やテレビカメラを通して道路の

渋滞状況が分かるようになっている。

110 番を取り扱う通信司令室に併設

しており、併せて見学が出来るように

なっている。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ①ノート等の記述内容や発言内

容から、必要な情報を集め、読み取

り、「事件が起きた際の関係機関の

連携について理解しているか」を

評価する。②「まちの安全を守る地

域の人の活動について理解してい

るか」を評価する。 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

 ③まとめの記述や発言内容か

ら、「学習したことをもとに、地域

や自分自身の安全を守るために自

分たちにできることなどを考えよ

うとしているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 ②…地域に貼られているステッ

カーを提示し、身近なところにも

「こども 110番の家」があること

に気づかせたい。 

資料の活用の仕方 

・グラフ「交通事故の数」 

交通事故の数は減少してきてい

るものの、2000 件以上発生して

いることを読み取り、事故を防ぐ

取組が必要なことに気付かせた

い。 

・図「交通事故の時の連絡の仕組

み」 

＊人身事故のときの対応例 

県警察本部を中心とした事故発

生時の連絡の仕組み、関係諸機関

の協力について図示している。事

故に素早く対応するための工夫に

ついて気づかせたい。 

めあて 

地いきでは、安全を守るために、どのようなことに取り組んでいる

のでしょうか。 

＜知っていること＞ 

・まもらいだーの方が… 

・スクールゾーンでは… 

・ガードレールが… 

＜安全マップづくり＞ 

・こども 110番の家が… 

・店も安全なまちづくに… 

まとめ 

地域の安全を守るために…  

こども 110番の家… 店、地域の人とけいさつが… 

 

まちの安全を守るために、自分たち

にできることは何かを前単元の学習

を踏まえて考えさせたい。表現活動

としては、防犯標語やポスターづく

り、安全安心マップの作成などの活

動が考えられる。 

学区域の地図 
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p.52～53 

◎仙台駅前の写真を見比べよう。 

◎かわってきた仙台市 

・仙台駅前の建物や人々の様子について、気付いたことを話し合う。 

・「戦災復興記念館ガイドボランティアの話」などから昔の様子についてわかったことを話

し合う。 

・昔の仙台市と今の仙台市の広さを見比べ、気付いたことや疑問に思ったことを話し合う。 

・疑問に思ったことを基にして学習問題をつくり、学習計画を立てる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元名 

p.52～

63 

市の様子と 

人々のくらしの 

うつりかわり 

小単元 

の目標 

市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用
や人口、生活の道具などの時期による違いに着目して、関係
者や地域の人などに聞き取り調査をしたり地図などの資料で
調べたりして、年表などにまとめることで市や人々の生活の
様子を捉え、それらの変化を考え、表現することを通して、
市の人々の生活の様子は、時間の経過に伴い、移り変わって
きたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問
題を解決しようとする。 

学習問題 
仙台市の様子は、いつごろ、どのようにかわってきたのでしょうか。 

p.54～62 

◎交通のうつりかわり 

◎土地の使われ方のうつりかわり 

◎人口のうつりかわり 

◎公共施設のうつりかわり 

◎古い道具と今の道具をくらべよう 
・時期による違いに着目して、聞き取り調

査をしたり、地図などの資料で調べたり

する。 

・仙台市や人々の様子を捉え、それらの変

化を考え、表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.63 

◎仙台市のうつりかわりをまとめてみ

よう 

・調べたことを時期の区分や時間の経過に沿

って一つの年表にまとめる。 

・まとめた年表を見ながら、調べてきたこと

を相互に関連付けたり、結びつけたりして都

市化や少子高齢化など仙台市全体の時期ごと

の変化の傾向を考えさせ、分かったことを話

し合う。 

 

p.51   

◎ 安全に安心してくらせるまちに  
 ・まちの安全を守るために、自分たちにできること

は何かを全単元で学習したことを踏まえて考  え
させたい。表現活動としては、防犯標語やポスター
づくり、安全安心マップの製作などの活  動が考
えられる。 

事件や事故が起きてしまった

ら、どうすればいいのかな？ 
 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

警察署の人たちがどんな仕

事をしているのか調べてみ

たいな！ 

 

教科書の 

 活用 

〇 主体的・対話的な学習を進めるために、教科書に記載されている「まなびのポ

イント」を活用したい。 

〇 用語・語句を指導する際、教科書の「ことば」を活用したい。 

〇 「調べ方」「まとめ方」を活用し、学習の見通しを持たせたい。 

〇 インタビューの仕方、見学の際のルールやマナーを確認させるため、まなび方

コーナー「インタビューのしかた」を活用したい。 

〇 調べたことを年表にまとめさせる際、まなび方コーナー「年表をつくる」を活

用したい。 

 

 

仙台市のうつりかわり年表の例 
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ねらい（２時間扱い） 

①仙台駅前の様子について、資料をもとに昔と今を比較すること

で、市の様子や人々の生活の変化を時期による違いに着目して、

問いを見いだす。②市の様子の移り変わりについて気づいたこと

や疑問に思ったことを話し合う活動を通して、学習問題をつくり、

学習計画を立てる。 

 

学習の流れ①（例） 

（１）仙台駅前の様子について、知っ

ていることを話し合う。10分 

T仙台駅前に出かけたことはあります

か。どんな場所ですか。何があります

か。 

C新幹線に乗る時に行ったことがあり

ます。たくさんのお店がありました。 

C私は行ったことはありませんが、テ

レビで見たことがあります。 

 

 

 

（２）仙台駅前のバルプールや大通り

の移り変わりについて調べる 25分 

Ｔ３枚の写真を比べて気づいたこと

を話し合いましょう。 

Ｃ駅の建物の大きさがどんどん大き

くなりました。 

Ｃ昔は広場だったところが今はバス

プールやタクシー乗り場になってい

ます。 

Ｔ戦災復興記念館ガイドボランティ

アさんの話からどのようなことが分

かりますか。 

Ｃ空襲でまちが焼けてしまいました。 

Ｃ人々が市に協力して土地をゆずり、

道路を広く整備したそうです。 

Ｃ協力して新しいまちづくりをして

きたということが分かります。 

（３）本時のまとめをする。10分 

C戦争で空襲の被害を受けた1945年

から４年後には、仙台駅前が整備され

ていて、その後もどんどん町の様子が

変わってきていることが分かりまし

た。 

Ｃ仙台駅のまわり以外はどのように

変わってきたのでしょうか。人口や、

交通についても調べていきたいです。 

駅前のバスプールや大通りはどのよ

うに変わってきたのでしょうか。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 
教科書 P.118-121 にリンクした内容となっており、教科書

P.116-117単元のオリエンテーションの学習内容を終えてから、

本ページ内容に入ることを想定している。教科書では、児童がイ

ラストの読み取りを通して市の移り変わりに関心をもっていくこ

とをねらいとしており、市や人々の生活の様子の時期による違い

に着目して、単元のめあてである「わたしたちのまちや人々のく

らしは、どのようにかわってきたのか調べよう」を設定する流れ

で構成されている。イラストをじっくり眺めながら、「時間的な見

方」を働かせて対話をする時間を大切に位置づけたい。 

 

１学期の単元「市の様子」で学んだこ

とを十分に生かして本単元の学習に

つなげたい。１学期に市の様子につい

てまとめた地図などと、昔の仙台市を

見比べ、児童から疑問を引き出して学

習問題をつくる。 

市のうつりかわり P.52-53 
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本時の評価と指導 

👀思考・判断・表現👀 

 ①ノート等の記述内容や発言内

容から、「交通や公共施設、土地利

用や人口、生活の道具などの時期

による違いに着目して、問いを見

いだしているか」を評する。 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

 ②学習計画表の記述内容や発言

内容方、「市の様子の移り変わりに

ついて、予想や学習計画を立て、学

習問題を解決する見通しをもって

いるか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 ①について、仙台駅前の移り変

わりの様子を、「建物」「道路」「人

の数」などの観点を示すことで、ま

ちが移り変わった様子をつかませ

たい。 

資料の活用の仕方 

・「戦災復興記念館ガイドボランテ

ィアさんの話」 

取材日：2019年 8月 20日 

取材に応じてくださった姉妹

は、戦争や空襲の恐ろしさ、そして

焼け野原になった後の仙台市民の

たくましさを語っていた。戦後の

人々の協力で、仙台は模範的な戦

後復興と言われているとのことで

あった。 

めあて 

駅前のバスプールや大通りはどのように変わってきたのでしょうか。 

＜仙台駅前のうつりかわり＞ 

 

 

 

 

＜くらべて気づいたこと＞ 

・道路が…  高い建物が… 昔も今も… 

まとめ 

仙台市の交通の中心地の近くに仙台市役所があって… 

公共しせつはたくさんあり、市民のために… 

 

 

写真「仙台駅前」 

３代目駅舎(1945～1949) 

⇒仙台空襲から１ヶ月後に木造バラックで

急造されたもの。 

４代目駅舎(1949～1972) 

⇒大時計で親しまれた。 

６代目駅舎(1977～現在) 

⇒つくられた当初はペデストリアンデッキも

バスプールもなく、出入り口は全て１階であ

った。 
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本時のねらい 

地図や写真などの資料を比較して調べ、市の交通の様子は時間の

経過にともない、移り変わってきたことを理解する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）資料を比べて、気づいたことを

話し合う。15分 

T年代ごとの地図を比べて、どんなこ

とが分かりましたか。 

C 仙台駅は 130 年ほど前からあるこ

とが分かりました。 

C P.115の年表も見てみると、東北

自動車道が仙台まで開通したのは

1975年ということが分かりました。 

 

 

 

 

（２）道路や鉄道が整備されてくらし

はどのように変わってきたのか、話し

合う。20分 

Ｔ時間とともに、交通はどのように変

わってきたのでしょうか。 

Ｃどんどん新しい道路や鉄道ができ

て、広がってきました。 

Ｃ交通の広がりと仙台市が広くなっ

たことと関係があるのではないでし

ょうか。 

Ｔ道路や鉄道ができたことで、仙台市

はどのように変わったのでしょうか。 

Ｃ交通の便がよくなって、人が住める

場所も増えたのではないでしょうか。 

Ｃ仙台市電は廃止されてしまったけ

ど、その分車が多くなって新しい道路

がどんどんできたから、たくさんの人

が行き来できるようになったのでは

ないでしょうか。 

（３）本時のまとめをする。10分 

C昔から今までに道路や鉄道がたくさ

んできたことで、人々の生活は変わっ

てきたのだと思います。 

Ｃ人口は仙台市の広がりとともに増

えてきたのではないでしょうか。 

 

市の交通は、時間の流れとともに、

どのようにかわってきたのでしょう

か。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.124-125 にリンクした内容となっている。交通網が発

達すると生活が便利になることを捉えられるよう、地図資料が年

代順に配置されている。教科書では、神戸市や姫路市の位置から、

明石市の交通が東西に伸びている理由を考えさせ、空間軸でも比

較できるようになっている。また、教科書 P.125右下二次元バー

コードから単元を通して書き足していくことができるワークシー

トの例にアクセスできる。こちらも参考にしたい。 

 

学習指導要領には内容の取り

扱いにおいて「時期の区分につ

いて、昭和、平成など元号を用

いた言い表し方などがあるこ

とを取り上げること」とある。

教科書の「ことば」を活用して

学ばせたい。 

市のうつりかわり P.54-55 

 

地図・本文「交通のうつりかわり」 

３つの地図を見比べ、仙台の交通の発展につ

いて考えさせる。新しい道路や新幹線、地下

鉄などはどのように整備されてきたか調べ

させたい。また鉄道という用語については、

教科書 P.125 を活用し、内容をおさえた

い。 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「必要な情報を集め、読み取

り、市の交通の様子は時間の経過

にともない、移り変わってきたこ

とを理解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 資料を読み取る際に、「鉄道の路

線の数はどうなっているか」など

の視点を明示することで、資料を

比較して読み取ることができるよ

うにする。 

資料の活用の仕方 

・写真「仙台市電」 

1926年に開業し、1976年に廃

止された。仙台駅前、県庁市役所

前、大学病院前などを繋ぐ環状路

線と、原町や長町、北仙台、八幡へ

と延びる支線があった。現在は地

下鉄富沢車両基地内にある「仙台

市電保存館」にて、車両や関係資料

が展示されている。 

・写真「仙台空港とアクセス線」 

仙台空港は名取市にあるが、

2007 年に仙台駅から直通の仙台

空港アクセス線が開業したことに

より、仙台市の空の玄関口として

とても便利になった。 

めあて 

市の交通は、時間の流れとともに、どのようにかわってきたので

しょうか。 

 

 

 

 

＜気づいたこと＞ 

・昔は道路は… ・駅数が… ・交通の広がりと仙台市の広さ… 

まとめ 

仙台市の道路や鉄道は計画的に… 

人々の生活はそれにともなって… 

 

交通手段が増えたことにより、人々の生活が

どのように変化したかを考えさせたい。P57 

以降で国際化についても扱うので、国外との

つながりについても気づかせたい。そして、

交通が便利になった仙台市全体の変化につ

いても意識させ、次の「土地利用の変化」や

「人口の変化」へとつなげたい。 
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本時のねらい 

地図や写真などの資料を比較して調べ、市の土地の使われ方は時

間の経過にともない、移り変わってきたことを理解する 

 

 

学習の流れ（例） 

（１）資料を比べて、気づいたことを

話し合う。15分 

Tそれぞれの地図からどのようなこと

が分かりますか。 

C 80年から70年ほど前は仙台市の

範囲も今ほど広くなく、田や畑が多い

様子です。 

C 50年から40年ほど前に家や店が

増えてきました。 

Ｃ道路や鉄道が増えた時期とやはり

関連がありそうですね。 

 

 

 

（２）土地の使われ方の変化によっ

て、生活にどのような影響があったの

か、話し合う。20分 

Ｔ土地の使われ方で、増えたり減った

りしているものは何ですか。 

Ｃ家や店、工場が増えています。 

Ｃ田や畑は減っているようですが、仙

台市の広さが大きくなり、森林は西の

方にたくさん広がっています。 

Ｔ土地の使われ方が変わったことで

生活はどのように変わったと思いま

すか。 

Ｃ人口が増えたことで、団地がつくら

れました。 

Ｃ道路や鉄道ができたからこそ、便利

になって多くの人が住めるようにな

ったのではないでしょうか。 

（３）本時のまとめをする 10分 

C仙台市は、昔は田や畑が多かったけ

ど、埋め立て地や団地ができるなど、

土地の使われ方は大きく変わってき

ました。 

市の土地の使われ方は、どのように

かわってきたのでしょうか。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.126-127にリンクした内容となっている。教科書では、

人口や交通の変化と土地利用を関連して考えるようになってい

る。「およそ 50年前」に着目すると、「人口が 20万人をこえる」

という事実は「山陽新幹線の開通」そして「明舞団地の建設」と

つながっていることに気づくことができるよう構成されている。

教科書の紙面構成が、P.120-129まで、上段は同尺の地図が配置

されているのも、ページを行ったり来たりしながら児童が比較し

て考えることができるようになっているためである。 

市のうつりかわり P.56-57 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「必要な情報を集め、読み取

り、市の土地の使われ方は時間の

経過に伴い、移り変わってきたこ

とを理解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 資料を読み取る際に、家や店の

広がりと森林の広がりを比較させ

るなど、視点を明確に示すように

する。 

資料の活用の仕方 

・市役所の人の話 

昭和３０年代から昭和５０年代

に、たくさんの団地が作られたこ

とと、田や畑が減ったことを関連

づけさせたい。また、次時の人口が

増えたことにもつなげたい 

・地図・本文「土地の使われ方の 

うつりかわり」 

昔、中心部以外の山林や農地が

多かった場所が、現在は住宅地に

変わっていることなど、市全体を

見渡して違いを捉えるようにする

ことも大切である。 

・地図・本文「土地の使われ方のう

つりかわり」 

３つの地図を見比べ、土地の使

われ方の変化について考えさせ

る。泉パークタウンなどの住宅開

発や、卸町、扇町周辺の工業団地建

設など、大きく変わった仙台市の

土地利用の様子について調べさせ

たい。 

めあて 

市の土地の使われ方は、どのようにかわってきたのでしょうか。 

 

 

 

 

 

＜気づいたこと＞ 

・昔は家や店が… 西の方には森林が ・工場や家や店の… 

まとめ 

昔は田や畑が… うめたて地や団地が… 

土地の使われ方は… 

 

交通網の広がりと、工場の

立地を関連付けさせたい。

仙台港の建設とも関連さ

せ、計画的に土地の使われ

方が変わってきたことに

気づかせたい。 
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本時のねらい 

地図やグラフを比較して調べ、市の人口は時間の経過にともない、

移り変わってきたことを理解する 

 

 

学習の流れ 

（１）資料を読み取り、気づいたこと

や疑問に思ったことを話し合う。10分 

T「仙台市の人口のうつりかわり」のグ

ラフを見て、どんなことに気づきまし

たか。また疑問に思ったことはありま

すか。 

C市の人口は仙台市が誕生してから増

えてきています。 

C人口が大きく増えている時期がある

のはどうしてでしょうか。 

 

 

 

（２）資料から、人口が増えた理由に

ついて考えたことを話し合う。40分 

Ｔ人口がどのように変わったか、仙台

市域の移り変わりの資料と合わせて

考えましょう。 

C仙台市はまわりの町や村と一つにな

って市域が広がっていきました。 

Cそれにともなって人口も増えている

ように思います。 

C人口の増加と土地の広がりは関係が

ありそうです。 

C 最初の仙台市と比べて今の広さは

45倍にも広がっているそうです。 

T最近の住んでいる人の年齢等につい

て、どんな特徴がありますか。 

Cお年寄りの数の割合がどんどん増え

ていて、外国人の数も増えています。 

Cどうして仙台市に住む外国人の数が

ふえているのでしょうか。 

（３）本時のまとめをする。５分 

C 交通の発達や土地の広がりととも

に、人口が増えてきています。 

C最近ではお年寄りの数や、仙台市に

住む外国の人が増えている理由につ

いてさらに調べてみたいです。 

市の人口は、どのようにかわってき

たのでしょうか。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.122-123にリンクした内容となっている。教科書では、

学習問題を設定した次の時間に、人口の移り変わりについて調べ

る学習の流れになっているが、本書では、交通の広がりと土地の

使われ方の変化を根拠に、人口の増加を捉えられるような構成に

なっている。これは、本書 P.58「仙台市役所の人の話」にあるよ

うに、仙台市が誕生した 1889年の頃から今の仙台市の形になる

まで、市域自体が 45倍にも広がっているという事実を踏まえて、

❶交通の広がり❷土地の使われ方❸人口の移り変わり、とつなが

りを踏まえて段階的に理解できるようにしているためである。 

 

行政区域の沿革 

1889年 仙台市ができる。 

1928年 長町、原町、南小泉を編入 

1931年 七北田村、荒巻、北根を編入 

1932年 西多賀村を編入 1941年 中

田村、六郷村、七郷村、岩切

村、高砂村を編入 

1956年 生出村を編入 

1987年 宮城町（愛子、作並、吉成、

栗生など）を編入 

1988年 泉市、秋保町を編入 

1989年 政令指定都市となり、5つの

行政区が設置される。 

市のうつりかわり P.58-59 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「必要な情報を集め、読み取

り、市の人口は時間の経過にとも

ない、移り変わってきたことを理

解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 棒グラフや地図を提示する際、

読み取らせたい部分を焦点化して

示すなど、丁寧に指導することが

大切である。 

資料の活用の仕方 

・人口のグラフ（仙台市の人口） 

人口の時期による違いに着目

し、現在に至るまでに変化してき

た仙台市の人口について調べさせ

る。その際、市町村の合併による仙

台市の広がりなどにも触れること

も大切である。 

・人口のグラフ（14歳以下、65歳

以上） 

棒グラフを活用し、少子化や高

齢化が進んでいることにも気づか

せたい。 

・人口のグラフ（外国人住民の人

口） 

人口の変化を取り上げる際、外

国人居住者が増え、国際化が進ん

でいることなどにも気づかせた

い。 

めあて 

市の人口は、どのようにかわってきたのでしょうか。 

 

 

 

 

＜気づいたこと＞ 

・人口は年々…  ・仙台市域は… 

・６５歳以上の人は…   ・外国の人が… 

まとめ 

仙台市の人口は… 土地の広がり交通の発達と… 

最近では… 
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本時のねらい 

地図や写真などの資料を比較して調べ、市の公共施設は税金をも

とに計画的につくられてきたことを理解する。 

 

学習の流れ 

（１）資料を比べて、気づいたことを

話し合う。15分 

Tそれぞれの地図から分かったことは

何ですか。 

C 昔に比べて学校の数が増えていま

す。 

C図書館や博物館等の公共施設も増え

てきていることが分かります。 

 

 

 

（２）様々な公共施設が、いつごろど

のようにできたのか話し合う。20分 

T公共施設はいつごろどのようにつく

られたのか調べてみましょう。 

C仙台市民図書館は1962年に西公園

に開館したそうです。 

C仙台市域が広がるにつれて、図書館、

博物館等様々な施設がつくられてき

ました。 

C市民センターには、市民が集まる交

流の場として役立っているそうです。 

C公共施設は、みんなから集められた

税金をもとにつくられています。 

（３）本時のまとめをする５分 

C私たちが住んでいる仙台市には素敵

な場所がたくさんあることが分かり

ました。工場や畑・田んぼも多いこと

から、仙台市にはどんな「作る仕事」

があるのか調べていきたいです。 

（４）これまでの時間で調べてきたこ

とを振り返る 10分 

C1950 年時点、1980 年時点と時期

によってまちの様子が変わってきた

ことが分かります。 

Cまちの様子が変わっているというこ

とは、くらしの中で使う道具は、どの

ように変わっているのでしょうか。 

市の主な公共しせつは、どのように

かわってきたのでしょうか。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 

教科書 P.128-129にリンクした内容となっている。教科書では、

人口や交通の変化と公共施設を関連させて考えることができるよ

うに、「およそ 50年前」に着目し、「人口が 20万人をこえる」と

いう事実は、「道路が整備される」こと、そして「小学校が増える」

というつながりに気づくことができるよう構成されている。また、

「あかし市民図書館の鳥澤さんの話」から、図書館などの市民が

使う施設は税金をもとにつくられていることが説明されており、

大事なキーワードとしてもしっかりおさえたい。 

地図・本文 「公共しせつのうつりか

わり」 

３つの地図を見比べ、公共施設の

変化について考える。どのような公

共施設が建てられてきたか、自分た

ちの学校や近くの図書館、市民セン

ターなどの公共施設が建設された

頃と、現在の仙台市の様子について

調べる。 

市のうつりかわり P.60-61 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ノート等の記述内容や発言内容

から、「必要な情報を集め、読み取

り、市の公共施設は時間の経過に

ともない、移り変わってきたこと

を理解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 資料を読み取る際に、学校の数

はどうなっているか、新たに増え

た公共施設はないかなど、視点を

明確に示すようにする。 

資料の活用の仕方 

・昔の公共施設の写真 

公共施設については、学習指導

要領解説 P.46に「学校、図書館、

公民館、資料館などが考えられる」

とある。仙台市内の公共施設につ

いては、本書 P92～の「仙台市内

にあるいろいろな施設」も参照す

る。 

・仙台市民図書館の館長さんの話 

学習指導要領解説 P.47に、「公

共施設との関連を図り」とある。実

際に市民センターや市役所、図書

館へ行って見学したり、職員にイ

ンタビューしたりすることなども

考えられる。その際、公共施設の建

設や運営には市役所が関わってき

たことや、その建設や運営には租

税が重要な役割を果たしているこ

とにも触れることが大切である。 

めあて 

市の主な公共しせつは、どのようにかわってきたのでしょうか。 

 

 

 

 

 

＜気づいたこと＞ 

・昔に比べて公共施設は… ・みんなから集めた税金で… 

まとめ 

公共施設（市立学校や…）  計画的に… 

税金を使って… 

 

公共施設の建設と、仙台市の人々

の生活の様子を捉え、それらの変

化を考えて表現させたい。人々の

生活の変化から、生活の道具や服

装などの変化へとつなげたい 
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ねらい（４時間扱い） 

①②生活の道具について調べたことを年表に書き加えることを通

して、道具は時間の経過にともない、移り変わってきており、人々

の生活も変化したことを理解する。③④学習したことをもとに、

市の移り変わりを年表にまとめ、時期ごとの変化を相互に関連づ

けたり、市の様子と人々の生活の変化を結びつけたりして、市や

人々の様子の変化を考える。 

 

学習の流れ③④（例） 

（１）学習問題を確認し、本時のめあ

てを確認する。５分 

C毎時間ワークシートに書き足してき

たので、今日は年表にまとめる時間で

すね。 

 

 

 

（２）学習してきたことをもとに、市

の移り変わりを年表にまとめる。45分 

Ｔ時期の区分を、「100 年から 80 年

ほど前」「60年から 40年ほど前」「今」

の 3つの時期に分けて、調べたことを

項目ごとに整理しましょう。 

（３）年表を見ながら、時期ごとの変

化についてわかったことを話し合う。

30分 

Tそれぞれの時期に、どのような変化

がありましたか。 

Ｃ100年から 80年ほど前は、田畑が

多く、人口も 30万人ほどでした。 

Ｃ60年から 40年ほど前は、大きな道

路ができ、人口も増え、学校などの公

共施設も増えました。 

Ｃ人口が増える時期と交通の発達は

関係しています。 

Ｃ道具はどんどん便利になってきた

ことが分かります。 

（４）学習問題に対するまとめを考え

る。10分 

Ｔ話し合ったことをもとに、まとめを

書きましょう。 

Ｃ市や人々の生活の様子は、交通の発

達、公共施設の建設、土地利用と人口

の変化、生活で使う道具の改良など、

時間の経過にともなって、移り変わっ

てきており、それぞれに関わりがある

ことが分かりました。 

市のうつりかわりについて調べてき

たことを、年表にまとめましょう。 

🌟教科書と合わせた活用のポイント🌟 
教科書 P.130-133 にリンクした内容となっている。昔の道具に

ついて教科書では、地域の博物館へ見学に行って調べる活動が例

示されている。仙台市にも「仙台市歴史民俗資料館」があるため、

学校の実態に応じて活用したい。また、市の移り変わりを年表に

まとめたことを話し合う活動では、2 時間を想定して授業デザイ

ンが例示されている。1 時間毎に調べて分かったことを蓄積して

きた年表を用いて、時期ごとの変化を相互に関連付けて対話を深

める時間を大切に位置付けたい。 

 

仙台市歴史民俗資料館 大きく三つのテーマ

別資料館がある。 

・「農村の暮らし」 

・「町場の暮らし」 

・「旧陸軍歩兵第四連隊コーナー」 

他に体験学習室なども常設している。 

≪体験できるもの≫ 

折り紙、双六、チャカポコ、お手玉、けん玉な

どの伝承遊び 

≪事前に連絡しておくことで可能な体験≫ 

・石臼による粉ひき体験 ・行灯（あんどん）

の明るさ体験 

市のうつりかわり P.62-63 
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本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

 ①②ノート等の記述内容や発言

内容から、「必要な情報を集め、読

み取り、生活の道具は時間の経過

にともない、移り変わってきてお

り、人々の生活も変化してきたこ

とを理解しているか」を評価する。 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

 ③④ノート、年表の記述内容等

から、「学習したことをもとに、人

口や土地利用、交通や公共施設、生

活の道具が変わったことを相互に

関連づけたり、市の様子の変化を

結びつけたりして、市や人々の様

子の変化を考え、表現しているか」

を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

 ③④…同時期に起きた出来事の

因果関係を考えさせたり、人々のく

らしへの影響を考えさせたりする

ことで、関連づけて考えられるよう

にする。 

資料の活用の仕方 

・写真・本文「古い道具と今の道具

を比べてみよう」 

生活の道具については、学習指

導要領解説には「炊事や洗濯など

家事に使用する道具や明かりや暖

をとる道具など生活の中で使われ

た道具を取り上げること」とある。   

ここでは、仙台市歴史民俗資料館

の館長さんの話から関連付けて、

暖を取る道具等を取り上げた。教

科書では、「部屋のあかりのうつり

かわり」について載っているので

参照したい。 

めあて 

市のうつりかわりについて調べてきたことを、年表にまとめまし

ょう。 

                 ＜年表から分かったこと＞ 

・交通が発達してきたこと

と人口の増加は… 

・くらしの道具は… 

・仙台市域が広がるにつれ

て… 

まとめ 

市や人々の生活の様子は… 

 

 

表「仙台市のうつりかわりをまとめてみよう」  

時期の区分や時間の経過に沿って、調べたことを

年表などにまとめる技能を身につけさせたい。そ

して、出来上がった年表を基に、それぞれの項目

を相互に関連づけ、気づいたことや変化の傾向を

文章で記述することも考えられる。 

 

本文「これからの仙台市について考えてみよう」 

パンフレットなどの資料を基に、これからの仙台

市の発展に関心を持たせ、仙台市が将来どのよう

になってほしいか、そのためには仙台市民として

どのように行動していけばよいかなど、仙台市の

将来について考えたり話し合ったりする。 
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p.64～65 

◎ 生活の中で使われる水 ◎水はどこから送られてくるのだろう 

・｢家や学校、町の中ではどこで水を使っているのかな｣と問い、身近な生活に目を向け

させる。 

・蛇口から出てくる水はどこからやってくるのかを考えさせる。 

・生活の中でいつでも安心して水が使えることに注目させ、わたしたちのもとに届くま

でにどんな工夫がされているのか予想させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小単元名 

p.64～71 

①選択Ａ 

くらしをささえる

水 

小単元 

の目標 

飲料水を供給する事業について、供給の仕組みや経路、
県内外の人々の協力などに着目して、見学・調査したり
地図などの資料で調べたりしてまとめ、飲料水の供給の
ための事業の様子を捉え、その事業が果たす役割を考え
、表現することを通して、飲料水を供給する事業は、安
全で安定的に供給できるように進められていることや、
地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っているこ
とを理解できるようにするとともに、学習したことを基
に自分たちに協力できることを考えようとする。 

学習問題 

わたしたちが使う水は、どこでどのようにきれいにされ、送られてくるので
しょうか。 

p.66～67 

◎ じょう水場の仕組み ◎安全でき

れいな水をつくる  

・浄水場の仕組みの概要について理解する

。 

※見学に行けない場合は二次元バーコー

ドの動画で見ることができる。 

・安全な水を届けるための人々の努力や工夫

を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.68～70 

◎ どうして水はなくならないのだろ

う ◎水源を守るために  

◎ 水はどのようにじゅんかんしてい

るのだろう  

・ダムの役割について理解する。※二次元バ

ーコードで水道施設の確認 

・水源涵養林の役割を理解する。 

 

p.71 

◎ 水の流れをまとめよう   ◎ 水を大切に使うために 
・水はどのように循環しているか、関係図を通して理解する。 

・学習してきたことを関連付け、水の流れを自分の言葉でまとめる。 

・水を大切に使うための取組について調べ、自分の行動に生かせるようにする。 

水はどこを通って来るの

かな？ 
 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

水はどこできれいにしてい

るのだろう。 

 

教科書の 

 活用 

○安心して水が使えるようにするための仕組みを調べることで、その大切さや関わ

っている人々の努力や工夫に気付かせることができる。 

○昔は水をどのように得ていたかなど、水道の歴史を学ぶことができる。 

○事例を通して、水と自分たちとのかかわり方を学ぶことができる。     
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ねらい（２時間扱い） 

①水は、生活や産業等いろいろな場面で使われている大切な資源

であることを理解する。②蛇口から出る水がどこから来るのかを

調べることを通して、きれいな水に変わることに疑問を持ち、学

習問題を作り学習計画を立てる。 

 

学習の流れ①（例） 

（１）生活の中で水を使う場面につい

て話し合う 15分 

Cプールや使い終わった食器を家で洗

う時に使っています。 

C農家や工場でもたくさん使っていま

した。消防署も火を消す時に使ってい

ました。 

Tもし水が使えなくなったらどのよう

なことが起こりますか。 

C毎日当たり前のようにしていること

ができなくなります。お風呂に入れま

せん。料理もできません。 

 

 

 

（２）仙台市の水の使用量や水道検針

票から資源としての水の大切さにつ

いて考える。25分 

T仙台市で使われる水の割合や家庭で

使われる水の割合を示すグラフから

どんなことが読み取れますか。  

C一人１日 220Lも使っているなんて

とても驚きました。 

C仙台市全体でも家庭で使われている

水の割合はとても大きいことが分か

ります。 

Tいつも使っている水について疑問に

思うことはどんなことですか。 

Cこんなにもたくさんの水はどこから

送られてくるのでしょうか。 

（３）本時のまとめと次時の見通しを

持つ 10分 

C水は生活や産業など様々なところで

使われている大切な資源だというこ

とが分かりました。 

T次の時間は、水がどこからどのよう

に送られてくるのかを考え学習問題

をつくりましょう。 

わたしたちは、毎日どのくらいの水

を使っているのでしょうか。 

住みよいくらしをつくる 
P.６４－６５ 

 

｢家や学校、町の中では

どこで 水を使っている

のかな｣と問い、身近な

生活との関連に気づけ

るようにする。 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.32-33 単元のオリエンテーションを実施した後の、教

科書 P.34-37 とリンクした内容になっている。単元のオリエン

テーションでは、水道だけでなく、ごみしょり、電気、ガス等、

住みよいくらしをささえている仕組みや人々の働きについて児童

の問いをたくさん引き出したい。その上で単元のめあてを設定す

る。学習指導要領解説 P.53「安全で安定的に供給できるよう進め

られていることや,地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立

っていることを理解できるようにすること」とあるように、生活

を支える事業と自分とのつながりに気付くことができるようにし

関心を高めた上で「くらしを支える水」の学習に入りたい。 
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資料の活用の仕方 

・写真資料「先生の家に届いた検針

票」 

 使用料と使用料金に着目させ

る。普段はあまり意識せず使用し

ているが、水の使用にはお金がか

かっていることについて改めて知

ることで、その理由について考え

させたい。 

・円グラフ「仙台市で使われる水の

割合」 

 最も使用される量が多いのは家

庭での使用であることをおさえ、

改めて生活に欠かせないものであ

ることを実感させたい。加えて、こ

れだけのたくさんの量の水をどこ

からどのように送られているのか

について問いを持たせることで、

学習問題へとつなげていきたい。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

①ノート等の記述内容から、「飲

料水の使用と供給の現状について

理解しているか」を評価する。 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

②発言内容や学習計画の記述か

ら、「飲料水を供給する事業につい

て、予想や学習計画を立て、学習問

題を解決する見通しをもっている

か」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

普段の生活との密接な関連に気

づかせるようにし、水の必要性に

気づくことが出来るようにする。 

水道水の経路や、関わりのある

施設・設備、人の働きについて疑問

をもてるようにする。 

めあて 

わたしたちは、毎日どのくらいの水を使っているのでしょうか。 

 

 

 

 

・学校のプールや手洗いに… 

・農業や工業で… 

・消火活動で… 

まとめ 

水は、生活や産業のいろいろな場面で… 

大切なしげんであり… たくさんの水を… 

 

蛇口からの流れ 

学校の蛇口からどのような経路で水が

届けられているか、写真を活用して理解

する。蛇口や水道メーター等については、

自分の学校の写真を準備したり、実際に

見に行く活動をしたりすることで学習の

意欲向上につなげるようにしたい。 
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ねらい（５時間扱い） 

①②浄水場の見学を通して川の水をきれいで安心して飲める水に

する浄水場の仕組みや働きを理解する。③④浄水場では安全でき

れいな水を安定的に供給するためにたくさんの工夫をしているこ

とを理解する。⑤仙台市の水道の歴史的背景や上水道の整備が自

分たちの健康な生活の向上に役立っていることを理解する。 

 

学習の流れ⑤（例） 

（１）仙台市の水道の移り変わりにつ

いて疑問をもち、めあてをつかむ 10

分 

T仙台市で水道の供給が始まったのは

いつでしょう。 

C1923年です。 

C今から約 100年前です！ 

 

 

 

 

（２）「仙台市の水道のあゆみ」や仙台

市水道局の HPを調べて、計画的に改

善が進められたことについて話し合

う。25分 

T年表や写真資料、本文から、仙台市

の水道の広がりや歴史を調べ、話し合

いましょう。 

C四谷用水から昔は生活用水を取り入

れていたことが分かります。 

Cコレラという病気が流行ったことと

水道への要望が高まったこととはど

う関係しているのでしょうか。 

C長い年月をかけて水道を作り、維持

してきたんですね。 

T水道が整備されたことで、私たちの

生活はどのように変わったのでしょ

うか。 

C今の健康な生活はきれいな水をいつ

でも飲めることとつながっていると

思います。 

（３）本時のまとめをする。10分 

C浄水場ができる前は、水が足りなく

なったり、病気が流行ったりしたとい

うことが分かりました。 

C浄水場などの水道施設ができて、私

たちは健康な生活が送れるようにな

ったということが分かりました。 

 

じょう水場ができる前は、どのよう

にして水を手に入れていたのでしょ

うか。 

住みよいくらしをつくる 
P.６6－６7 

図「一般的なじょう水場の仕組み」 

写真は中原浄水場の写真を掲載。仕

組み図に対応した写真を確認しなが

ら、水がきれいになる流れを理解さ

できるようにする。二次元バーコー

ドを読み取ると中原浄水場の様子を

動画で見ることができる。 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.38-43 とリンクした内容になっている。教科書では①

浄水場の設備について②浄水場で働く人の工夫や願い③浄水場が

できる前はどうだったのか（水道の移り変わり）という流れで構

成されている。きれいな水を供給する仕組み、安定供給のための

関係機関の努力と連携から「事象や人々の相互関係」に着目し、

水道の歴史的背景から「時期や時間の経過」に着目する。社会的

事象の見方・考え方を働かせて学習問題について考えていくよう

にしたい。 
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資料の活用の仕方 

・本文「じょう水場の人のお話」 

浄水場で働く人々が工夫や努力

をしていることは何かを考える。

私たちの生命に欠かせない水を作

る上で、「安全」ということを一番

大切に考えていることに気づかせ

たい。 

・年表「仙台市の水道のあゆみ」 

仙台市の水道がどのように整備

されたのか、歴史の流れを年表で

調べる。当たり前にある水道が整

備されるまでに長い年月がかかっ

ていることを確認し、人々の苦労

や願いを考えさせたい。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

ノート等の記述や発言内容か

ら、①②「必要な情報を集め、読み

取り、浄水場で水をきれいにする

しくみについて理解しているか」

③④「自分たちが普段飲んでいる

水は、浄水場で働くたくさんの

人々の工夫や願いによって守られ

ていることについて理解している

か」⑤「仙台市の水道の歴史的背景

や、上水道の整備が自分たちの健

康な生活の向上に役立っているこ

とを理解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

⑤…昔と今を比較し、水の供給

の仕組みや安全性の違いに気付か

せ、現在の自分たちの生活と関連

づけて考えさせる。 

めあて 

じょう水場ができる前は、どのようにして水を手に入れていたの

でしょうか。 

 

 

 

 

＜水道の広がりと歴史＞ 

・長い年月をかけて… ・病気の流行が過去には… 

まとめ 

浄すい場が出来る前は… 

水道しせつが整ったおかげで… 

写真「四谷用水」 

昔は生活に必要な水を四谷用水

から取り入れていたことを写真

からつかませる。現在の水道が整

備される前のくらしの様子を想

像させたい。 
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本時のねらい 

必要な情報を集め、読み取ることを通して、ダムや水源林の働き

や水を安定して供給するために県内外の人が協力し合っているこ

とについて理解する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）ダムの様子を調べ、分かったこ

とについて話し合う。10分 

T資料を見て、気づいたことを話し合

いましょう。→資料「釜房ダムの場所」

「釜房ダム関連の水道局 YouTube」  

Cダムはとっても大きいのですね！ 

C釜房ダムは川の上流にあることが分

かります。 

Tダムにはどのような働きがあるので

しょうか。 

C水不足にならないようにためている

のだと思います。上流にあるのは理由

がありそうです。 

 

 

 

（２）ダムには、どのような働きがあ

るのか調べ、話し合う。15分 

C 川の水量を調節していると思いま

す。 

C水力発電をしています。 

T水不足にならないためにどのような

工夫をしているのでしょうか。 

C県と市が協力して、ほかのダムから

水をもらっています。 

（３）水源の森の働きについて調べ、

話し合う。15分 

Tダムのまわりの森にはどんな働きが

あるのでしょうか。 

C「緑のダム」と呼ばれていて、ダムと

同じように水をたくわえています。 

C水源の森を守るために、清掃活動を

おこなっているそうです。 

（３）本時のまとめをする。5分 

Cダムは水をためて、なくならないよ

うに水の量を調整している。 

C 森林には水をたくわえる働きがあ

り、環境を守る取り組みもしている。 

ダムやまわりの森には、どのような

働きがあるのでしょうか。 

住みよいくらしをつくる 
P.６8－６9 

 

二次元バーコード「仙台市内外の水

道施設」 

二次元バーコードを読み取ること

で、仙台市内外の水道施設の位置に

ついて確認する。仙台市内外の水道

施設と協力することも、安定的な水

道水の供給につながっていることを

理解する。 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.44-45とリンクした内容になっている。教科書では「犀

川ダム」を取り上げ、❶建設の目的❷ダムと水源の森の役割につ

いて❸県内の人々の協力について考えるように構成されている。

また、「3⃣県内のダムと水げんの森」の地図からは、社会的事象の

見方・考え方を働かせ、上流部分に住む人々の環境保全への願い

と下流域に住む人々の水源確保の願いを関連づけて考える場を設

定し、治水と利水、地域同士の協力を捉えさせるようにしている。

本書では釜房ダムを取り上げている。「仙台市の水がめ」と呼ばれ

る所以について、資料から考えさせたい。 

 

水道局公式 YouTube チャ

ンネルが開く。写真だけでは実

感できない規模感や地形の特

徴を美しい映像で確認するこ

とで理解を深めたい。 
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資料の活用の仕方 

・イラスト「ダムの役割」 

ダムがどのような働きをしてい

るか、予想をした後に確認する。ダ

ムがあることにより、水不足を防

ぐことができ、安定的な水道水の

供給につながっていることを理解

する。 

・写真「水源涵養林」 

水源涵養林の役割について理解

する。緑のダムが、水源の水を保つ

ことに役立っていることを理解す

る。 

・写真「清掃活動の人々」 

水源涵養林を保つために、清掃

活動を行う人々がいることをつか

む。人々の協力の必要性を考え、自

分たちの行動へとつなげられるよ

うにする。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

ノート等の記述や発言内容か

ら、「必要な情報を集め、読み取り、

ダムや水源林の働きや、水を安定

して供給するために県内外の人が

協力し合っていることについて理

解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

ノート等にまとめる際には、話

し合った内容を再度確認したり、

「水をためる、たくわえる」「量を

調整」「水源の森を守る取り組み」

等のキーワードを示したりして、

書かせるようにする。 

めあて 

ダムやまわりの森には、どのような働きがあるのでしょうか。 

                       ＜水げんの森＞ 

                       ・緑のダム… 

 

 

＜ダムの働き＞        

・水をためて… 

 

まとめ 

ダムは大量の水を…  水の量を調整して… 

森林には水をたくわえる働きが… 水げんの森を守るために… 

水道局公式 YouTubeチ

ャンネルが開く。環境を

守るための官民連携や、

昭和９年に竣工した歴

史あるダムについて映

像で確認できる。 
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ねらい（３時間扱い） 

①②水の流れについてまとめて話し合うことで、飲料水を供給す

る事業は、安全で安定的に供給する仕組みがつくられ、計画的に

改善が進められており、地域の人々の健康な生活の維持・向上に

役立っていることを理解する。③地域社会の一員としてよりよい

生活環境を考えることの重要性を理解するとともに、自分たちに

できることを考えたり、選択・判断したりして表現する。 

、 

 

学習の流れ①②（例） 

（１）学習問題について、これまで調

べたことを振り返り、話し合う。30分 

T小単元の学習問題と学習のキーワー

ドを振り返りましょう。 

C学習問題は「わたしたちが使う水は

どこでどのようにきれいにされ、送ら

れてくるのでしょうか」でした。 

C「浄すい場」「水質けんさ」「ダム」な

どです。 

 

 

 

C浄水場では様々な工夫をして水をき

れいにしていました。 

C多くの人たちの働きで、いつでも安

全な水を使うことができます。 

（２）学習のキーワードを用いなが

ら、水の経路や施設の働きを図にまと

め、話し合う。50分 

C水源の森は雨水をたくわえる働き、

ダムは水をたくわえたり川の水を調

節したりする働きがあります。 

C浄水場は、川の水をきれいにしたり

検査をしたりして、いつでも安全に飲

める水にしています。 

T水をつくり、届けてくれる施設の働

きと、わたしたちの生活とのつながり

について分かったことを話し合いま

しょう。 

C水や、浄水場で働く人や、ダムや水

道管を管理する人々の努力によって

私たちに届けられています。 

（３）本時のまとめをする。10分 

C浄水場やダムなどの施設や、多くの

人々の働きがあって、私たちはいつで

も安全できれいな水を使うことがで

き、そのおかげで健康な生活に役立っ

ています。 

 

水がどのようにつくられ送られてく

るのか話し合い、整理しましょう。 

住みよいくらしをつくる 
P.70－71 

🌟教科書活用のポイント🌟 
教科書 P.46-49とリンクした内容になっている。教科書では、私

たちの手元に水が送られてくるまでを整理した後で、いつでもき

れいな水を使えることの大切さについて確認し、限りある水を使

い続けるために自分たちにできることについて考える、という構

成になっている。教科書 P.49には「Edu Town SDGs」へのリン

クが掲載されており、ウェブサイト内の「目標６」から、世界の

水事情や自分たちができることの例などが閲覧できるため、是非

とも参考にしたい。少しずつグローバルな視点を持たせていくこ

とも大切である。 

 

水を再利用している施設 

水資源を無駄にしないように

取り組んでいる施設として「仙台

うみの杜水族館」を取り上げてい

る。身近にある施設でも、資源を

大切にしていることをつかませ

る。 
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資料の活用の仕方 

・イラスト「水の循環図」 

水がどのように循環しているの

か、図を用いて経路をたどるよう

にする。水はなくなるのではなく、

循環していることを理解する 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

①②図の記述内容から、「調べた

ことをまとめて、水道事業は水を

安全で安定的に供給できるよう進

められていることや、地域の人々

の健康な生活の維持と向上に役立

っていることを理解しているか」

を評価する。 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

③ノート等の記述内容や発言内

容から、「学習したことをもとに、

節水や水を大切に使うなど、身の

まわりの環境のために自分たちが

協力できることを考えたり、選択・

判断したりして表現しているか」

を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

自分たちにできることについて

考える際、まずは、家庭や学校生活

など身近な生活場面を想起させる

ことで考えをもちやすくする。ま

た、「水源の森を守ることが安定し

てきれいな水をつくることにつな

がるということを学んだので、環

境を守る清掃活動に参加したい」

など、学習したことをもとに表現

できるようにする。 

めあて 

水がどのようにつくられ送られてくるのか話し合い、整理しましょう。 

               ＜水をつくり、届けれくれる施設と

わたしたちの生活とのつながり＞ 

               ・管理する人々の努力が… 

               ・いつでも安全に… 

               ・大切な水を使い続けていくために

… 

             ・ 

まとめ 

飲料水をつくり、送っている施設の働きは… 

健康な生活のために… 

水の流れをまとめる 

学習してきたことを

関係図にまとめる。書

き出しの部分続きを

考える。文章でまとめ

ることで、水の循環の

イメージを持てるよ

うにする。 
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p.72 

◎都市ガスはどのように送られてくるのだろう 

・｢家や学校、町の中で都市ガスを使っているものにはどんなものがあるかな？｣「どの

くらい使っているのかな？」など、身近な生活の中から問題意識を持たせるようにす

る。 

・都市ガスはどこからやってくるのかを調べさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元名 

p.72 

①選択Ｂ 

くらしをささえる

都市ガス 

小単元 

の目標 

都市ガスを供給する事業について、供給の仕組みや経路
、県内外の人々の協力などに着目して、見学・調査した
り地図などの資料で調べたりしてまとめ、都市ガスの供
給のための事業の様子を捉え、その事業が果たす役割を
考え、表現することを通して、都市ガスを供給する事業
は、安全で安定的に供給できるように進められているこ
とや、地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立って
いることを理解できるようにするとともに、学習したこ
とを基に自分たちに協力できることを考えようとする。 

学習問題 
わたしたちが使う都市ガスは、どこでどのようにしてつくられ、送られてく

るのでしょうか。 

p.72 

◎ 都市ガスがとどく仕組み 
都市ガスの原料は何だろう 

・都市ガスのメーターでどのくらい都市

ガスを 使っているのかを調べる。 

・都市ガスに関する資料や都市ガス局の

ホーム ページを使って調べる。 

・都市ガス局の方にお話を伺ったり、都

市ガスのショールームや都市ガス工場

を見学したりする。 

・都市ガスが作られていく過程にたくさ

んの人々の工夫や努力があることにも目

を向ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.72 

 調べて分かったことをまとめ、発表し

よう。 

・図や写真などを活用し、分かりやすく説

明できるようにする。 

・都市ガスを作り出すためには他の県や国

の協力が不可欠であることも地図などを

活用してまとめる。 

 

 

 

p.72 

調べてまとめたことや他のグループの発表を聞いて分かったことから、都市ガス

の利用の仕方について考えよう。 
・都市ガスを節約することは資源の有効利用にもつながることに気付き、図や表を作る。 

・都市ガスに関わる人たちの安全に対する思いやシステムについて理解する。 

・都市ガスの使い方について考える。 

都市ガスはどこを通って

来るのかな？ 
 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

どんな人の工夫や努力があ

るのかな？ 

教科書の 

 活用 

○生活にとって欠かせない飲料水、電気、都市ガスから一つを選択して取り上

げる単元であることから、各校の実態に応じて適切に活用する。 

調べたり、考えたりしたこ

とを図や表などにまとめて

都市ガスの有効利用につい

て発信する。 
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p.73 

生活の中でどんなことに電気を利用しているのかを考え、電気がとどく仕組みを調べよ

う。 

・｢家や学校、町の中ではどんなことに電気を使っているのかな｣など、身近な生活の中

から問題意識を持たせるようにする。 

・スイッチを押したりコンセントに差し込んだりするとつながる電気はどこからやって

くるのか考える。 

・「電気がなかったらどうなるだろう？」など停電の時を思い出す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元名 

p.73 

①選択Ｃ 

くらしをささえる

電気 

小単元 

の目標 

電気を供給する事業について、供給の仕組みや経路、県
内外の人々の協力などに着目して、見学・調査したり地
図などの資料で調べたりしてまとめ、電気の供給のため
の事業の様子を捉え、その事業が果たす役割を考え、表
現することを通して、電気を供給する事業は、安全で安
定的に供給できるように進められていることや、地域の
人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを理
解できるようにするとともに、学習したことを基に自分
たちに協力できることを考えようとする。 

学習問題 
わたしたちが使う電気は、どこでどのようにしてつくられ、送られてくるの

でしょうか。 

p.73 

◎ 電気はどのようにつくられるのだろう

。 
・電気をつくり出すために、いろいろな発電方

法があることにも目を向けさせる。 

・火力発電が最も多いことに気付かせる。 

◎ 電気がとどく仕組み 

・学校の電気メーターや繋がっている電線を

実際に見学に行くとよい。 

・「東北電力でんきアドベンチャー」のホーム

ページで詳しく調べることができる。 

・定期的に点検され、いつでも安全に利用で

きていることを捉えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.73 

調べて分かったことをまとめて発表し

よう。 

・フロー図を活用したワークシートなどを用

意してまとめる。 

・電気が作られていく過程にたくさんの人々の

工夫や努力があることにも目を向ける。 

・電気に関しては難しい言葉が多く出てくる

のでクロームブック等を使い図や写真を活

用し、分かりやすく説明できるようにする

。 

 

 

p.73 

調べてまとめたことや他のグループの発表を聞いて分かったことから電気の利用

の仕方について考えよう。 
・近年では、省エネを心掛け、人々が節電の努力をしていることに気付く。 

・節電をすることは限りのある資源の有効利用にもつながることに気付き、節電を呼び

かけるポスターを描いたり、自分にできることを考えたりする。 

電線を伝わってくるのかな

？ 
 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

停電の時大変だったよ！ 

教科書の 

 活用 

○生活にとって欠かせない飲料水、電気、ガスから一つを選択して取り上げる

単元であることから、各校の実態に応じて適切に活用する。 

 

調べたり、考えたりしたことを

図や表などにまとめて電気の有

効利用について発信する。  
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本時のねらい 

選択 B：自分たちの生活とガスの関わりについて考え、安全で安

定的にガスを供給する事業の役割について理解する。 

選択 C：自分たちの生活と電気の関わりについて考え、安全で安

定的に供給する事業の役割について理解する。 

 

学習の流れ C（例） 

（１）自分たちの生活と電気との関わ

りについて話し合う。 

T１日の生活で電気を使ったものを挙

げてみましょう。 

Cテレビ、冷蔵庫、ゲーム機などです。 

Cまちには電車、信号機もあります。

工場や会社、学校でも使っています。 

Tもし、電気が使えなくなったらどう

なるでしょうか。 

C冷蔵庫が使えないと、食べ物が腐っ

てしまいます。 

 

 

 

 

（２）発電のしくみや発電経路につい

て調べる。 

T発電にはどんな種類がありますか。 

C火力、水力、原子力があり、特に火

力が多いようです。 

Tどうやって届けられるのでしょう。 

C発電所、送電線、変電所を経て、私

たちのところに届けられます。 

T資料をもとに、それぞれの発電方法

の特徴と課題について調べましょう。 

C火力発電は、燃料を外国に頼ってい

て多くの二酸化炭素を出すことがわ

かりました。 

（３）再生可能エネルギーについて調

べる。 

C自然をエネルギーにしていて、二酸

化炭素を出さないという利点があり

ます。 

（４）電力の安定供給と持続可能な電

力の在り方について考える。 

C再生可能エネルギーがさらに増える

とよいと思いますが、まずは、省エネ

を心がけることも大事だと思います。 

 

わたしたちのくらしを支えている電

機は、どこから、どのように送られ

てくるのでしょうか。 

住みよいくらしをつくる 
P.72－73 

 

グラフ「燃えたときの二酸化 

炭素の発生量の比較」 

天然都市ガスは燃えたとき 

の二酸化炭素発生量が石炭、 

石油に比べて少ないことに気 

付かせるようにする。 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.50-53 とリンクした内容になっている。学習指導要領

解説 P.57「内容の取り扱い」に「飲料水,電気,ガスの中から選択

して取り上げること」とあるように、事例について選択すること

となっている。本書では教科書同様、水道事業を取り上げた場合

の事例を詳しく挙げているが、電気・ガスについても事例として

取り上げることができるため、参考にしたい。 

 

コンピュータによって２４時間管理

されていることを写真により確かめ

る。「都市ガスはどこを通ってくるの

か」について考える際に、写真を活用

したい。地中にある都市ガス管を通

り、都市ガスが運ばれていることを

捉える。 
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資料の活用の仕方 

参考資料 

・ＬＰ都市ガス 

日本ＬＰ都市ガス協会のホーム

ページに資料があるので参考にし

たい。http://www.j-lpgas.gr.jp/ 

・東北電力「でんきアドベンチャー」

https://www.tohoku-

epco.co.jp/kids/ 

電気の作り方や送られてくる仕

組みを調べることができる。 

・その他 

※新仙台火力発電所 

022－366－1331 

※三居沢電気百年館 

022－261－5935 

※女川原子力ＰＲセンター  

0225－53－3410 

めあて 

わたしたちのくらしを支えている電機は、どこから、どのように送ら

れてくるのでしょうか。 

 

 

 

 

＜発電のしくみや発電経路について＞ ＜発電の課題について＞ 

・                  ・ 

まとめ 

発電所でつくられた電機は… 発電所 送電線 変電所… 

しょうらいを考えて、再生可能エネルギーについて… 

グラフ「電源別発受電電力量」 

日本の発受電の中でも火力発

電が最も多いことに気づか

せ、新仙台火力発電所の場所

を巻末の地図資料「仙台のよ

うす」で確認する。 

 

 
電力会社の人の話 

電気を安定供給するために定

期的に点検していることにつ

いて理解する。また、写真か

ら、作業には危険が伴うこと

に気づき、生活を守るための

人々の努力についても考え

る。 

 

写真「再生可能エネルギー」 

再生可能エネルギーについて 

意味を調べる。校舎に太陽光パ

ネルが設置されている場合は

見学することも考えられる。 

 

図「電気がとどくしくみ」 

例としてテレビを取り上げる。

各家庭のコンセントまで、電気

がどのように流れて来るかを

図から読み取ったり、地域に変

電所や送電線がないか調べた

りする。 

 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

選択 B：発言内容やノート等の記

述内容から、「必要な情報を集め、

読み取り、ガス供給の方法や、それ

ぞれの課題について理解している

か」を評価する。 

選択 C：発言内容やノート等の記

述内容から、「必要な情報を集め、

読み取り、電力供給の方法や、それ

ぞれの課題について理解している

か」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

B…生活とガスとの関わりを考

える際、生活のどのような場面で

使っているかを想起させ、実生活

との密接な関連を実感させる。 

C…火力発電と原子力発電の課

題を踏まえて、再生可能エネルギ

ーの特徴を見いだすようにする。 

- 91 -

http://www.j-lpgas.gr.jp/
https://www.tohoku-epco.co.jp/kids/
https://www.tohoku-epco.co.jp/kids/
https://www.tohoku-epco.co.jp/pr/miyagi/new_sendai.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/pr/miyagi/sankyozawa.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/pr/miyagi/onagawa.html
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p.74～p.75 

◎ ごみについて調べてみよう。 
・家庭や学校から出たごみを調べ、ごみの種類の違いやごみの量の多さに注目させる。 

◎ 集積所の様子を調べよう。 
・家庭で使用するごみ袋や集積所の様子からごみの収集の仕方に興味・関心を持たせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元名 

p.74～83 

②選択Ａ 

ごみと住みよいく

らし 

小単元 

の目標 

廃棄物を処理する事業について、処理の仕組みや再利用
、県内外の人々の協力などに着目して、見学・調査した
り地図などの資料で調べたりしてまとめ、廃棄物の処理
のための事業の様子を捉え、その事業の果たす役割を考
え、表現することを通して、廃棄物を処理する事業は、
衛生的な処理や資源の有効活用ができるように進められ
ていることや、生活環境の維持と向上に役立っているこ
とを理解できるようにするとともに、学習したことを基
にごみの減量のために自分たちが協力できることを考え
ようとする。 

学習問題 
わたしたちの生活から出たごみは、どのようにして処理されているのでしょ

うか。 

p.76～77 

◎ 家庭ごみのゆくえをさぐろう。 

・清掃工場を見学する計画を立てる。 

・清掃工場における処理の仕方、環境への配

慮、再利用について、他地域とのつながり

、働く人の様子を調べる。 

◎ 家庭でいらなくなった資源物の ゆ

くえをさぐろう。 

・資源化センターにおける、リサイクルの仕方

やどんなものになるのかを調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.78 

◎ ごみの問題について考えよう。 
・「仙台市の１人１日あたりの家庭ごみの排

出量と人口の変化」のグラフから、人口は

増加しているがごみの量は少しずつ減って

きていたことを読み取る。 

・2011年にごみの量が増えた理由を考える（

東日本大震災があったため）。 

・仙台市のごみを減らす取組について知る。 

 

 

p.79 

◎ 自分たちにできることを考えよう。 
・これまでの自分の経験やごみを減らす３つのポイント（リ

デュース・リユース・リサイクル：３Ｒ）を視点としてご

みの量を減らすために自分ができることを話し合う。 

・自分たちが考えたごみを減らす工夫について紹介し、ごみを

減らすためにできることを話し合う。 

（例）・プリントの再利用をする。 

   ・再生品を積極的に使う。・ポスターで呼び掛ける。 

・ごみの量を減らすために、自分のできることをノート

に文章で表現する。 

なぜ、ごみの種類ごとに集め

る日を決めているのかな？ 

 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

集めたごみは、どこへ行く

のだろう？ 

教科書の 

 活用 

○生活にとって欠かせない飲料水、電気、ガスか

ら一つを選択して取り上げる単元であることか

ら、各校の実態に応じて適切に活用する。 

 

※見学活動後は、調べて分
かったことをノートや新
聞にまとめることが考え
られる。その際に「清掃
工場の仕組み」「ごみを
処理する際に出る熱の再
利用について」「他地域
とのつながり（最後に残
った灰は、埋め立て処分
場へ運ばれることなど）
」についてまとめる。 

ごみの処理についての工
夫や協力が、自分たちの健
康的な生活や住みよい環境
の維持に役立っていること
を理解する。 
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ねらい（２時間扱い） 

①分別表やごみの量、ごみ置き場の写真を見て、出し方のきまり

や現状について理解する。②ごみのゆくえを考えることを通して、

学習問題をつくり、予想して学習計画を立てる。 

 

学習の流れ②（例） 

（１）ごみの収集の様子や収集車、ご

みの行き先の写真などを見て調べ、ご

みのゆくえについて問いを見いだし、

学習問題をつくる。15分 

 

 

 

 

T「家庭ごみ収集作業の様子」の写真を

見て分かることや、疑問に思うことは

ありますか。 

C市で決められた袋に入ったごみを集

めています。 

Cトラックはどこに向かうのでしょう

か。運ばれた後はどうなるのかな。 

（２）学習問題の予想を立て、話し合

う。30分 

Tみなさんの疑問をまとめて「わたし

たちの生活から出たごみは、どのよう

にして処理されているのでしょう

か。」という学習問題ができました。予

想を立て、話し合いましょう。  

C燃えるごみは一気に集めてから燃や

しているのではないでしょうか。 

C分別しているから、運ばれた後でご

みを処理する方法が違うのだと思い

ます。 

（３）学習計画を立てる。10分 

T学習問題を解決するために、何をど

のようにして調べたりまとめたりし

ていきますか。 

Cごみの種類による処理のしかたや工

夫について、清掃工場やリサイクルプ

ラザに実際に見学に行って調べたい

です。 

C工場の方にインタビューをして、ご

みの処理の仕方や工夫について詳し

く調べたいです。 

 

わたしたちが出したごみのゆくえに

ついて話し合い、学習問題をつくり

ましょう。 

住みよいくらしをつくる 
P.7４－7５ 

 

日常生活の中で、いつ

どんな時にごみを出

したか思い出したり、

実際に出たごみを確

かめたりして話し合

う。 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.54-57とリンクした内容になっている。教科書では、ま

ず岡山市の分別表や岡山市のごみの量、地域にあるごみ置き場の

写真を見て、出し方のきまりや現状について理解する。その後で、

ごみのゆくえについて考えることを通して学習問題をつくる、と

いう構成になっている。教科書 P.55 右下二次元バーコードから

「学習のはじめに見てみよう（動画）」「ごみ調べカード、市のご

みの量（ワークシート）」が用意されているので、実態に合わせて

使用したい。分別の必要性を考えるようにすることで、目的に応

じた効率的な処理のしかたに目を向け、追究していくようにする。 
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資料の活用の仕方 

・学び方コーナー 

家庭や学校からでるごみの種類

や量について調べ、表などにまと

める。調べる際には、個人のプライ

バシーに十分に配慮をする。 

・写真「収集日を知らせるステッカ

－」 

学校、家庭、地域のごみ集積所

と、調べる範囲を広げ、この先はど

うなっているのかという課題につ

なげていく。集積所の看板などか

ら、地域やごみの種類によって、収

集日や出し方に違いがあることを

捉える。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

①ノート等の記述内容や発言内

容から、「家庭から出されるごみに

着目し、ごみは決められた日に分

別して集められていることを理解

しているか」を評価する。 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

②ノート等の記述内容や発言内

容から、「ごみ処理のしかたに疑問

をもち、問いを見いだしているか」

を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

全て一か所でまとめて処理する

のではなく、ごみの種類によって、

それぞれ行き先が違うことに着目

し、ごみのゆくえについて疑問を

もてるようにする。 

めあて 

わたしたちが出したごみのゆくえについて話し合い、学習問題を

つくりましょう。 

              収集作業の様子からわかること・疑問 

                ・決まった日に… 

                ・指定の袋で… 

                ・どこに運ばれてどうやって… 

学習問題 

わたしたちの生活から出たごみは、どのようにして処理されているの

でしょうか。 

＜学習計画＞ 

・清掃工場に見学に… ・ごみの種類と処理の仕方は… 

調べたことを基

に、家庭や学校

から出たごみの

行方について問

いを見いだし、

学習問題を作り

たい。その後、学

習問題に対する

予想を立てるこ

とで清掃工場の

見学に意欲を持

たせる。  
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ねらい（４時間扱い） 

①②清掃工場の見学を通して、ごみを処理する仕組みがあること

について理解する。③④資源化物や粗大ごみなどのリサイクルに

ついて調べることを通して、ごみの再生・再利用の取り組みにつ

いて理解する。 

 

学習の流れ①②（例） 

（１）前時までの学習を振り返り、本

時のめあてを確認する。５分 

T集められたごみはどこへ運ばれてど

うなるのでしょうか。 

C清掃工場で燃やされていると思う。 

 

 

 

（２）清掃工場で見学してくることを

見学のしおりやノート等に整理する。

15分 

（３）清掃工場を見学してわかったこ

とを整理する。55分 

T見学をしてどのようなことが分かり

ましたか。 

Cごみピットに落としたごみを。クレ

ーンで運び焼却炉に入れていました。 

C燃やす時に出る余熱は、温水プール

施設で利用されていました。 

T見学をして、新たに疑問に思ったこ

とはありますか。 

Ｃ燃やした後に出る不燃物や灰はど

うなるのでしょうか。 

（４）ごみを燃やして処理する理由を

考え、話し合う。10分 

Ｔどうして燃やして処理をするので

ようか。 

Ｃかさが小さくなるので、場所が節約

できるからだと思います。 

Ｃにおいや病気の原因を取り除くこ

とができ衛生的だからだと思います。 

（５）本時の内容を振り返り、まとめ

る。５分 

Cコンピュータを使って、環境に配慮

しながらごみを燃やしていることが

分かりました。C燃やすのは、かさを

減らすだけでなく、衛生的に処理して

いることがわかりました。 

せいそう工場では、ごみをどのよう

にもやしているのでしょうか。 

住みよいくらしをつくる 
P.76－77 

 葛岡工場で働く人の話 

周辺の住民や環境に配

慮した燃やし方、ごみ

を燃やした熱を発電や

プールなどに利用して

いることなどを捉え

る。蒸気タービン発電

機で作られた蒸気は１

基あたり、最大 4、500

ｋＷ発電する。 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.58-63とリンクした内容になっている。教科書では、❶

清掃工場でどのようにごみを燃やしているのか❷燃やす時や燃や

した後どのような工夫をしているのか❸粗大ごみや資源化物はど

う処理しているのか、という流れで構成されている。教科書 P.58

には見学メモの例、P.59 右下二次元バーコードには、「見学カー

ド」のワークシートが示されている。見学して分かったこと、考

えたことと資料を対応させることができるように、「まず、どこか

らごみが入ってくるのかな。」「次はどこに送られていくのかな」

などの声掛けをして、理解を深めていきたい。 
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資料の活用の仕方 

・図「家庭ごみの処理の仕組み」 

見学の際には、実際に集められ

たごみの量や種類の多さを、実感

できるようにする。処理に当たっ

ては、コンピュータで集中管理し

ているなど、安全に配慮している

ことを理解する。 

・絵地図「ごみしょりしせつのある

ところ」 

自分たちの地域のごみは、どこ

の処理施設に運ばれるのかを確か

める。現在、埋立処分場は富谷市の

石積（いしづもり）にある。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

①②見学の記録や発言内容か

ら、「必要な情報を集め、清掃工場

の燃えるごみを処理するしくみや

工夫について理解しているか」を

評価する。③④見学の記録や発言

内容から、「必要な情報を集め、粗

大ごみや資源化物を再利用するし

くみや人々の協力の大切さなどに

ついて理解しているか」を評価す

る。 

👀指導のポイント・留意点👀 

地域の身近な資源回収を行って

いる場所の写真を示す等すること

で、リサイクルが自分たちの生活

に根差しており、より身近なこと

として捉えることができるように

する。 

めあて 

せいそう工場では、ごみをどのようにもやしているのでしょうか。 

＜見学してくること＞             ＜分かったこと＞ 

・しゅう集者の数                ・ 

・しょりのしかた                ・ 

・機械が…                   ・ 

・働いている人が… 

 

              

まとめ 

コンピューターを使い… かんきょうに気を付けながら… 

なぜもやすのかというと… もやした時の熱を使って… 

「廃かん電池類」のゆくえ 

手作業で細かく分別し、それぞれの材質に合

わせて、リサイクルやリユースされることに

なる。手間が掛かるのに、それを行う理由な

どを考える。 

 

 平成 20年 10月１日から市内全域で月２回

の無料回収が始まった。それまでは、家庭ご

みとして捨てられることが多かったことを

おさえる。 

雑紙をリサイクルする意義 

についても改めて確認さする 

- 97 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい（４時間扱い） 

①②ごみの処理方法の変化により公衆衛生が改善してきたことや

ごみ処理にかかる新たな課題について理解する。③学習してきた

ことを図にまとめることを通して、ごみ処理の事業が生活環境の

維持と向上に役立っていることを理解する。④地域社会の一員と

して、ごみの処理に関して自分たちにできることを考え、ごみの

減量や資源の再利用などの取り組みに協力しようとする。 

 

学習の流れ①②（例） 

（１）ごみ処理の移り変わりについて

気づいたことを話し合う。５分 

T ごみ処理の仕方が、教科書 P.64 の

ように、70 年ほど前と同じだと困る

ことがあるのでしょうか。 

C一度に集めたら処理しきれないので

はないでしょうか。 

 

 

 

 

（２）ごみ処理の移り変わりについて

調べ、話し合う。40分 

T 2011年は東日本大震災があり、そ

の影響でたくさんのごみが出ました。 

C震災の影響を受けた後も、ごみ減量

に向けて、努力してきたから排出量が

減ってきたのでしょうか。 

Cルールを守って出すことはとても大

事だけれど、家庭ごみの中にはまだ資

源になるものも含まれていることが

分かります。 

C「食品ロス」ということも問題視され

ていることを知りました。  

（３）ごみの処理が抱える新しい問題

について調べ、話し合う 35分 

Cごみの処理には費用がかかるし、仙

台市のごみを埋め立てる場所が富谷

市にしかないということは大きな問

題だと思います。 

Cスマートフォンなど、処理の難しい

ごみが増えているそうです。また、外

国の人にも分かるよう、ごみの出し方

を知らせる取り組みもあるそうです。 

（４）本時のまとめをする。10分 

Cごみ処理の方法が変化して、今はと

ても衛生的になりました。ごみ処理の

課題は生活と深く関係しています。 

ごみしょりはどのようにうつり変わ

り、新たにどのような課題が生まれ

ているのでしょうか。 

住みよいくらしをつくる 
P.78－79 

 

グラフ「1人 1日あたりの家庭ごみ排 

出量と人口の変化」 

２０００年から始まった「仙台市ごみ

減量大作戦」により、２０１０年までは

ごみの量は順調に減ってきた。しかし、

東日本大震災で、ごみの量が増加した。

ごみの減量を目指すために、市民一人一

人が自分のできることに取り組むこと

が大切であることに気づき、次ページの

学習につなげるようにする。 

 

🌟教科書活用のポイント🌟 
教科書 P.64-69とリンクした内容になっている。教科章では、❶

ごみ処理の移り変わりと課題について考え、❷ごみ処理の流れに

ついて図にまとめ、❸自分たちにできることを考え、話し合う、

という構成になっている。教科書 P.64 では、昔と今のごみの集

め方と処理の仕方を比べることで、衛生的になったことに気づか

せる資料があるため、活用したい。また、教科書 P.67には「まと

めるワークシート」が用意されている。ごみ処理や資源化物の流

れに沿って図にまとめることで、多くの人の協力によって、今の

生活が成り立っていること捉えさせたい。 
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資料の活用の仕方 

・仙台市ごみ減量リサイクル情報総

合サイト「ワケルネット」 

http://www.gomi100.com/ 

・仙台市ホームページ「くらしのガ

イド－ごみの出し方」 

https://www.city.sendai.jp/kura

shi/machi/genryo/gomi/index.ht

ml 

・見学できるごみ処理施設 

今泉工場（022-289-4671） 

葛岡工場（022-277-5399） 

松森工場（022-373-5399） 

葛岡資源化センター 

（022-277-8310） 

松森資源化センター 

（022-374-8853） 

本時の評価と指導 
👀知識・技能👀 

①②ノート等の記述等から「必要な情

報を読み取り、ごみの処理について現在

にいたるまでに衛生的に処理する仕組

みがつくられ、計画的に改善されてきた

ことやごみ処理にかかる新たな課題に

ついて理解しているか」を評価する。 

③作成した図等から「衛生的な処理や資

源の有効利用ができるように進められ

ていることや、それらは地域の人々の生

活環境の維持と向上に役立っているこ

とを理解しているか」を評価する。 

④「ごみを減らすために様々な人々が協

力していることをふまえ、自分もごみ減

量のためにできることを考えようとし

ているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

ごみを分別することにより、資源化物

が増え、ごみの減量や衛生的な処理につ

ながることに気づかせたい。また、生活

スタイルの変化により、新しい課題も起

きていることにも気づかせたい。 

めあて 

ごみしょりはどのようにうつり変わり、新たにどのような課題が

生まれているのでしょうか。 

                  ＜ごみ処理の課題＞ 

                 ・ルールを守らない人が… 

                 ・新しい処分場は… 

                 ・処理がむずかしいごみ… 

＜ごみしょりのうつり変わり＞ 

・分別をしたりリサイクルしたりして… 

まとめ 

現在は衛生的に処理され… 一方で課題としては… 

さらにごみを減らすために市では… 

児童一人一人ができることを考

えるとともに、実際に行動する

ことが大事であることを理解す

る。学校でできることや家庭で

できることを、小さな活動であ

っても、続けていくことが大切

であることに気づかせたい。 
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本時のねらい 

使われた水のゆくえについて考えることを通して、学習問題をつ

くり、予想して学習計画を立てる。 

 

学習の流れ（例） 

（１）家庭や学校で水を使用する場面

を想起し、使われた水のゆくえについ

て疑問を発表し、学習問題をつくる。

15分 

 

 

 

 

Cお風呂やトイレ、洗濯などで毎日た

くさんの水を使っています。 

C家庭で使われる水はお風呂が一番多

いことがグラフから分かります。 

C排水管を通って流れていく水は汚れ

ているけど、どこに流れていくのでし

ょうか。 

（２）学習問題の予想を立て、話し合

う。20分 

Tみなさんの疑問をまとめて「わたし

たちの生活から出るたくさんの下水

は、どのようにしょりされているので

しょうか。」という学習問題ができま

した。予想を立て、話し合いましょう。 

C下水道というのを聞いたことがあり

ます。マンホールは下水道管につなが

っています。 

C浄化センターというところにつなが

っているということが分かりました。

薬を使ってきれいにしているのでし

ょうか。 

（３）学習計画を立てる。10分 

T学習問題を解決するために、何をど

のようにして調べたりまとめたりし

ていきますか。  

C南蒲生浄化センターに行って、汚水

を処理するしくみについて調べたり、

工場で働く人にインタビューしたり

したいです。  

わたしたちが使った水のゆくえにつ

いて話し合い、学習問題をつくりま

しょう。 

住みよいくらしをつくる 
P.80－81 

 

グラフ「仙台市で使われる水の割合」「家庭で使

われる水の割合」 

家庭で多くの水が使われていることに気付かせ

る。日常生活の中で使った水がどこに流れていく

のかを考えさせる。 

 

※平成 12年度「仙台市下水道基本計画」に基づ

き下水道の改善が進められている。平成 16年度

からは、全戸水洗化を進めており、平成 25年度

末の普及率は 99.5％となっている。現在、下水

道の処理区域内でも約 0.3％（約 2,000 世帯）

が未水洗となっている。（令和 4 年 4 月 1 日時

点） 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.70 とリンクした内容になっている。学習指導要領解説

P.57「内容の取り扱い」に「ごみ,下水のいずれかを選択して取り

上げること」とあるように、事例について選択することとなって

いる。本書では教科書同様、廃棄物を処理する事業のうち、ごみ

の処理を取り上げた場合の事例を詳しく挙げているが、下水につ

いても事例として取り上げることができるため、参考にしたい。

教科書 P.70に写真「下水道管の中の様子」「葛西水再生センター」

が掲載されているが、仙台市には、「仙台南蒲生浄化センター」が

あり、仙台市内の汚水の約 70％をきれいにして海に放流してい

る。見学プランも用意されているため、実態に応じて活用したい。 
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資料の活用の仕方 

・グラフ「仙台市で使われる水の割

合」「家庭で使われる水の割合」 

家庭で多くの水が使われている

ことに気づかせる。日常生活の中

で使った水がどこに流れていくの

かを考えさせる。 

・写真「洗濯の様子」 

児童にとって身近な場面として

例示している。このほかにもたく

さん考えられるので、児童が話し

合うきっかけとして活用する。 

・写真「汚水マンホ－ルのふた」 

たくさんの汚水が地上にあふれ

ることなく流れていく理由を考え

る。写真のような大きなポンプ場

のほかに、マンホールポンプ場と

いう小さなものが多数ある。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

ノート等の記述や発言内容か

ら、「使われた水のゆくえについて

疑問をもち、問いを見いだしてい

るか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

「南蒲生浄化センターパンフレ

ット」には、南蒲生浄化センターの

施設概要の詳細だけでなく、微生

物のはたらきによって水がきれい

になっていく様子なども掲載され

ている。見学前後に有効に活用す

ることで、児童の関心を高めるよ

うにしたい。 

めあて 

わたしたちが使った水のゆくえについて話し合い、学習問題をつ

くりましょう。 

＜使った水はどこへ行くのだろうか＞ 

・下水管を通って… 

・ 

学習問題 

たしたちの生活から出るたくさんの下水は、どのようにしょりされて

いるのでしょうか。 

＜予想＞           ＜学習計画＞ 

・浄化センターで…      ・南蒲生浄化センターへ見学に… 

・薬を使って…？       ・工場で働く人に… 

※仙台市の下水道は、藩政時代、城下町

の中を巡らせた「四谷用水」に始まる。近

代的下水道は、明治 32 年、ヨーロッパ

の下水道施設に学び建設が始まった。東

京・大阪に次いで全国 3番目。しかし、

当時はまだ、広瀬川・梅田川に直接流 

していたため、水質汚濁が進んだ 
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本時のねらい（２時間扱い） 

下水の処理や再利用の仕組みについて、資料から調べ、仙台市で

は下水を安全かつ衛生的に処理したり再利用したりして、地域の

人々の生活の環境の維持と向上に役立てていることを理解する。 

 

学習の流れ（例） 

（１）前時までの学習を振り返り、本

時のめあてを確認する。５分 

T使われた水はどこへ運ばれてどうな

るのでしょうか。 

C浄化センターできれいにしているの

だと思います。 

C 

 

 

（２）浄化センターで見学してくるこ

とを見学のしおりやノート等に整理

する。15分 

（３）浄化センターを見学してわかっ

たことを整理する。55分 

T見学をしてどのようなことが分かり

ましたか。 

C微生物の力を借りて、水をきれいに

していることがわかりました。 

C地下鉄東西線が入るくらいの下水管

があることが分かりました。 

C仙台市の下水道管を1本につなげる

と約 5000kmもあるそうです。 

T見学をして、新たに疑問に思ったこ

とはありますか。 

Ｃ下水道管が壊れてしまったら、どう

やって直すのでしょうか。 

（４）学習したことを踏まえて、自分

たちにできることについて考える。15

分 

C下水が浄化センターに着いてからき

れいになるまでには長い時間がかか

るため、一度に多くの汚れた水を出さ

ないように気をつけたいです。 

C下水道管が詰まってしまうと、汚水

が流れなくなってしまい、まちの衛生

環境を保てなくなるので、台所から生

ごみや油を直接流さないようにしま

す。 

 

住みよいくらしをつくる 
P.82－83 

🌟教科書活用のポイント🌟 

教科書 P.71とリンクした内容になっている。「東京都下水道局の

北村さんの話」では、大量の使用された水を 24時間 365日交代

で働きながら、休みなくセンターを動かして汚れた水をきれいに

して川や海が汚れないようにしていることについて伝えている。

仙台市では、本書 P.83に掲載のとおり、「くらしと下水道」とい

うパンフレットが毎年 4学年児童に配付され、下水道のはたらき

について詳しく学ぶことができる。仙台市 HP 内の「下水道ポー

タルページ」も参照し、児童の関心を高めながら学習を進めてい

けるよう効果的に各種資料を活用したい。 

使われた水はどのようにしょりされ

るのでしょうか。 
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資料の活用の仕方 

・写真「浄化センターの様子」 

浄化する工程のうち、代表的な

工程を示してある。施設全体の写

真と、下の絵図を照らし合わせな

がら仕組みについて考えるとよ

い。 

  

・広瀬川浄化センター 

（〒青葉区折立 3-20-2） 

仙台市では広瀬川の環境を守る

ために、「広瀬川の清流を守る条

例」により汚染された排水の広瀬

川への放流を禁止している。広瀬

川浄化センターは、条例を守る性

能を備えて、平成 5 年に供用を開

始した。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

発言内容やノート等の記述内容

から、「必要な情報を集め、読み取

り、仙台市では下水を安全かつ衛

生的に処理したり、再利用したり

して地域の人々の生活環境の維持

と向上に役立てていることを理解

しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

各種資料を関連付けて調べるこ

とが難しい児童に対しては、下水

の処理の流れを図に矢印を書き込

むなどして、その仕組みの概要を

捉えられるようにする。 

パンフレット「くらしと下水道」

はデジタルでも閲覧できる。 

めあて 

使われた水はどのようにしょりされるのでしょうか。 

＜しょりの仕組み＞ 

・微生物の力で…  

                      ・ 

 

 

＜働く人の努力や工夫＞     ＜わたしたちにできること＞ 

・24時間体制で…        ・汚れた水を… 

まとめ 

汚れた水は微生物に力で…  まちのえいせいを… 

排水する川や海を守りながら… 

写真「水質検査」 

川に放流する前に

は、水質検査を行い、

環境への配慮をして

いることをしっかり

と捉えさせる。 

 

浄化センターの人の話 

働く人の努力や環境へ

の配慮などをとらえる。

また、汚水の処理後、汚

れや泥が残ることから、

それらも埋め立てる必

要があることを理解す

る。 
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p.84、85  

◎ 仙台市で今までに起きた自然災害   ◎東日本大震災の発生 

◎ 地震とわたしたちのくらし 
 ・写真や新聞記事を活用し、過去に市内で発生した地震や大雨の恐ろしさに目を向け、小単元

の学習への関心を高める。 

  ・東日本大震災によってどんな被害を受けたか、人々の生活にどんな影響があったかなどを、

話し合う方法も考えられるが、現在も心のケアが必要な児童がいることを考え、十分に配慮して

授業を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小単元名 

p.84～91 

自然災害からくら
しを守る 
～地震からくらし
を守る～ 

 
 
 
小単元の 

 目標 

自然災害から人々を守る活動について、過去に発生した
地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、聞き
取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして
まとめ、災害から人々を守る活動を捉え、その働きを考
え、表現することを通して、地域の関係機関や人々は、
自然災害に対し、さまざまな備えをしていることを理解
できるようにするとともに主体的に学習問題を解決しよ
うとし、日頃から必要な備えをするなど、自分たちにで
きることを考えようとする。 

学習問題 
地震からわたしたちのくらしを守るために、だれがどのようなことをしてい

るのでしょうか。 

p.87 

◎ 家庭や学校・通学路でそなえて
いること 

 非常持ち出し袋や家具の転倒防止のための

つっぱり棒など、家庭で備えていることを調べ

る。また、防災備蓄倉庫を見学し、学校が避難

所になった場合を考えて、準備していることを

捉える。 

p.88 

◎仙台市の取り組み 
仙台市では東日本大震災を受けて、津波へ

の対策を進めている。いくつもの対策を組み合

わせる多重防御を行っている理由を考えること

で、安全にくらせるまちづくりを進めているこ

とを理解する。 

p.89 

◎関係の協力、救助・救援活動 

  仙台市役所を中心とした地震や津波が起きた

時の連絡の仕組みを図にまとめている。関係機

関が協力して救助・復旧作業に当たっているこ

とを捉える。 

地震の発生後には、自衛隊員や消防署員、水 

道局・ガス局の人など、たくさんの人たちが 

救助や救援、復旧工事に取り組んだことを理解

する。 

 

 
p.90 

◎ 地域の協力の様子について調べよ
  う 
 連合町内会長さんの話を読み、地域での活

動の様子を読み取る。また、東日本大震災の

際には日本各地、世界各地から救援の手が差

し伸べられたことを理解する。 

 
p.91 
◎トピックス 

「むかしからの言い伝え」 
 地域にある災害の歴史を知る。 
 

※仙台市役所のホームページ→市政情報→と

もに、前へ→全国の皆様→フォトアーカイブ

のページに東日本大震災関連の写真が保存さ

れている。復興の様子についての写真もある

ので、ぜひ活用したい。 

 

p.91 

◎ 地震の被害を少なくするために、どんなことができるだろう 

 各校にある防災備蓄倉庫や地域ごとの防災訓練を想起させ、自分たちにできることを

話し合う。 

仙台市内では、今までにも

大きな地震や大雨で大きな

被害を受けたんだね。 

つ

か

む 

調

べ

る 

ま

と

め

る 

地震や津波に備えてどんな

準備をすればいいのかな？ 
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本時のねらい 

仙台市だけでなく、宮城県で起こった様々な自然災害や風水害に

ついて関心をもち、学習の見通しを持つ。 

 

学習の流れ（例） 

（１）県副読本「わたしたちの宮城県」

P.7を見て、地形を確かめ、気づいた

ことを話し合う 10分 

T宮城県はどのような地形の特徴があ

る県ですか。 

C三陸海岸は複雑な形をしています。 

C仙台湾は太平洋に面しています。 

 

 

 

 

（２）市内・県内各地の自然災害の写

真や年表を見て、気づいたことや考え

たことを話し合う。25分 

T仙台市・宮城県ではどのような自然

災害が起きたのでしょうか。年表から

どんなことが分かりますか。 

C昔から地震の被害があり、繰り返し

起きていることが分かります。 

C地震だけでなく、洪水の被害もあっ

たようです。 

T写真資料や新聞記事からはどんなこ

とが分かりますか。また、そこからど

んなことを考えましたか。 

C緑色っぽい服で、ヘルメットをかぶ

っている人たちは行方不明者を探し

ています。自衛隊の人じゃないかな。

（県副読本 P.8） 

Ｃこんなに大量のがれきをどうやっ

て片づけるのでしょうか。 

Ｃたくさんの大切な命が失われてし

まった東日本大震災は地震だけでな

く、津波による被害も大きかったこと

が分かります。どうやって避難したの

でしょうか。 

（３）まとめ・振り返り 10分 

Ｔ今日の学習を振り返り、単元のめあ

てについて考えましょう。 

私たちが住んでいる市・県では、これ

までにどのような自然災害が起きて

きたのでしょうか。 

 

自然災害からくらしを守る 
P.８４～８５ 

 

２年生の時の 

学習の様子が分

かる写真等があ

れば提示 

🌟教科書、県副読本「わたしたちの宮城県」
と合わせた活用のポイント🌟 
教科書 P.72-73、県副読本 P.7-8 とリンクした内容になってい

る。第 4学年では、自分たちの「県」について学んでいく。本市

は仙台市に焦点を当てた内容であるため、県副読本をベースにし

ながら、比較する際の資料として活用していく。指導要領解説社

会編 P.60「過去に県内で発生したものを選択して取り上げるこ

と」とあり、本書では、地震、津波、風水害と関連する災害を複

数取り上げることができ、歴史的な大災害であった「東日本大震

災」を事例として取り上げている。 

 

四方位について

確認する。イラ

ストのように実

際に体を使って

体感させるとよ

い。 

 

 写真 

1978 年の宮城県沖地震や 

2019 年の土砂災害等を写真

で掲載した。仙台市は東日本

大震災以外にも、度々大きな

災害に見舞われていることを

確認する。 
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資料の活用の仕方 

・年表「仙台市の災害年表」 

→これからも災害が起こる可能性

があることを捉え、災害への備え

がどのように行われているかにつ

いて関心を高める。身近に起きた

地震を想起させ、被害の状況など

を確認する。 

写真「市内西部の団地」（青葉区） 

→丘陵地域の宅地で、崩落・地滑り

等が発生した。※昭和 30年代後半

～40 年代に造成 

・新聞「震災１ヵ月死者１万 3013 

人」新聞社では災害時などを想定

し、緊急時新聞相互支援協定を締

結している。河北新報社も震災当

日、紙面制作システムが動かせな

い事態となり、新潟日報社に号外

と翌日の朝刊の紙面制作を依頼

し、新聞の発行を続けた。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

ノート等の記述内容や発言内容

から、「県内で過去に起こった様々

な自然災害を概観し、自然災害か

ら人々を守る活動について関心を

高めているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

県内の様々な自然災害について

箇条書きで列記させた上で、誰が

どのような被害を受けたのか、そ

れを誰がどのように復旧したのか

について考えさせる。災害からく

らしを守るための備えと対処をし

ている人に着目させたい。 

なお、現在も心のケアが必要な

児童・保護者がいることを考慮し、

十分に配慮して授業を行う。 

めあて 

私たちが住んでいる市・県では、これまでにどのような自然災害が起

きてきたのでしょうか。 

            

 

 

 

 

 

 

単元のめあて 

自然災害から人々を守る活動について調べてみましょう。 

 

 

巨大地震（東北地方太平洋沖地震）の概況 

○発生日時 平成 23年 3月 11日 14:46 

○震央地名 三陸沖 

○規模 マグニチュ－ド 9.0（暫定値） 

○市内震度 

震度６強（宮城野区） 

震度６弱（青葉区、若林区、泉区） 

震度５強（太白区） 

○津波 

太平洋岸に大津波警報発令 

津波の高さ 7.1ｍ（推定） 

※詳細は仙台市発表資料を参照 

自然災害の様子が 

分かる写真 

災害年表 

（市・県） 
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ねらい（２時間を想定） 

①自然災害からくらしを守る人々の働きについて調べて話し合

い、学習問題をつくり、学習計画を立てる。②家庭や学校では災

害に備えてどのような取組をしているのか、自助の現状から問題

意識をもつ。 

 

学習の流れ①（例） 

（１）市内で起きた地震災害、津波災

害の写真から、災害が自分たちのくら

しに与える影響について話し合う。10

分 

T写真を見て、災害が私たちのくらし

にどのような影響を与えるか考えま

しょう。 

C仙台駅は毎日多くの新幹線が走り、

県外へ移動する人もたくさんいるの

で、これだけ壊れたら仕事ができない

人がたくさんいると思います。 

 

 

 

 

（２）教科書の救助活動の写真や会議

の写真、市役所の人の話等から、気づ

いたことについて話し合い、学習問題

をつくる。25分 

T教科書の資料や県副読本の資料から

気づいたことを話し合いましょう。 

C消防や警察、自衛隊が協力して救助

しています。 

Ｃ災害対策のための会議が市役所で

開かれています。 

Ｃそれぞれの機関は協力し合ってい

るようです。 

学習問題：地震からわたしたちのくら

しを守るために、誰がどのようなこと

をしているのでしょうか。 

（３）地震、津波災害への備えと対処

を誰がどのようにしているのか予想

し、学習計画を立てる。10分 

Ｔ学習問題を解決するために、どんな

ことを調べていく必要がありますか。 

Ｃまずは、自分の家でどんな備えをし

ているか、学校や家庭でどんな備えを

しているか調べていきたいです。 

 

地震、津波災害からくらしを守る

人々の働きについて考え、学習問題

をつくりましょう。 

 

自然災害からくらしを守る 
P.８６～８７ 

🌟教科書、県副読本「わたしたちの宮城県」
と合わせた活用のポイント🌟 
教科書 P.74-75、P.84-85、県副読本 P.7-9とリンクした内容

になっている。教科書では「風水害」を取り上げているが、救助

活動や復旧を行っている人に着目し、具体的にどのような人々が

どのように災害に対処したかという問いを見いだす流れは同じで

ある。また、教科書では学習問題設定後に、①過去に国や県、市、

人々がそれぞれどの立場でどのように対処したか②今の県の備え

（公助）③今の市の備え（公助）④地域の備え（共助）⑤家庭で

の備え（自助）という流れになっているが。本書では、自助から

考えていく構成になっている。学校や児童の実態に応じて単元を

デザインしていきたい。 

 

３人のキャラクタ

ーの吹き出し 

学習問題「だれがど

のようなことを」に

対応した言葉。調べ

学習の手掛かりと 

して活用する。 
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資料の活用の仕方 

・写真「地震とわたしたちのくら

し」 

 被害の大きさを知るとともに、

災害が自分たちのくらしに大きな

影響を与えたことを理解する。こ

こでは学習問題を立てる場面であ

ることから、教科書の資料、県副読

本「わたしたちの宮城県」の資料も

活用し、「自分たちがどう備えてい

るか」だけでなく、県や市、地域が

どう備えているか、さらには県や

市がどう対処しているかという点

にも問いを持たせるようにした

い。 

・写真「家庭や学校・通学路でそな

えていること」 

 リンク仙台版防災教育副読本

（P.40～）も積極的に活用する。 

評価と指導 

👀主体的に学習に取り組む態度👀 

発言内容や白地図の記述内容か

ら①「地震、津波被害からくらしを

守る人々の働きに着目して、問いを

見いだしているか」②「自助の取組

の現状から課題に気づき、学習の見

通しをもっているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

地震の影響で、校舎が使えず、当

たり前のように教室で学習をする

ことさえできなかった状況を知り、

自然災害の問題を自分事として捉

えさせたい。 

自助の取組を確認する際に、不十

分なことに気づいた際には、単に批

判するのではなく、これからどうす

べきか、自分たちに何ができるか前

向きな視点で話し合えるようにす

る。 

めあて 

① 地震災害、津波災害からくらしを守る人々の働きについて考え、

学習問題をつくろう。 

② 家庭や学校では災害に備えてどのような取組をしているのか。（次時） 

 

 

 

 

＜資料から気づいたこと＞ 

学習問題 

地震からわたしたちのくらしを守るために、だれがどのよう 

なことをしているのでしょうか。 

 

 

防災副読本「3.11 

から未来へ」 

この単元では、防

災副読本を活用

し、この他の取組

につ いても調べ

ることができる。 

 

二次元バーコード 

水道局のパンフレッ

トで災害時の給水栓

を確認できる。 

市内で起きた最
大の様子が分か
る写真 

救助活動の写真 
会議をしている

写真 
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本時のねらい 

仙台市では、地震災害、津波災害から市民を守るためにどのよう

な取組をしているのか調べて話し合い、理解する。 

 

学習の流れ 

（１）宮城県と仙台市の取り組みに違

いがあるか予想し、話し合う。５分 

T前の時間には県の取り組みを調べま

したが、市の取り組みとは違いがある

でしょうか。 

C仙台市は市民のために食料などを備

蓄していると思います。 

C市内にある避難施設は仙台市が整備

しているのだと思います。 

 

 

 

 

（２）仙台市の取り組みを調べ、分か

ったことを話し合う。25分 

T仙台市の取り組みについて、副読本

や（リンク）「防災環境都市仙台」の

Web ページから分かったことを伝え

合いましょう。 

C津波に対する避難施設がたくさん作

られています。 

C仙台市役所は宮城県庁だけでなく、

様々な機関と連携して災害にすぐに

対応できるように準備をしています。

Cなんだか、３年生の時に学習した「く

らしを守る」に似ていますね。 

Tなぜ、連携することが必要なのでし

ょうか。 

Cそれぞれの機関にできることが限ら

れているからではないでしょうか。 

（３）本時のまとめをする。10分 

C仙台市では防災計画をつくり、災害

が起きる前に、どのように行動、連携

すればよいかを示して準備している。 

T避難施設はたくさんあります。運営

は市だけでできるでしょうか。 

C市だけでなく地域の人も協力してい

ると思います。 

仙台市では、地震災害、津波災害にそ

なえて、どのような取組をしている

のでしょうか。 

 

自然災害からくらしを守る 
P.８８～８９ 

 

🌟教科書、県副読本「わたしたちの宮城県」
と合わせた活用のポイント🌟 
教科書 P.80-81、県副読本 P.10とリンクした内容になっている。

教科書 P.80 の「市役所の大久保さんの話」と県副読本「県庁の

方の話」、さらには本書 P.89の「市役所の人の話」、に共通する、

「備えのための防災計画」「対処のための各機関との連携」→公助

についてしっかりと読み取らせたい。また、本書 P.88 で取り上

げている地図は震災遺構仙台市立荒浜小学校がある場所である。

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災において、校舎 2階

まで津波が押し寄せ、大きな被害を受けた。震災当日、児童や教

職員、住民ら 320 人が避難したその校舎を震災遺構として公開

し、東日本大震災の教訓と地域の記憶を、後世へ伝えている意味

についても触れたい。 

東日本大震災以降の津波

対策の概要がまとめてあ

る。 
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資料の活用の仕方 

・写真「仙台市の取り組み」 

 東日本大震災以降の津波対策の

概要がまとめてある。図や写真を

読み取ることで多重防御と呼ばれ

る取組を行っている理由を考え、

津波の被害を少なくするための工

夫について理解する。 

（リンク）震災遺構仙台市立荒浜

小学校の資料も効果的に活用した

い。 

・写真「復旧、救援活動」 

震災時には、多くの関係機関から

救助の手が差し伸べられた。仙台市

の災害対策本部からの連絡などがあ

り、これらの機関が協力して取り組

んでいることを理解する。 

・図「関係機関の協力」 

仙台市（市役所）を中心とした取

組を調べる。関係機関が協力して救

助・復旧作業に当たっていることを

理解する。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

ノート等の記述内容や発言内容

から、「市が風水害に備えて計画的

に取り組みを進めていることや関

係機関と協力していること、市民

の防災意識をさらに高めるための

取り組みをしていることについて

理解しているか」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

市の取組についてだけでなく、

県の取組との共通点や相違点につ

いて考えさせるなどの手立てが考

えられる。 

めあて 

仙台市では、地震災害、津波災害にそなえて、どのような取組をして

いるのでしょうか。 

＜仙台市の取組＞ 

◎県と共通のこと 

〇県と違うこと 

 

 

 

まとめ 

仙台市では地域防災計画をつくり・・・ 

関係機関と協力して・・・ 

災害が起こる前

（備え）、起きた

後（対処）につい

て市役所の取組

を調べる。 
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ねらい（２時間扱い） 

①地域の人々は、災害に備えてどのような取組をしているのか調

べて話し合い、理解する。②地域の関係諸機関や人々が災害に対

する様々な備えと対処をしてきたことを理解し、災害からくらし

を守るために自分たちにできることについて考える。 

 

学習の流れ①（例） 

（１）地域の人々の取り組みについて

予想する５分 

T前時では、市の取り組みを調べまし

た。地域の人々はどのような取り組み

をしているのでしょうか。 

C市が避難所を開くときに協力してい

ると思います。 

C地域の防災訓練では町内会の人が中

心になっていたと思います。 

 

 

 

 

（２）連合町内会長さんのお話や写真

資料等から避難所の運営について調

べ、地域の人々の取り組みについて話

し合う。30分 

T避難所のリーダーとして連合町内会

長さんはどんな役割をしていました

か。 

C発電機を計画的に購入したり、防災

訓練を行ったりしていました。 

C備えていたおかげで、大きな地震の

時にすぐに避難所を開設したり、炊き

出しもスムーズにできたりしました。 

Tどうして地域の役員ではない人もみ

んなで協力できたのでしょうか。 

C公助だけでは足りないからだと思い

ます。 

C自分たちのまちを大切に思っている

からだと思います。 

（３）本時のまとめをする。10分 

C市と協力して避難所運営をしている

ということが分かりました。 

C食料や生活品、発電機などの避難所

運営に必要なものを備蓄して、地域で

助け合っているということが分かり

ました。 

地域の人々は、災害にそなえて、ど

のような取り組みをしているのでし

ょうか。 

自然災害からくらしを守る 
P.９０～９１ 

 災害時に備え、町内会

では防災組織を作り、

物資の備蓄や訓練な

どを行っていること

を理解する。また、災

害発生時には地域の

協力が不可欠である

ことに気づき、自分た

ちにもできる活動は

ないか考える。 

🌟教科書、県副読本「わたしたちの宮城県」
と合わせた活用のポイント🌟 
教科書 P.82-83、86-89、県副読本 P.11-12とリンクした内容

になっている。教科書 P.83 の「ひなん所運えい委員会の三村さ

んの話」と県副読本「地いきに住む方の話」、さらには本書 P.90

の「連合町内会長さんの話」、に共通する共助についてしっかりと

読み取らせたい。市と協力して地域防災訓練を通して情報発信を

したり、食料の備蓄をしたりしている意味について考えさせたい。

また教科書 P.87 には自助・共助・公助がそれぞれ関わり合って

いることを示す図がある。これまで学習してきたことをこれら三

つの役割に整理しながら、学んできたことを基に、私たちに何が

できるかについて考えさせたい。 

 

 

本文「多くの人々が集まり協力

して働いてくれました」 

人々の思いにも触れながら、

市民のために、多くの人々がそ

れぞれの立場で働いていたこ

とを理解する。 
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資料の活用の仕方 

・写真「関係諸機関の働き」 

 給水車の出動、自衛隊による病

院の開設、ガスの復旧工事など、震

災後の様子を振り返る際の参考に

する。 

・本文「仙台市地域防災計画」 

仙台市では、東日本大震災での

経験を生かし、災害のために仙台

市地域防災計画を改定した。繰り

返される災害への対策をしている

ことを理解する。 

・県副読本 P.12 右下二次元バー

コード「調べてみよう 仙台市防

災減サイドバイザー室」 

 仙台市防災・減災アドバイザー

が家庭や地域でできる取り組みを

楽しく、親しみやすく紹介してい

る。必要に応じて活用したい。 

本時の評価と指導 

👀知識・技能👀 

ノート等の記述や発言内容か

ら、「地域の人々が風水害に備え

て、市と協力して避難所運営訓練

などの取り組みを進めていること

や、食料や生活用品などを備蓄し

ていること、地域の人が災害に備

えられるように情報発信をしてい

ることなどについて理解している

か」を評価する。 

👀指導のポイント・留意点👀 

自分たちで地域を守る共助と、

前時で学んだ公助とのかかわりに

ついても考えさせることで、それ

ぞれに役割があるとともに、どち

らも自助を引き出す支援になって

いることに気づかせたい。 

めあて 

地域の人々は、災害にそなえて、どのような取り組みをしているので

しょうか。 

 

 

 

 

             ＜地域の取り組み＞ 

             ・ 

まとめ 

市と協力して・・・ 地域の人へ情報を発信して・・・ 

食料や生活品等を備蓄して・・ 地域で助け合いながら・・ 

自分たちの住

む地域のハザ

ードマップを

確認し、自分事

として捉えさ

せたい。 
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p.92、93 大単元名 3 年 わたしのまちみんなのまち 小単元名 市の様子 

【指導に当たって】 

 仙台市内の主な公共施設について取り上げており、知っている施設を確認することや施設の紹介など

校外学習の事前指導の資料としても活用できる。 

 

 

 

   

 

   

p.94、95 大単元名 5 年 わたしたちの生活と工業生産 小単元名 
くらしを支える 

工業生産 

【指導に当たって】 

 地域の工場を取り上げる場合、工場見学を学習計画に取り入れることが考えられる。また、工業製品

と自分たちの暮らしの結びつきにも気付かせたい。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

八木山動物公園フジサキの杜 

1936 年に日本で 11 番目の動物園として仙

台市花壇に開園した。1965 年に現在の八木山

に新築移転した。 

弘進ゴムアスリートパーク仙台（仙台市陸上競技場） 

2009年に宮城県から仙台市に譲渡される。2011

年にはトラックの大規模修理が行われた。 

せんだいメディアテーク         

2001年に開館。仙台市民図書
館、ギャラリー、イベントスペ
ース、ミニシアターなどからな
る。全面ガラス張りの建築は建
築家伊藤豊雄の代表作と言われ
る。写真右は併設されている仙
台市民図書館 

仙台市天文台        

1955年に西公園内の仙台市公

会堂跡地に開台。2008年に現在

の青葉区錦ヶ丘に移転した。 

仙台文学館 
郷土ゆかりの文学に関する資

料を収集保存するとともに、地
域の文学活動の拠点となること
をコンセプトに平成 11年に開館 

震災遺構仙台市立荒浜小学校 
 被災した校舎のありのまま
の姿と被災直後の写真展示に
より、津波の威力や脅威を実
感してもらうことを目的とし
て、平成 29年 4 月に公開が
始まった。 

仙台うみの杜水族館 
 「復興を象徴する水族館」
として、2015年に開館。80年
の歴史を閉じたマリンピア松
島水族館の一部を引き継ぎ、
さらにスケールの大きな展示
やイベント等を展開する。 
 

スリーエム仙台市科学館         

昭和 43年に仙台市中心部に

開 

館。平成 2年に現在の台原森林

公園内に移転した。 

新聞工場見学の申込先 
河北新報印刷センター 
TEL/022-777-3880  FAX/022-777-3890 
 

 

仙台味噌 
仙台藩では、城下に御塩噌蔵（おえんそぐら）を作らせ、

ここで味噌の醸造や貯蔵をさせた。また、江戸にあった仙

台藩の屋敷では、江戸にいる藩士のために味噌を作ってい

た。これを近所の住人の求めに応じて分け与えたところ、

江戸中の評判になったという。 

「輪転機」 

最大 40ページ、24個面カラー印刷が

可能な高速タワー型オフセット輪転機

（17万部／時）を 4セット備えている。 

おけがえ 

「桶替え」と書き、樽に入っ

ている味噌をスコップですく

い、別の樽へと味噌を移す作

業のこと。多くの空気と触れ

させることで味噌のおいしさ

が増す。 

仙台みそをつくる工場 
 仙台市内に残る伝統的な味噌作りの様子を学

習する手がかりとなる。昔ながらの道具に加え

近代的な道具も使って仕事が進められている。 

 

環境に優しい取組 

インキの VOC（Volatile 

Organic Compounds＝揮発

性有機化合物）を低減する

ために使用する溶剤の一

部を大豆油に置き換えた

Soy Ink（大豆油インキ）を

使用している。 
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p.96、97 大単元名 
４年きょう土の伝統・文化と先人たち 

５年情報化した社会と産業の発展 
小単元名 

谷に囲まれた台地に水を引く 

情報産業とわたしたちのくらし 

【指導に当たって】 

河北新報の創設に関わった一力健治郎についての資料として活用できる。 

ＮＨＫ仙台放送局を例に、ニュース番組が放送されるまでの流れをつかませることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.98 大単元名 
５年 情報化した社会と 

産業の発展 
小単元名 情報を生かす産業 

【指導に当たって】 

「仙台市交通局」の取組を例に、運輸業（バス、地下鉄）の利用サービスに、情報が生かされているこ

とを示す資料として活用できる。こうした取組が市民のくらしにどのように役立つのかを考えさせたい。 

 

  

スマートフォンなどを使わない人

のために、「表示器」などを使った情

報の「見える化」が進められること

にも触れ、多くの人にとって便利で

使いやすいサービスを展開している

ことを理解する。 

 仙台市交通局では、パソコンやスマ

ートフォンを使ってバスや地下鉄の

運行状況や時刻表などを手軽に検索

することができる情報サービスを展

開している。実際に検索をして、利用

者がどのような情報を調べることが

できるのかを確認できる。 

参考  

仙台市交通局 ホームページ https://www.kotsu.city.sendai.jp/ 

 

NHK仙台放送局 

放送局では学校の見学受付を行っている。 

住所/青葉区本町 2丁目 20－1 

TEL/022－211－1001(見学の受付) 

河北新報社の設立 

 「東北振興」等の言葉から、設立時の一力健治郎

の思いをつかませたい。また、こうした考えが現在

にも引き継がれていることにも気づかせたい。 

ニュース番組が放送されるまで 

ニュース番組が放送され

るまでの流れをつかむこと

ができる。 

放送局の見学を取り入れ

る場合は、放送の仕方や放送

局の様子を見学するととも

に、放送に携わる人々がどの

ようなことに配慮している

のかについて調べるように

する。 

一力健治郎 
 1863 年、仙台市の大町に生まれ

る。20 歳を過ぎ、東華学校(仙台第

一高等学校)、旧制第二高等学校

(東北大学)、東京の学校にも進学。

市会議員や県会議員を務めた後、

新聞を東北地方の文化と産業の発

展に役立てようと、河北新報社を

設立。1897 年、33 歳で河北新報を

創刊。当時は新聞をとる人が少な

く苦しい経営だったが、様々な努

力を重ねた。 

河北新聞の昔と今の紙面を比較

できる。 

昔の紙面：明治40年6月22日発行 

今の紙面：令和4年8月22日発行 

 

「せんだい市バス・地下鉄ナビ」 

「経路・運賃を調べる」「時刻表を

調べる」「定期券を調べる」の３つの

項目から、利用者が用途に合わせて

選択し、検索することができる。 

「どこバス仙台」（バス接近情報） 

 指定した乗車停留所（出発）と降車

停留所（到着）のバス接近情報を検索

することができる。 
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p.99、100 大単元名 ６年 わたしたちの生活と政治 小単元名 
わたしたちのくらしと日本国憲法 

国の政治のしくみと選挙 

【指導に当たって】 

図から市民、市役所、市議会の関係をつかませ、市民の願いを実現するための政治の役割に気付かせ

たい。また、税金の使われ方から、市民の生活を支えるための税金の役割にも気付かせたい。 

豊かなくらしを実現するために、日本国憲法がどのような働きをしているか考えさせたい。ここでは、

「基本的人権の尊重」と子育てが安心してできるまちやユニバーサルデザインとの関わり、「国民主権」

と裁判所の関わりについて取り上げている。 

  

 

p.101 大単元名 
３年 わたしたちのまちみんなのまち  

小単元名 
市の様子 

６年 日本の歴史 縄文のむらから古墳のくにへ 

【指導に当たって】 

歴史の学習の入り口として、仙台市内にある遺跡や施設の見学を取り入れたい。地底の森ミュージア

ム、縄文の森広場では、見学のワークシートや体験メニューを用意している。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市の遺跡 

市内には多数の遺跡があるが、代表的な遺跡として遠見塚古墳を紹介している。市内の遺跡につい

ては、文化財課のホームページからも調べることができる。 

仙台市縄文の森広場 

昭和 55 年(1980)に発掘調査が行われ

る。縄文時代のムラ全体の様子が分かる

遺跡として保存される。「上ノ台」という

地名が表すように、標高 55ｍの見晴らし

のよい高台に位置する。太古には南側を

流れている名取川の河原だったために、

ほぼ平らな土地になっている。縄文のム

ラがあった頃は今よりも近くを名取川

が流れ、台地のまわりには豊かな森が広

がっていたと考えられる。 

仙台市富沢遺跡保存館 地底の森ミュージア

ム 

富沢遺跡は仙台市の東南部に広がる

面積が約 90ha という広大な遺跡。昭和

57年(1982)から発掘調査が行われ、弥生

時代から明治時代にかけての大規模な

水田遺跡として知られるようになる。そ

の後の調査で下層から縄文時代の層が

確認され、昭和 63 年(1988)に初めて旧

石器時代のたき火跡が見つかったこと

から、富沢の歴史が 2万年前の氷河期ま

でさかのぼることが明らかになった。 

市民の願い、市役所、市議会 

 図から、市民の願いが政治に

よってどのように実現されるか

を理解する。市役所、市議会のそ

れぞれの役割を調べ、それぞれ

どのような関わりがあるか考え

る。 

税金の働き 

税金が様々なことに使われていることについて、具体的な例を

挙げて話し合う。 

みんなが暮らしやすいまちに 

誰でも安心して暮らすこと

ができるまちづくりにはどの

ようなことが必要か、福祉の視

点から考える。 

仙台高等裁判所 

 高等裁判所は、主に第二審を

担当し、札幌、仙台、東京、名

古屋、大阪、広島、高松、福岡

に置かれる。仙台高等裁判所で

は、小・中学生を対象とした見

学を受け付けている。 

住所/青葉区片平 1丁目 6-1 

TEL/022-745-6194、6195 

（見学の受付） 
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p.102、103 大単元名 ６年 日本の歴史 小単元名 戦国の世から天下統一へ 

【指導に当たって】 

仙台藩 62万石の基礎を築いた伊達政宗の生涯について紹介している。全国統一を進めた３人の戦国武

将（織田信長、豊臣秀吉、徳川家康）と関連付けた学習の展開も考えられる。 

 

 

 

  

 

p.104、105 大単元名 ６年 日本の歴史 小単元名 江戸幕府と政治の安定 

【指導に当たって】 

慶長遣欧使節と支倉常長については、江戸幕府によるキリスト教の禁止と関連付けて学習を展開する

ことが考えられる。また、慶長遣欧使節がユネスコの世界記憶遺産に登録されていることについても触

れたい。実物の資料については、仙台市博物館で見学できる。また、貸出教材（写真パネル、画像デー

タ）として授業で活用することもできる。 

林子平については、江戸時代の後期に外国船が日本に開国を求め接近したことや、幕府を批判する学

者などが現れたことと関連付けて、学習を展開することも考えられる。 

  

 

 

 

 

ローマ市公民権証書・パウロ五世像 

ローマ市議会が常長にローマ

市の公民権を与え、貴族に列する

旨を認めた証書。パウロ五世像

は、常長らがローマで謁見した、

ローマ教皇パウロ五世の肖像画。 

支倉常長像 

ロザリオを持つ支倉常長が、キ

リストに祈りを捧げている。絵を

折り曲げたような跡がある点に

着目し、当時の日本ではキリスト

教が禁止されていたことと関連

があることに気付かせたい。 

林 子平 

1738年、江戸に生まれる。 

兄が藩医となった縁で、家族

と共に仙台に移り住む。子平

は江戸や長崎など全国を遊

歴し、ロシアの南下政策や欧

米の植民地政策など外国の

形勢を見聞した。「世界之図」

は、子平が長崎で通訳の松村

元綱が持っていた「世界之

図」を模写したもの。「海国兵

談」は子平の代表的著作。青

葉区子平町の龍雲院に子平

の墓がある。 

「伊達政宗画像」 

両目が描かれていることなど

に着目させ、後に独眼竜と言われ

た政宗のエピソードに興味を持

たせたい。左上は、政宗が晩年、

自分の気持ちを詠んだと言われ

る漢詩。 

政宗の持ち物 

政宗のよろいかぶとから戦

国時代の戦の様子について想

像する。陣羽織やブローチか

ら、当時南蛮文化が伝来し、政

宗が目を向けていたことにつ

いて理解する。 

伊達政宗年表 

戦国時代から江戸時代初期

にかけて活躍した政宗の生涯

について理解する。 

 

伊達 政宗 

永禄 10年(1567)、米沢(山形県米沢市)に生まれる。父は輝宗、母は山形城主最上義光の妹にあたる

義姫。幼少期に右目を失明し、後に｢独眼竜｣と呼ばれる。18 歳で家督を継いだ政宗は、翌年の父輝宗

の非業の死を乗り越え、蘆名、相馬、大崎、最上など、近隣の戦国大名らと戦う日々を送る。しかし、

この頃豊臣秀吉による天下統一が推し進められ、豊臣政権下の大名へと転身することになる。豊臣と

徳川の対立による動乱の後、徳川幕府が成立し、江戸時代を迎える。政宗はこうした動乱の時代を乗

り越え、東北の雄から全国有数の大名へと成長をとげる。仙台城の築城、城下町の整備、新田の開発、

寺社の造営・再興、北上川の河川工事等、仙台藩 62 万石の礎を築いた。 

仙台市博物館 

博物館では伊達政宗や仙台藩の様子について学ぶことができ

る。施設を利用し、実物資料を見ながらの学習を展開したい。 

住所/青葉区川内 26番地 

TEL/022-225-3074（見学の受付） 

 

慶長遣欧使節 

サン・フアン・バウティスタ号

に、総勢 180人を乗せての船出で

あった。一行には宣教師のルイ

ス・ソテロが同行し、通訳として

活躍する。ソテロは政宗にローマ

に使節を送ることを熱心に勧め

ていた。 
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p.108、109 大単元名 ４年きょう土の伝統・文化と先人たち 資料  仙台市名誉市民  

【指導に当たって】 

仙台市の発展に尽くした、仙台市名誉市民について取り上げている。地域の発展につくした人々につ

いて調べ、その業績や苦心を知ることで、地域に対する誇りと愛情を育てたい。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.106、107 大単元名 

３年 わたしのまち みんなのまち 

３年 市のうつりかわり 小単元名 

市の様子  

市の様子と人々のくらしの 

うつりかわり 

６年 日本の歴史 長く続いた戦争と人々のくらし 

【指導に当たって】 

地域の歴史を知る手がかりになる施設、様々な遺跡や辻標、神社、寺などを取り上げている。遺跡や文

化財に携わる人、博物館、公民館、地域の人に話を聞くなどしながら、学習を展開したい。また、教師が

地域の歴史について調べる際、「仙台市史」等の自治体史も活用したい。 

仙台市戦災復記念館では、戦時中の人々の暮らしや、仙台空襲の様子から街の復興までの様子について

学ぶことができる。学習計画の中にぜひ施設の見学を位置付けたい。 

 

  

 

本文「仙台市名誉市民」 

仙台市では、これま

で 22名の方々に、名誉

市民の称号を送ってい

る。ここではそれぞれ

の功績について紹介し

ている。 

 「仙台市名誉市民につ

いて」 

仙台市役所１階「市

民ギャラリー」や仙台

市のホームページで参

照することができる。 

また、仙台市史通史編

「現代２」にも名誉市

民※の業績がまとめら

れている。 

※平成元年までの表彰者 

《表彰年一覧》 
Ｓ２４  本多光太郎・志賀潔・ 

土井林吉(晩翠) 
Ｓ３１ 熊谷岱蔵・槇有恒 
Ｓ３４ 村上武次郎・阿部次郎・ 

増本量・野副鉄男 
Ｓ３６ 内ヶ崎贇五郎 
Ｓ３９ 一力次郎・黒川利雄 
Ｓ４４ 千嘉代子 
Ｓ５２ 菊地養之輔・加藤多喜雄 
Ｓ５９ 西澤潤一 
Ｈ元  石田名香雄 
Ｈ８  加藤陸奥雄・杉村惇 
Ｈ１６ 小田滋 一力一夫   
Ｈ２６ 岩崎俊一 
 

仙台市戦災復興記念館 
昭和 20 年(1945)7 月 10 日

未明、午前 0時 3分、仙台市
中心部に 12、960発の爆弾が
落され、約 500haを焼失。身
元が判明した方だけで、1064
名もの人命が失われた。戦災
復興記念館は、未来への記憶
として、世代を超えて語り継
ぐために、昭和 56 年(1981)
に、戦災復興事業の締めくく
りとして開館した。 
 

仙台空襲を体験した方の話（元東二番丁小ゲストティーチャー 今井さん） 

戦時中の仙台、空襲の様子を伝える資料。戦災復興記念館では学

習教材用 DVD資料を貸出す他、戦争の語り部の紹介、職員による館

外での出前授業を受け付けている。授業に合わせて活用したい。 

史跡陸奥国分寺・尼寺跡ガイ

ダンス施設/仙台城見聞館 

  どちらも文化財課管轄の施

設であり、観覧無料で見学す

ることができる。国分寺跡～

見聞館など地下鉄東西線を利

用した校外学習でも活用可

能。ガイダンスの対応も行っ

ている。（事前予約必要） 

歴史を知る手がかり 

遺跡や神社、寺、道しるべ石

等から、地域の歴史に触れる

ことができる。機会があれば、

地域に残る歴史の跡を是非訪

ねてみたい。  
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p.110、111 大単元名 ４年きょう土の伝統・文化と先人たち 資料  本多 光太郎 

【指導に当たって】 

 鉄の神様と言われた「本多光太郎」の業績を取り上げている。東北大学金属材料研究所本多記念館で

は、KS磁石鋼、新 KS磁石鋼を始め、本多の業績がわかる様々な資料が展示されている。 

 

 

 

 

 

   

 

p.112、113 大単元名 ４年きょう土の伝統・文化と先人たち 資料 土井 晩翠 

【指導に当たって】 

 「荒城の月」でも知られる詩人「土井晩翠」の業績を取り上げている。土井の業績については、立町小

学校土井晩翠校歌資料室（主に校歌を中心に）、仙台文学館、晩翠草堂等で調べることができる。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

写真「土井晩翠校歌資料室」 
立町小学校の中に晩翠が残した、

たくさんの資料が展示されている。 

立町小／青葉区立町８－１ 

 

写真「土井晩翠」 

「荒城の月」や晩翠が作った

数々の校歌から晩翠の業績に

関心を高める。 

 

 

写真「本多光太郎」 

KS 磁石鋼の写真や、切手から

本多の業績に関心を高める。 

本文 
 光太郎は「産業は学問の道場」と
いう言葉を残し、産学共同を重視、
博士の尽力により、多くの新しい企
業が仙台に誕生した。 

光太郎の少年時代 

小学生時代は、「鼻たらしの光

さんと呼ばれ、特に暗記が苦手

だった。そのためにしばしば学

校へは行かずに魚とりなどをし

て過ごしていた。」と伝えられて

いる。 

説明「寺田先生の言葉」 

光太郎の才能を見出した寺田先生の言葉が、学問の

道を強く志すきっかけとなった。 

「本多光太郎の年譜」 

光太郎に関する「出来事」

や「業績」について、年代を

追って記載した。少年期や青

年期の様子については、本文

から読み取る。 

「ＫＳ磁石鋼」 
鉄及び鉄合金の研究に励

み、強力な磁石鋼である KS
磁石鋼を、さらにその４倍
近い保磁力を持つ新ＫＳ磁
石鋼を発明し、文化勲章を
受章した。 

「東北大学金属材料研究所本多記念館」 

本多光太郎に関する資料が保管されている。 

住所/青葉区片平２－１  

TEL/022-215-2181 

 

「晩翠の少年時代」 

「小さいころからお話を聞いたり

本を読んだりするのが大好きな子供

だったそうです。字の読めないうち

は、和歌や俳句に親しんでいた父親

や祖母に昔話をよくねだっていまし

た。 

小学校に通うようになると、中国

の歴史物語を夢中で読んでいまし

た。「その熱心さには、担任の先生も

感心するほどだった。」と伝えられて

いる。 

  

 

「土井晩翠の年譜」 
晩翠に関する「出来事」

や「職業」について、年
代を追って記載した。少
年期や青年期の様子につ
いて、本文から読み取る。 

情報コーナー「仙台文学館」 

晩翠については仙台文学

館の常設展示で紹介してい

る。また、館内見学の際の展

示解説や、学校への出前授

業も受け付けている。 

仙台文学館  

住所/青葉区北根 2-7-1 

TEL/022－271－3020 

「市民合唱」 
「荒城の月」が発表されてから 120 年目を記念して、「荒城の月 

市民大合唱」の動画が公開された。（企画制作：仙台市、仙台文学館）
動画は下記のサイトで視聴することができる。 
せんだい tube【仙台市公式動画チャンネル】 
>2ch せんだいの魅力>せんだいの魅力単独動画 
>うちでうたおう 杜の都にひびけ「荒城の月 市民大合唱」 
http://www.youtube.com/watch?v=A5kyJCNWQUg 
 

土井晩翠が作詞した学校の校歌 
全国の学校と海外の日本人学校なども含

めると１９５校もの校歌の作詞を手掛けて
いる。 

 

- 119 -

http://www.youtube.com/watch?v=A5kyJCNWQUg


折込 

ページ 
大単元名 

４年 わたしたちの県 
小単元名 

県の広がり 

５年 わたしたちの国土 世界の中の国土 

【指導に当たって】 

 仙台市の国際姉妹・友好都市について取り上げている。宮城県と他地域、外国との結びつきについて

調べる学習の資料として活用することができる。 

  

 

 

 

 

 

 

写真 

 各都市の様子を知る手掛かり

として、各国際姉妹・友好都市の

特徴的な建物や祭りの様子、町

並みなどを紹介しており、地図

帳を使って、国や都市の位置を

確かめることができる。 

世界地図・説明 

 各国際姉妹・友好都市の場所と挨

拶を紹介し、様々な国の言葉に触れ

させたい。 

 
説明 

 各国際姉妹・友好都市名と、締結

年が紹介されている。それぞれの都

市との提携動機等の詳細について

は、仙台市のホームページを参照す

ることができる。他に、交流促進協

定締結都市・台南市(台湾)、産業振

興に関する協定締結都市・オウル市

(フィンランド共和国)がある。 

 

仙台市の国内姉妹都市 

音楽姉妹都市：竹田市（大分

県）、中野市（長野県） 

観光姉妹都市：徳島市（徳島県）

歴史姉妹都市：宇和島市（愛媛

県）、白老町（北海道） 

＜国際姉妹・友好都市＞ 

○リバサイド市(アメリカ合衆国)～風光明媚な南カリフォルニアの中心にあるリバサイド郡の郡都で、郡の西部に

位置し、ロサンゼルスから車で一時間程度のところにある。かつて柑橘産業が盛んだったため、その時代の遺産が随

所に見られる歴史の街。現在は小売業とエンターテイメント産業において継続的に発展しており、南カリフォルニア

第三の郊外小売業中心都市である。また、教育水準も高く、数多くの研究機関が集積している。人口約 32 万人。 

○レンヌ市(フランス共和国) ～ブルターニュ州の州都であり、政治・経済・文化の中心地。中世以来の伝統的な建

築と近代的な建築とが調和した落ち着きのあるまち。多くの高等教育機関や研究機関があり、ブルターニュの学術研

究の中心的役割を果たしている。また、農林漁業の中心地で畜産、酪農等が盛んであり、バイオ・テクノロジーを利

用した食品加工業も盛んになってきている。通信光学関係の研究も盛んで産・学・官共同のプロジェクトであるレン

ヌ・アタラントを中心に日本企業の進出も進んでいる。人口約 22 万人。 

○ミンスク市(ベラルーシ共和国) ～古くからの歴史と伝統を持つ都市で現在ベラルーシ共和国の首都。姉妹都市提

携当時は、旧ソ連邦の白ロシア共和国だったが、1991 年に独立し、国名をベラルーシ共和国と改め、現在にいたって

いる。第 2 次世界大戦による戦災で古い街並みは失われたが、戦後著しい復興を遂げ、自動車やトラクターなどの生

産が盛んな工業都市として生まれ変わった。また、ベラルーシ国立大学をはじめとする大学や研究機関、オペラ、バ

レエ劇場や博物館、美術館などの文化施設が数多く立地する学術・文化都市でもある。人口約 202 万人。 

○アカプルコ市(メキシコ合衆国)～メキシコ合衆国太平洋岸ゲレーロ州最大の都市。首都メキシコシティから約

400km の地点に位置し、太平洋岸でも最も古く、また、美しい港のひとつであるアカプルコ港を有する。美しい砂浜

と変化に富んだ海岸線で知られる国際的な観光保養都市であり、主な産業は観光業である。1614 年（慶長 19 年）の

慶長遣欧使節支倉常長アカプルコ上陸を縁として、姉妹都市提携がなされた。人口約 78万人。 

○長春市(中華人民共和国) ～吉林省の省都で、肥沃な土壌をベースに農業が発達しており、「東北食糧庫」と称さ

れている。工業では「長春第一自動車グループ」等を中心とする交通運輸設備製造業が主体であるほか、電子・光学・

食品・軽紡化学・建材等の産業が発達しており、また映画産業も盛んである。また、吉林大学など 40 以上の大学を

はじめ、数多くの高等教育機関や研究所があり、教育の中心地でもある。総人口約 907 万人。 

○ダラス市(アメリカ合衆国)~商業、流通、金融、製造業が盛んなアメリカ合衆国中南部の拠点都市。全米最大規模

のダラス・フォートワース国際空港や世界最大の卸売展示場であるダラス・マーケットセンターなどの施設があり、

全米有数のコンベンション都市である。プロスポーツの盛んな都市としても有名で、アメリカンフットボール、バス

ケットボール、野球、サッカー、アイスホッケーなどのプロチームが本拠地としている。人口約 135 万人。 

○光州広域市(大韓民国) ~首都ソウルから南へ約 330km、飛行機で約 40 分のところに位置する大韓民国南西部の政

治・経済・文化・教育の中心地。韓国南西地域を代表する芸術の都と言われ、パンソリ（物語を歌唱化した民族芸能）

の発祥地であり、墨の香りが漂う南宗画（韓国画）もさかんである。また、1995 年（平成 7 年）から世界美術博覧会

「光州ビエンナーレ」を創設し、韓国の文化芸術を世界に広めることを目指している。他にも、先端産業団地の整備

や科学技術院の設置などを行い、先端技術産業の育成・誘致にも力を注いでいる。人口約 145 万人。 

～仙台市ホームページより 
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